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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ユーディエ・メイスンの一日は、部屋の中ではじまり、そしてそこから一歩も外に出ることなしに終わることが多い。

　ラトロアでもっとも発展した首都〝ラボラトリ〟に生まれ育ちながら、その繁はん栄えいを眼めにしたこともない。

　彼女にとって、世界は常に暗黒である。

　比ひ喩ゆではなく、生まれつき光を感じない彼女の視界は、それこそただの暗黒だった。

　眼が見えるというのがどういうことなのか、それさえもわからない。色というのがどういうものなのか、光というのがどういうものなのか、それら全すべてが、彼女にとっては未知の感覚だった。

　だから彼女にとっての世界とは、手で触ふれられるものであり、匂においで感じるものであり、耳で聴きくものであり、舌で味わうものである。

　そんな彼女も、今年で十歳になる。

　父親のジェラルド・メイスンは国の責任者になったとかで、多た忙ぼうのゆえか、ほとんど会いに来られなくなった。官かん邸ていに移るようにも勧すすめられたが、盲もう目もくのユーディエにとって、見知らぬ場所は怖こわい。この部屋や屋敷の一部ならば、どこに何があるかもだいたいわかるし、その構造も体が覚えているが、まったく知らない家に住むのは恐ろしかった。

　今の彼女は、使用人達と犬のミハエルに囲まれて、静かな日々を送っている。

　そんな日常にささやかな変化が訪れたのは、その年の夏が終わりに近づいた頃ころのことだった。

〝ジェラルド様のお客様が、しばらく離れのほうに滞たい在ざいされることとなりました。お嬢様がお会いになる機会はないと思われますが、もし知らぬ方かたと出会っても、驚かれませんように──〟

　三日ほど前に、執しつ事じが気き遣づかわしげにそう言っていた。そして当の客きやく人じんは、つい昨日、この屋敷に着いたらしい。

　離れは、本邸との間に庭と道と柵さくを挟はさんでおり、ほとんど別宅といっていい。客人というのは政治的な要よう人じんか芸術家か、そんなところだろうと思うが、ユーディエにとってはあまり関かかわりのないことだった。

　部屋の長椅子にぼうっと腰かけて、ユーディエは庭のある方向に顔を向けていた。

　もちろん眼には何も見えないが、心地好い風は感じられる。

　閑かん静せいな土地だけに、小鳥のさえずりも聞こえるし、庭を動き回るミハエルの気配も察することができた。

　ふさふさとした毛並みのミハエルは、幼いユーディエよりもその体たい軀くが大きく、犬種はビッグライツというらしい。見た目がどんな姿をしているのか、ユーディエは知らないが、彼は賢かしこく優やさしい、信頼に足る友人だった。

　椅子の上で、ただ時が過ぎるのを感じていたユーディエは、その友人が不意にけたたましく吠ほえ出すのを耳にした。

　おとなしいミハエルが吠えるなど、あまりないことである。

　その吠え方で、彼が見知らぬ人物を見つけたのだとわかった。といって、外周の警備が厳きびしいこの屋敷に、泥どろ棒ぼうや不ふ審しん者しやが入りこんだことは今までにない。

　つまり見知らぬ〝誰だれか〟は、離れに来たという父の客きやく人じんかもしれなかった。

（庭をお散歩でもしているのかしら……）

　ユーディエは勝手にそう判断して、友人の名を呼んだ。

「ミハエル！　お客様に吠えてはいけません。こちらに戻りなさい」

　聡さとい犬は、主人の声に敏びん感かんに反応した。

　通用口を回って部屋に戻る彼の気配を察しながら、ユーディエは長椅子から立ちあがり、窓のほうへ五歩を進めた。そこがちょうど、窓まど枠わくである。

　見えない視線を庭に向けて、彼女は幼い声を張る。

「ミハエルが吠えたこと、お詫わびいたします。申もうし訳わけありません」

　返事はなかった。

　だがユーディエは、そこに人の気配を感じた。

　とても、微かすかな──それこそ息を潜ひそめるような気配で、ミハエルが吠えなければ、ユーディエもそれとは気づかぬほどだった。

　その人物は、ユーディエの声に驚いたように立ち竦すくむ。

「あの──驚かせてしまいましたか？　ごめんなさい。ミハエルはとてもいい子なのですが、知らない方かたのことは警戒してしまうみたいで……」

　庭に向けて頭を下げるユーディエの元に、ミハエルが戻ってきた。

　自分の背丈とさほど変わらない位置にあるその頭を撫なでながら、ユーディエは庭の人物に声を向ける。

「お父様のお客様ですよね？　私はユーディエ・メイスンと申します。お気づきかもしれませんが、眼めが見えないもので、一人では外にも出られません。こんなところからの御ご挨あい拶さつにて失礼いたします」

　窓の傍そばに立ったユーディエは、まだ舌した足たらずな声ながら、きちんと挨拶をした。

　返答はない。

　ユーディエは首を傾かしげた。まだその人物は〝そこ〟にいると思う。だが、まるで声を返してこないことが不安だった。

「あの……？」

　開け放った窓の向こうに、ユーディエは気配を探る。

　気配の主は立ち尽くしたままだったが、廊下側から聞き慣れた足音がした。こちらは侍じ女じよのものである。

「お嬢様、どうかなさいましたか？　いま、お声が聞こえましたが」

「えぇ。今、ミハエルがお客様に吠ほえてしまったので、そのお詫わびを──」

　部屋に入ってきた侍女は、ユーディエの肩に手を置いて、耳元に囁ささやいた。

「……お嬢様、庭にはどなたもいらっしゃいませんわ」

「え？　でも──」

　ユーディエは耳を澄すませた。

　彼女は眼めが見えない。だが見えないからこそ、聴覚をはじめとする別の感覚が研とぎ澄すまされている。

　その彼女の感覚は今、確かに庭先の〝気配〟を捉とらえていた。

　芝しば生ふを踏む音も、耳に聞こえる。気配の主ぬしが去ろうとしているのだ。

「あの！　お待ちください！」

　その何者かは、ユーディエの声に立ち止まる。依い然ぜんとして声は発さないままだったが、ユーディエはその人物の〝存在〟を疑わなかった。

　侍女が不思議そうに声を潜ひそめた。

「お嬢様、本当に誰だれもいませんわ。きっとミハエルは、猫ねこか鳥に吠えたのですよ」

　彼女の声に、噓うそをついているような響きはない。それでもユーディエは、自分の感覚を疑う気にはなれなかった。

（……彼女には、見えていない？）

　盲もう目もくのユーディエに認識できて、眼が見えるはずの侍女に把は握あくできない──そんなことが本当にあるのかと、ユーディエは首を傾かしげた。

　そういえば──

　物語に、聞いたことがある。

　人には見えないという、〝聖せい霊れい〟の存在。

　彼らは人の眼には映うつらないが、その聖なる志こころざしをもって、人の世界に幸福をもたらすという。

　子供だましの、ただのおとぎ話だとばかり思っていた。だがもし、ユーディエの感じている気配が本物で、なおかつ本当に、侍女には見えていないとしたら──

　侍女から奇き異いに思われるのを覚かく悟ごで、ユーディエは思わず声を掛けていた。

「あの！　もしよろしければ、またおいでください。私はいつも、ここにおりますから……」

　どうしてそんなことを言ったのか、ユーディエ自身にもよくわからなかった。ただ、聖霊と思おぼしき存在に対し、聞いてみたいことは山ほどあった。

　何故なぜ、彼が人の眼に見えないのか。

　何故、人に幸福を与えることを目的としているのか。

　そして何故なぜ、ユーディエの前に現れたのか──

　話を聞きたい──その思いが、ユーディエに彼を呼び止めさせた。

　気配はゆっくりと歩み去り、侍じ女じよは頭の上で嘆たん息そくする。盲もう目もくのユーディエに対する哀あわれみが、その息に籠こもっていた。いつものユーディエならばそのことに傷つくところだが、今日だけは少しも気にならない。

　犬のミハエルの頭を撫なでながら、ユーディエはずっと、気配のした庭のほうへと顔を向けていた。
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　──屋敷周辺の探索を終えた〝カトル〟は、イリスの元へと戻っていた。

　指し揮き官かんでもある少女は、寝台ベツドの脇わきで林檎リンゴの皮を剝むいている。

　その手つきは拙つたなく、皮には実が残っているし、切り口はでこぼことして見苦しかった。

　そして寝台には、一人の少年が寝そべっている。

　しばらく前まで、全身の至るところに巻かれていた包ほう帯たいも、今はほとんどが取れていた。まだ脚あしの骨が完全につながっていないが、じきに動けるようになるだろう。

　少年──エンジュ・シェパードが、イリスに向けて呟つぶやく。

「イリス、ナイフの扱いがだいぶ上手うまくなったね」

「……変なお世せ辞じはいいわよ。下手へただって、自分でもわかってるんだから」

　無ぶ愛あい想そうに応こたえて、イリスは林檎の欠片かけらを皿に盛り、少年の前に突き出した。

　エンジュは微笑しながら、それを指先でつまむ。

　両腕も動かなかった時期は、イリスが手ずから食べさせていた。その光景を、カトルはよく憶おぼえている。指揮官の彼女にそんな一面があったことを、カトルも初めて知った。

　エンジュの意識が戻ったばかりの頃ころは、イリスも〝他ほかに人ひと手でがないから、仕方なく自分がエンジュの看かん護ごをしている〟と愚ぐ痴ちのようにこぼしていたが、それならば自分に命令をすればよかったはずだとも思う。どんな命令であれ、カトルに拒こばむ理由はない。

　しかしイリスは結局、口ではなんのかんのと言いながらも、傍はた目めには甲斐かい甲斐がいしくエンジュの看護を続けていた。

　カトルにしてみれば首を傾かしげてしまう事態だが、疑問には思いこそすれ、一方では別にどうでもいい。イリスが自身で看護することを望むなら、その間、カトルは黙って命令を待つだけである。

　そしてエンジュのほうも、イリスが傍そばにいることは嬉うれしいらしく、ここ最近は表情が明るい。

「……食べなさいよ。見み栄ばえは悪いけど」

「うん。ありがとう」

　エンジュが嬉うれしそうに林檎リンゴを口に運ぶ様さまから、イリスはあえて視線を逸そらしていた。

　その視線が、カトルの足元の影を捉とらえる。

「カトル、戻ったの？」

　カトルは返事の代わりに、かすかな物音を立てた。

「何も異常はなかった？」

　この問いに対しては、カトルは無言をもって返答とした。

　盲もう目もくの少女には気づかれたものの、それはさしたる問題ではない。

「……なかったのね。いいわ、それなら。お疲つかれ様さま。念ねんのため、後で見み取とり図ずを書いて、警備の配置を教えて」

　いつもの怜れい悧りな眼まな差ざしに戻りつつ、イリスはカトルを労ねぎらった。

　シズヤ達の導きで首都に入り、この屋敷に滞たい留りゆうしはじめたのは、つい昨日からのことである。それまではエンジュの怪け我がを治すために、別の街まちの施せ療りよう院いんに滞たい在ざいしていた。

　そんな状況だけに、この屋敷の主あるじである〝ジェラルド・メイスン〟にも、まだ一度も会っていない。

　ふと、廊下を跳はねてくる足音に気づき、カトルは振りかえった。

　見慣れたカボチャ頭が、頭を左右に揺らしながら駆かけて来る。浮かれたその様子は明らかに奇き異いだったが、カトルは特に何も感じない。

　パンプキンは部屋の前で朗ろう々ろうと声を張った。

「ただいま戻ったぞ、イリス！　そしてエンジュよ！　汝なんじらもこれを見るがよい！」

「……パンプキン、静かにして。あと……それ何？」

　イリスが冷たく反応を示す。パンプキンの手には、包装紙に包まれた箱が乗っていた。すぐ後ろから、仲間のバニッシュと、案内役につけられたシズヤの部下も追いついて来る。

　パンプキンが「街の様子を見たい」と言ったために、彼らは二時間ほど、外に出ていた。

　目立つ被かぶり物もののままで出歩くことをイリスは咎とがめたが、パンプキンは頑かたくなにそれを取ろうとせず、結局はイリスが根こん負まけして許可を出した。アルセイフでは国王殺しの大だい罪ざい人にんである彼も、この国ではただの変へん人じんである。

　そのパンプキンが、文字どおり小こ躍おどりしながら差し出した土産みやげを、彼女は胡う散さん臭くさそうに見つめる。

「帰ってくるなり大声で……いったい何を買ってきたのよ？」

　パンプキンが大きく首しゆ肯こうした。

「これである。見よ！　この見事な完成度を！」

　簡かん易いな包装を目の前で手早く解ほどき、大おお仰ぎような動きをもって、パンプキンは箱を開け放った。

　その途と端たんに、寝台ベツドのエンジュが眼めを見開き、イリスがぴくりと頰ほおを引きつらせた。

　カトルも視界の隅すみで〝それ〟を確認する。

　パンプキンの手には、〝かぼちゃ頭の人形〟が載のっていた。

　頭でっかちのかぼちゃには目鼻と口の穴が開き、細い手足は糸で吊つられている。台だい座ざの部分には何か仕し掛かけがあるらしく、ぜんまいを巻く螺子ネジが飛び出していた。

　パンプキンはそれを見せびらかしながら、堂々と胸を張る。

「手軽さを保ちつつクオリティを損そこなわない十二分の一サイズ！　駆く動どう系けいには旧式ながらも質のよい歯車とぜんまいを用い、関節は糸による接続をもってこの上のない自由度を獲かく得とく！　チャームポイントのパンプキンヘッドは、熟じゆく練れん職人の加工によってまさに生きた表情を得た！　そして更さらには！」

　パンプキンは背を丸め、指先でじぃこじぃこと螺子を巻いた。その螺子から指を離すや、澄すんだオルゴールの音色と共に、かぼちゃの人形が不規則にゆらゆらと動き出す。

「音楽に合わせて踊るのだ」

　パンプキンはいかにも自じ慢まんげに、イリスの目の前に人形を突き出した。イリスは何も言わずに、引きつった顔のままである。

　我わが意いを得たりとばかりに、パンプキンは人形の脇わきに顔を寄せた。

「うむうむ。わかるぞ、イリスよ！　感動のあまり声も出ないのであろう。我もこの品を最初に見つけた折には、まさに雷かみなりに打たれたかの如ごとき興奮を味わったものである！　見よ、この素す晴ばらしき造ぞう型けいと軽快な動き、そして神こう々ごうしいまでの味わいを！」

　イリスは眉み間けんに指を添そえて、深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐ついた。

「……いや、ええと、なんていうか……馬ば鹿か？」

「失しつ敬けいな!?」

　いかにも衝しよう撃げきを受けた様子で、パンプキンが派は手でに身を退ひかせた。

「エンジュ！　汝なんじにはわかるであろう!?　人の心を摑つかんで離さぬ魅み力りよくに満みち満みちた、この人形の素晴らしさが！」

「あ、うん。わかるような、わからないような……」

　エンジュが苦笑して流す。パンプキンはやれやれと肩を竦すくめて見せた。

「──双そう方ほう、芸術を解かいする心を持たぬとは嘆なげかわしい！　この品はラトロアでは国民的人気の民芸品であると聞く。この国の民は我のよき理解者であると確信した。この小さな我の分身は、まさに我の生いき様ざまそのものである！」

「……別に貴方あなたとは関係ないでしょ、その人形は」

　イリスがそう指し摘てきすると、後ろに控えていたバニッシュが眉まゆを歪ゆがめた。

「いえ、お嬢様。どうやらその人形は本当に、パンプキンをモデルとして作られたもののようなのです。元の発はつ案あん者しやの名は、エルシオン・エアル──」

　イリスがぴくりと肩を震わせた。

　カトルは薄うすらぎかけた記憶から、その名を思いだす。

　エルシオン・エアル──研究者の一人だったと思う。会ったこともある。だが、その名に対して特に感かん慨がいはない。

　バニッシュが人形を指差して、イリスに目め配くばせをした。

「おそらくは、百年以上も昔にラトロアへ来た彼が作ったものです。もちろん、これは当時の品ではなく、最近の複ふく製せい品ひんですが……」

「……教授の推すい論ろんが、どんどん裏付けられるわね」

　イリスがぼやくように言い、パンプキンが満足げに頷うなずいた。

「エルシオン・エアル──彼かの者は粋すい人じんであった。我の姿を模も倣ほうしたこの作品からも、その才さい気きが伝わってくる。きっと彼の研究者もまた、我のかぼちゃ頭に密ひそかな憧あこがれを抱いだ……」

「それはないから」

　すかさずイリスが否定すると、寝台ベツドのエンジュが吹ふき出だした。

「イリス、そんなすぐに否定することないじゃないか。パンプキンの被かぶり物ものは、見慣れると意外に格かつ好こうよく見えてくるよ。街まちでも人目を引いたんじゃないか？」

　パンプキンが両手を広げた。

「おぉ、エンジュよ！　まさにそのとおりである。さきほども子供らに囲まれて大変だったのだ。かぼちゃの美味おいしい煮に込こみ方かたを講義したところ、子供らは大喜びであった。別れた時の彼らの、かぼちゃに注がれる羨せん望ぼうの眼まな差ざしを、我は生しよう涯がい忘れぬであろう」

「……それで二時間もふらふらしていたの？　その頭のまんま？」

　呆あきれた様子のイリスを見て、エンジュがまた笑う。案内役にすぎないシズヤの部下や、普ふ段だんは無表情なバニッシュさえも、さすがに苦笑を見せていた。

　傍そばで見ているカトルだけは、笑わない。

　決して──笑いもしなければ、嘲あざけりも、呆れも、悲しみもしない。

　感情を表すということが、彼にはできない。それは自分にとって、とても難しいことなのだと思う。思し考こう力りよくはあるものの──自分の中に、〝心〟の存在を感じることができない。

　ただ淡たん々たんと、カトルは目の前で笑い合う仲間達を見ていた。

　その彼らの眼めに、もちろん自分は映うつっていない。それでも、寂さびしいという感情すら覚えない。

　カトルはじっとその場に立ち尽くし、何も言わずに、ただ指し揮き官かんの次の命令を待ち続けた。
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　ジラーハの司し教きよう、〝マディーン・ティグレー〟といえば、神殿の内部では〝神しん姫きの父親〟として名が知られている。

　彼のティグレー家は、家いえ柄がらは古く由ゆい緒しよも正しいが、権力の座からは長く遠ざかっており、ジラーハでもどちらかといえば目立たない存在だった。

　生き真面目まじめで勤きん勉べんで実じつ直ちよくなマディーンも、本来なら〝司し祭さい〟として生しよう涯がいを閉とじてもおかしくない程度の神しん官かんだったのだ。

　だが、娘の存在が、彼の人生を大きく変えた。

　神姫、ノエル──

　長女として生まれた彼女が、物心もつかないうちに〝神姫〟として選ばれたことにより、ティグレー家の家か格かくは一夜にして跳はねあがった。

　マディーン自身にとっても、それは思いがけぬ事態だった。

　神姫の採択方法については、〝神しん託たく〟であるということ以外は世間に秘ひされているが、実際のところは「ただの運うん試だめし」といって差さし支つかえない。

　前代の神姫が亡なくなると、ジラーハに属する司祭以上の神官らの娘のうち、生後六年以内の者が名簿にまとめられる。この中から、問題行動の多い者や、体質の弱い者などは除かれるが、この基準は明確でなく、高位神官達の心しん証しように依よる。

　そして、子女の名を書いた札を一つずつ封筒に仕し舞まい、六つの棚たなに分割して振り分ける。

　それらの棚には一から六までの数字が振られており、ウィータの神じん師し自らがサイコロを振り、出た数字の棚以外の封筒がまず廃はい棄きされる。

　これで六分の一となる。

　選ばれた棚の封筒を、再び六つの棚に振り分け直してサイコロを振り、これを残りが十三通以下になるまで続ける。この十三という数字は、暦こよみの一年が十三ヵ月であることに由ゆ来らいする。

　十三通以下になると、振り分けの棚は二つに絞しぼられ、サイコロも、六つの面に１と２の数字が三つずつ振られた特殊なものに交換される。

　そうした作業の末すえに、最後に選ばれた一枚──その札に書かれた名の主ぬしが、次代の神姫となる。運という、神の見えざる手によって選ばれた存在──それが神姫である。

　彼の娘であるノエルも、そうした過か程ていを経て、三歳の時に神姫として選ばれた。それを機にマディーン自身も昇進し、今に至っている。

　次女のウルクもその影響を受け、若くして司祭の地位を得た。

　そして今──マディーンは、その愛まな娘むすめウルクのことで、思し考こうが一いつ杯ぱいになっている。

　朝からぼんやりと、彼は独ひとりで自室の長椅子に腰掛けていた。娘達より少し濃こい色の青い髪は、まだ寝ね癖ぐせも直されていない。

　昨晩は寝台ベツドには入ったものの、ほとんど眠れずに今朝を迎えた。

（ようやく──帰ってくるのか）

　娘のウルクは今、遠い異国の地であるアルセイフからの帰路にある。

　椅子に背を預け、マディーンはここ数ヵ月のことを詳しよう細さいに思いかえしていた。

　これは、神しん姫きにも漏もらしていないことだったが──

　ウルクが旅立ってすぐに、彼女には縁えん談だんの話が持ちあがっていた。

　相手は枢すう機き連れん隊たいを束たばねる高こう位い神しん官かんの子し息そくで、若いながらもかなりの有力者である。かねてからウルクに好意を寄せていたらしく、ティグレー家にとっても良縁だった。

　マディーンも二つ返事でこれを承しよう諾だくし、ウルクが戻り次し第だい、具体的な話を進めるつもりでいた。娘はまだ十六歳だが、そろそろ誕生日も近い。十七歳にもなれば、婚こん約やく者しやがいてもいい年齢ではある。なにより、あまり異性に興味を示さないウルクを見ていると、ほうっておけば婚期を逃しそうな気もした。

　ところが──この縁談話は、思わぬ事態を受けて頓とん挫ざした。

〝ウルクが、記憶を失った〟。

　その知らせがカシナートから届いた時、マディーンはまずその真しん偽ぎを疑った。否いな、疑ったというよりは、単に信じたくなかった。

　少々、強ごう情じようなところはあるものの、可愛かわいい愛まな娘むすめであるウルクが、父であるマディーンや姉である神姫ノエルのことまで忘れてしまったなど、そうやすやすと信じられることではない。

　この時のマディーンの落らく胆たんぶりは、周囲が思わず休養を勧すすめたほどだったが、事態はここからさらに悪いほうへと転がった。

　単なる記憶喪そう失しつの症状が悪化し、意思や思し考こう、感情を失い──ウルクはそれこそ、人形のようになってしまったらしい。

　その時のカシナートの手紙には、〝旅のできる状態ではないと判断し、しばらくはフォルナムに預け、病状の経けい過かを見て帰国させる〟と綴つづられていた。

　神官としてあるまじきことだが、この時ばかりはマディーンも神を呪のろった。

　カシナート司し教きようはやがて、政せい務むのために帰国したが、その一団にウルクの姿はなかった。

　遠い異国の地にある娘の身を案じるあまり、マディーンはしばらく食事も喉のどを通らなかったものである。

　肝かん心じんのウルクがそんな状態では、もちろん縁談を進めるどころの話ではない。

　回復の見込みもないとあって、マディーンは仕方なく、ひとまずはこの縁を断ることにした。もし回復するにしても、それが数年先ともなれば、相手側の都つ合ごうもある。

　事情が事情だけに先方も納なつ得とくし、この話はウルク本人の耳にも入らぬまま、立ち消えとなった。

　そうこうしているうちに、帰国したカシナート達は、アルセイフとタートム間の休戦調ちよう停ていを取り持つ方向で、政治の調整をはじめた。

　こうなるとマディーンも忙いそがしい。

　マディーンは、カシナートの父であるシュタインベック大だい司し教きようの派は閥ばつに与くみしている。当然、カシナートの主張に同意する形で協力し、それぞれ立場を異にする神しん官かん達との折せつ衝しようにあたった。

　しばらくは、多た忙ぼうによって心しん痛つうを紛まぎらわす日々が続いた。

　だが、今は──その心配の種たねも、一応は取り除かれている。

　しばらく前に、アルセイフにいるウルクから、なんと直筆の手紙が届いたのだ。

〝奇き跡せき的てきに病状が回復し、記憶も戻った。〟

〝王弟のフェリオが特とく使しとしてジラーハに派は遣けんされるので、それに合わせて帰国する。〟

　主な内容はそんなもので、あとは心配をかけたことへの詫わびなどが綴つづられていた。

　この報を知ったカシナートはしきりに首を傾かしげていたが、マディーンは父として、手放しでこれを喜んだ。

　そのウルクが、今日──

　ウィータ神殿に、帰ってくる。

　昨夜は少し離れた街まちに宿泊し、連絡の者が忙せわしそうに行き来していた。今日の昼ひる頃ごろには、ウィータ神殿へと着くらしい。

　マディーンは深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐ついた。

　よくできた娘で、これまではあまり親に心配をかけることはなかったのだが、今回ばかりは生きた心地がしなかった。

　だいたい、年頃の娘が異国へ旅に出るということ自体に、マディーンは反対だったのだ。神しん姫きノエルの取とり成なしがなければ、絶対に許可などしなかった。戻ってきたらきつく叱しかって、二度とジラーハから出ないように諭さとして聞かせなければいけない。

　そもそも、彼女はただの神官ではない。〝神姫の妹〟である。人から注目される立場であり、責任もあれば義務もある。ウルクにはその自覚を持たせつつ、このジラーハで平へい穏おんな幸せを手に入れて欲しい。

「マディーン司教、失礼いたします」

　秘書を務める女神官の涼すずやかな声が、扉とびらの向こうから響いた。

　娘の将来に思いを巡めぐらせていたマディーンは、弾はじかれたように頭を上げる。

　秘書は扉を開けぬままに、声だけをよこした。

「ウルク司し祭さいを乗せた馬車が、もうじき、神しん域いきに入るようです。さきほど、知らせの狼煙のろしが上がりました」

「──すぐに行きます」

　応じておいて、マディーンはそそくさと立ち上がった。

　つい今しがた、〝娘をきつく叱しかる〟と心に決めたばかりだが、その決意が早くも揺らぐのを感じた。無事な姿を一目見てしまえば、それでもう安心して膝ひざが抜けてしまいそうな気もする。

　無意識のうちに慌あわてたのか、長椅子につまずきそうになりながら、マディーンは扉とびらを開けた。

　心なしか、秘ひ書しよの女神しん官かんは苦笑している様子だった。つまずいた物音を聞かれたに違いない。

　マディーンは軽く咳せき払ばらいをして威い儀ぎを正し、秘書に〝あること〟を確かめる。

「……それで、街まちの様子はどうです？」

「はい」

　たおやかな女神官は返事の後に一いつ拍ぱくの間まを置き、ごく小声で囁ささやくように応こたえた。

「それはもう、凄すごいことになっていますわ」
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　夏の盛りにアルセイフを旅立ったフェリオ達が、ウィータ神殿へとたどり着いたのは、季節が秋に移ろった頃ころだった。

　王都セイラムを出た二日後にはフォルナム神殿を経けい由ゆし、そこで護ご衛えいの神殿騎士達や来訪者ビジターのムスカとも合流した。

　神じん師しレミギウスからは神しん姫きに宛てた親しん書しよも預かり、さらには壊こわれた機械人形、ガーゴイルの輸送もすることになった。これはカシナートとの約やく定じようでもあるし、同時にムスカの希望でもあった。

　そんな荷物に加えて、総勢百名を超える集団での山越えとあって、馬車の足並みはどうしても遅おそくなった。護衛の騎士達だけでなく、フェリオの補ほ佐さ的てきな役割を果たす官僚達もついてきている。彼らもフェリオと同様、旅には慣れていなかった。

　都つ合ごう二ヵ月ほどの道どう中ちゆう、何もなかったわけではない。

　通過点として立ち寄ったサンフェデルの王宮では、大だい道どう芸げい好きの国王エドモントから歓かん待たいされた。演目は歌うた姫ひめと軽かる業わざ師し達の共演で、国王は同じものをカシナートにも見せようとしたらしいが、〝メビウス〟というラトロアの間者スパイに邪じや魔まされたとぼやいていた。

　その名はフェリオ達にとっても重要な意味をもっていたが、彼について、国王は詳くわしいことを何も知らなかった。

　また、旅慣れないフェリオが珍しく高熱を出した時には、リセリナとウルクが交代で付きっきりの看かん病びようをした。ライナスティの調ちよう合ごうした薬がよく効きき、症状はすぐにおさまったものの、そのせいで旅は少しだけ予定よりも遅おくれた。

　そして今──一人の欠けつ員いんも出すことなく、フェリオ達は、ウィータ神殿を中心に据すえた神しん域いきの街に入ろうとしている。

　旅の目的地であるそこは、ウルクの故郷であり、ラトロアと戦う強国であり、そして、この大陸の中央に位置する、全すべての神殿勢力にとっての〝聖せい地ち〟でもあった。
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　広い石いし畳だたみの道を、長く連なった馬車の隊列がゆっくりと進んでいく。

　その馬車の窓から顔を出し──

　フェリオは驚きをもって、ジラーハの都市、そして御柱ピラーを遠くに眺めていた。

　ジラーハの中心である〝ウィータ神殿〟は、一種の城じよう塞さい都市だった。

　御柱ピラーを擁ようする巨大な神殿を中心とし、周辺の街まちまでもが、高い塀へいによって囲まれている。さらにはその内側から溢あふれるような形で、塀の外側にまで街が広く発展しており、その規模はアルセイフの王都セイラムを遙はるかに凌しのいでいた。

　遠えん望ぼうした城じよう壁へきの高さと長さに啞あ然ぜんとして、フェリオは思わず、傍そばに座る美しい司し祭さいの少女に問いかけた。

「……あれが……ウィータ神殿か？」

　見ればわかることだったが、フェリオのそんな問いにも、ウルクは楚そ々そと頷うなずいた。

「はい。なんだか妙みように懐なつかしいですわ。正確には、あの塀の内側が〝神しん域いきの街〟で、ウィータ神殿はさらにその奥なのですけれど、ここからではまだ御柱ピラーしか見えませんね」

　黒くそそり立つ巨大な柱は、フォルナム神殿にあるものと同じである。だが、その下の街の発展に関しては、まさに桁けたが違っていた。

　ここに至るまでは、果か樹じゆ園えんや畑の間に人家が点々としている程度だったが、神殿に近づくにつれて家の数は増え、それに伴ともなって道にも衛兵達の姿が目立ちはじめた。

　彼らは、ウィータ神殿近きん郊こうの治安維持に関かかわる人員らしい。道を挟はさむように並んで厳げん重じゆうに警備をしているせいか、このあたりには住人の姿がほとんど見えない。どうやらフェリオ達を通すためだけに、この道を封ふう鎖さした様子だった。

　ウルクは懐かしそうに窓の外を見つめながら、フェリオの耳元に囁ささやいた。

「神域の街も、本来は防壁の内側だけにおさまっているべきなのですけれど……いつの頃ころからか手て狭ぜまになって、すっかり外側にも溢れてしまったみたいで」

　故郷に帰ってきたウルクは、やはり嬉うれしそうだった。

　その笑顔を見ていると、フェリオまで幸せな心持ちになってくる。一時はすっかり人形のようだった彼女が、こうして元気な姿で帰き郷きようできることは、フェリオにとっても感かん慨がい深いことだった。

　幼い頃、ウルクと話したことをふと思いだす。

　ウルクが帰国する一週間前の夜、〝生命の輝石セレナイト〟の首くび飾かざりを受け取った時に、フェリオは彼女から言われたものである。

〝いずれ機会があれば、ウィータ神殿にお越しください〟──

　いつか行く、と答えはしたが、その頃ころのフェリオは、自分が国外に出るなどとは考えたこともなかった。除のけ者ものの第四王子として、一生を平へい坦たんに終おえるのだとばかり思っていたが、その自分が今、実際にこの地へと訪れている。

　思えば、奇妙な巡り合わせだった。

　馬車に同乗したリセリナやシアも、この奇妙な巡り合わせの証人である。

　そのリセリナは、同じ来訪者ビジターのシアを膝ひざに乗せて、フェリオの目の前に座っていた。朝が早かったせいか、シアは今になって眠っている。

　旅の間、ウルクとリセリナの様子は、いたって自然体だった。

　アルセイフでの舞ぶ踏とう会かいの直後には、しばらくぎこちない空気が流れたものだが、それも短い期間のことで、今は互たがいに仲良くやっているように見える。

　フェリオ自身、酔よっ払ぱらったウルクに迫せまられた翌朝は、まともに顔を合わせづらかったが、当の彼女は酔っていた間のことを憶おぼえていない様子だった。

　彼女の紡つむいだ言葉はフェリオの耳にずっと残っていたが、じきにいつもの関係を取り戻し、旅は順調に進んだ。

　アルセイフでは、ウルクとリセリナのどちらが正せい妻さい候こう補ほなのかと、貴族達から噂うわさされたものだったが──フェリオとしては、そんな話はまだまだ早すぎると感じている。政治的なことを考えれば、兄のブラドーのほうが先であるべきだし、なによりフェリオ自身もまだ十六歳で、そんな年齢の自分が結婚の云うん々ぬんを正しく判断できるとは思えない。要するに、今はまだまるで実感がないのだ。

　フェリオ自身──自分が彼女達のことをどう思っているのか、摑つかみかねている部分もある。

　ウルクのこともリセリナのことも、フェリオは好きだった。ただし、仮かりにどちらかと〝結婚する〟という話になると、そこで首を傾かしげてしまう。自分の都つ合ごうで、彼女達を縛しばってしまうことになりそうな気がする。

　ことにウルクに対しては、どうしても違い和わ感かんが捨てられない。

　舞踏会の夜、ウルクは酔ってこそいたものの、明確に好意を示してくれた。その彼女と、フェリオと〝文通〟を重ねていた頃のウルクとが、うまく結びつかない。

　フェリオがウルクのことを、長く同性だと勘かん違ちがいしていたせいもあるが、手紙の中のウルクは、いつも政治的な話題や、自身の果たすべき責任や、あるいは神殿に提案したい政策などについて、熱く語っていた。

　そのウルクが、〝今の自分の夢は、フェリオと共に歩むこと〟だと言った──つまりはフェリオへの好意のために、それら全すべてを投げ出すと言ったようなものである。

　そのことが、フェリオには違和感として感じられた。嬉うれしく思う反面、ウルク自身は本当にそれでいいのかと、不安になる。

　旅の間、悩むフェリオに対して、騎士のライナスティは妙みようなことを言った。

〝フェリオ様には、嫉しつ妬ととか独占欲が必要だと思いますが──まぁ、時間が解決してくれる問題もありますから、焦あせることはないでしょう。まずは目の前の問題から片付けていきましょうか〟

　その助言で迷いが晴れたわけではなかったが、ひとまずフェリオは、目の前に控えたタートムとの休戦調ちよう停ていと、輝石セレナイトを含むラトロアの問題に集中することにした。

　それらの案あん件けんが無事に片付く頃ころには、ウルクやリセリナとの関係もまた、変化しているかもしれない。

　神殿へと向かう馬車は、順調に街まち中なかを進んで行った。

　旅の途中でも、いくつもの街や村を通過してきたが、このウィータ神殿と神しん域いきは明らかに様子が違っていた。

　街そのものが、一つの明らかな意思に沿そって形成されている。

　石いし畳だたみによって整備された道、その広さと配置は優ゆう美びなほどに規則正しく、遠くに望む御柱ピラーへと一直線に伸びた様さまは、荘そう厳ごんでさえあった。

　道に沿った建造物も白に近い色で統一され、その洗せん練れんされた意い匠しようには共通点も多く、それぞれがこの地に調和している。一人の画家が描いた風景画のように、その視界はそつなくまとまっていた。

〝人々の住み暮らす街〟というより、そこはまさに〝信しん仰こうのための聖せい地ち〟に思えた。

　フェリオがその感想を口にすると、ウルクは笑ってこれを否定した。

「景けい観かんを特に意識しているのは、神殿の周辺とこの大通りだけなんです。ここは巡じゆん礼れいの地でもありますから──脇わき道みちに入れば、意外と普通の街なんですよ。そのあたりは、アルセイフとそんなに変わりません」

「ウルク様も、この街をよく歩かれていたんですか？」

　リセリナの発した問いに、ウルクははにかんで頷うなずいた。

「さすがに一人では許されませんでしたが、街に出るのは好きでしたから、従者や他の神しん官かんの方々と一いつ緒しよに歩いたこともあります。もちろん、気楽に出歩くわけにはいきませんでしたけれど……」

　フェリオ達がそんな他愛たわいもない話をしていると、列の前方から、神殿騎士の馬が駆け寄ってきた。それと察して、馬車も速度を緩ゆるめる。

　馬を寄せた騎士は、護衛のチェイニー・アルガレイだった。元はフォルナム駐ちゆう留りゆうの神殿騎士だが、彼もウルクの帰国に合わせてジラーハへ戻ることになり、ここまで旅を共にしてきたのである。

　そのチェイニーが、赤毛の頭を搔かきながら、窓辺のウルクとフェリオへ馬上から頭を下げた。

「ウルク司し祭さい、失礼します。どうも神しん域いきの内側が、えらいことになっているみたいでして……」

　言いにくそうに告げるチェイニーに対し、ウルクが小さく頷うなずきを送った。

「申もうし訳わけないんですが──上のほうから、〝できればウルク司祭の馬車を替かえて欲しい〟と要よう請せいがきてるもんで、ご承しよう諾だくいただけますか？」

　彼の奇き妙みような要請に、フェリオとリセリナは揃そろって眼めをしばたたかせた。




　　　　　　　[image: ]




　道の両側から響く歓かん声せいは、さながら豪ごう雨うのようだった。

　晴れ渡った空の下で、司祭の少女は天てん蓋がいつきの馬車に乗り、左右の人々に微笑を振りまいている。

　熱狂的に出迎える群集の様子は、とても〝ただの司祭〟に向けられたものではない。枢すう機き連れん隊たいと呼ばれるジラーハの守備兵達が、大たい挙きよしてその警備にあたっているが、人々の勢いはややもすると怖こわいほどだった。

　フェリオは半分で驚き、もう半分では呆あきれて、目の前のその光景を見守っていた。

　ウルクを乗せた馬車は、フェリオ達の馬車のすぐ目の前を動いている。御ぎよ者しやの肩越しの窓からは、その後ろ姿がよく見えた。
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　高い位置の台だい座ざには華か美びな装そう飾しよくが施ほどこされており、それを引く白馬の毛並みも眩まぶしいほどである。それは旅や移動のためではなく、人々に姿を見せるためだけに用意された馬車だった。

　ウルクが優やさしく手を振ると、その方向から割れんばかりの歓かん声せいが上がる。

　出迎えるジラーハの民達は老若男女と揃そろっており、そのほとんどが手にジラーハの旗を持ち、激しく打ち振っていた。

　すぐ後ろの馬車からその様子を見ていたフェリオは、並んで歩く神殿騎士のチェイニーに問いかけた。

「……これ全部が、ウルクの出迎えなのか？　祭りか何かじゃなくて……」

　馬上のチェイニーが嘆たん息そく混じりに頷うなずいた。

「そうらしいです。まさかこんな大おお事ごとになるとは、俺おれも思ってなかったんですがね」

　フォルナム滞たい在ざいが長かったチェイニーにとっても、司し祭さいのウルクがここまでの人気を獲かく得とくしていることは意外だったらしい。

「神しん姫きの妹君ぎみということで、昔からある程度の支持はあったんですが、本国でこんなになっていたとは、さすがに知りませんでした。あの御ご容よう姿しで性格もまともな上に、浮いた噂うわさもありませんから、民衆の支持を得やすい条件は整っていますが──それにしても……」

　チェイニーは再び、深ふか々ぶかと息を吐く。

「……もし、うちの団長と副団長がウルク司祭に手出しをしていたら、本当にどうなっていたことか──いまさらながらにぞっとしますよ」

　彼の言葉には実感が籠こもっていた。

　フェリオも改めて、馬車の外を眺める。

　見渡す限りの視界が、人で埋うめ尽つくされていた。神殿側は警備の都つ合ごうもあって、道での信しん徒との出迎えを、防壁の内側だけに限定したらしい。万が一、曲者くせものが現れたとしても、門を封ふう鎖さすることで退たい路ろを断てるという計算もあるのだろう。

　その対応のせいで、より人の密度が増してしまった面はあるものの、それでも集まった数自体が尋じん常じようでない。

〝神姫の妹〟というウルクの立場を、決して軽く見ていたつもりはなかった。だが、よもやこれほどの支持を集めているとは、思っていなかったのも事実である。

　神殿の関係者は、神しん官かん見み習ならいからはじまり、通常の神官、司祭、司し教きようと出しゆつ世せしていくが、大多数の者は司祭止まりである。ウルクが弱じやつ冠かん十六歳にしてその〝司祭〟の地位を得ている理由も、この人々からの人気にあるのかもしれない。

　フェリオはふとした疑問を、窓の外のチェイニーにぶつけた。

「カシナート司教が戻った時もこんな感じだったのかな？」

「まさか！　あ、いえ。カシナート司教ももちろん、民衆の支持は厚いんですが──あくまで有力な政治家としての支持でしょうね。もちろん俺もその時の様子は見ていませんけれど、これはウルク司し祭さいが特別なんですよ」

　チェイニーが声を潜ひそめた。歓かん声せいで搔かき消されそうな言葉に、フェリオは耳を澄すます。

「なにせ神しん姫きの妹君ぎみでしょう？　通常、神姫は祭事などの特別な時にしか、人々の前に姿を見せないんです。だから小規模な行事などでは、ウルク司祭がよく、神姫の代理のような形で駆かり出だされていたみたいで……俺おれがフォルナムに行く前から、複ふく製せい画がとか飛ぶように売れてましたよ」

　そうして人々の前に姿を見せてきた結果、神姫への信仰と結びつき、象しよう徴ちよう的てきな存在にまでなってしまったということらしい。

「……ウルク様って、すごい方かただったんですね……？」

　脇わきでリセリナが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。さきほどまで眠っていたシアも歓声で起きてしまい、今は金色の眸ひとみを丸くしている。

「フェリオ、フェリオ。ウルクってえらい人？」

　長旅を経て、初めは遠えん慮りよがちだったシアも、ようやくフェリオに馴なれてきていた。

　彼女の金髪を軽く撫なでてやりながら、フェリオは返答に困る。

「偉えらいか偉くないかって言われれば、偉いんだけど……いや、違うな。ウルクはみんなから好かれているんだよ」

　シアが納なつ得とくしたように頷うなずいた。

　楚そ々そと微笑ほほえみ、群ぐん衆しゆうに手を振り続けるウルクの姿を見つめていると、フェリオは少しだけ複雑な心持ちになった。

　ウルクが急に、遠い存在になってしまったようにも感じる。実際にはそんなことはないはずだし、ウルク自身は何も変わっていない。だが、その支持の厚さを直じかに見たことで、彼女の持つ〝政治的な意味〟を実感してしまった。

（神姫の妹──か）

　その立場の重みが、この民衆の支持と直結している。

（ウルクは、こういう環境で過ごしていたんだな……）

　ぼんやりとそんなことを考えながら、フェリオは歓声に応こたえるウルクの後ろ姿を見つめていた。

　リセリナがその視線に気づいて、何も言わずにそっと目め許もとを伏ふせる。

　一行の隊列は、やがて神しん域いきの街まちを通過し、堀ほりに囲まれたウィータ神殿への橋を渡った。

　街の人々も、さすがにそこまでは入っていない。

　その代わりに、今度はウィータ神殿内の神しん官かん達が、大勢でフェリオ達を出迎えた。

　石いし畳だたみの敷き詰められた広場に雑ざつ然ぜんと、神官の衣ころもをまとった人々が左右に分かれて群むれている。特に駆り出されたわけではないらしく、広場を見下ろす建物の窓にも、見物する神官達の姿があった。

　街まちの人々と同じく、それぞれがウルクの帰りを待っていたものらしい。

　半年近くも他国に行っていた神しん姫きの妹を、彼らは拍はく手しゆで出迎えた。

　迎げい賓ひん館かんらしき建物の前で馬車が止まるや、ウルクがフェリオを振りかえった。

「フェリオ様、リセリナ様。ご一いつ緒しよに、お降りください」

　帰き郷きようした懐なつかしさのためか、彼女の笑顔は眩まぶしいほどだった。

　馬車を降りたフェリオとリセリナにも、周囲から神しん官かん達の視線が注がれる。その眼めに自分の姿がどう映うつっているのかは知りようもなかったが、フェリオは王族としての立たち居い振ふる舞まいを自然と忘れなかった。

　少し離れて馬車の警備についていた王宮騎士達、ライナスティやディアメルらが、すかさずフェリオの周囲に従う。

　後続の馬車からも、来訪者ビジターのムスカや、同乗していた商人のロセッティらが降りてくる。ムスカは道中もずっと、壊こわれた機械人形の〝ガーゴイル〟をいじりながら来た。ロセッティは道案内を務めつつ、宿や食事の手配でも活躍したが、この後はフェリオ達と離れて、神しん域いきの街で商売の話に移るらしい。

　一方、館やかたの前で出迎えた神官達の先頭には、カシナート・クーガの姿があった。

　アルセイフで別れて以来の再会だが、相あいも変かわらずに彼は無ぶ愛あい想そうなままである。

　冷れい徹てつな眼まな差ざしでウルクを一いち瞥べつし、カシナートはまずフェリオ達に歩み寄った。

「フェリオ様。遠えん路ろはるばる、よくお越しくださいました。道中、支し障しようはありませんでしたか」

「はい。ウィータの加か護ごをもって、無事にたどり着くことができました。カシナート司し教きようも、お元気そうでなによりです」

　言葉面づらは完全な社しや交こう辞じ令れいだったが、フェリオはカシナートの愛あい想そのない表情に、ほんの少しの親近感を覚えた。

　アルセイフでは彼の謀ぼう略りやくに悩まされもしたが、今のカシナートは敵ではない。かといって素直に味方とも言い難いが、少なくともラトロアのことで利り害がいが一いつ致ちしている間は、心強い存在だった。

　そのカシナートの隣には、初老の男が立っていた。濃こい青色の髪と穏おだやかな眼まな差ざしには、どこか見み覚おぼえがある。

　フェリオは一瞬だけ戸と惑まどったが、すぐにその人物が〝誰だれ〟であるかに気づいた。

　彼はかつて一年ほど、アルセイフにも滞たい在ざいしていたことがある。フェリオとウルクも、その時に知りあった。

　彼に向けて、ウルクが深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれた。

「お父様、ただいま戻りました」

　ウルクの父──マディーン・ティグレーは、娘を見つめて立ち尽くしている。

　その傍そばにウルクが歩み寄ると、彼は半なかばよろけるようにして、ウルクの身を抱きしめた。

「……うん。無事で、なによりだ」

　心しん底そこから安あん堵どしたように、マディーンは大きく息を吐いた。

　短い言葉の中に、万ばん感かんが籠こもっている。

　その二人の傍そばに、一人の神しん官かんが歩み寄った。

　まだ若い。カシナートよりは少し年下で、長身瘦そう軀くのにこやかな青年神官である。

「ウルク司し祭さい、本当に無事でなによりでした。カシナート司し教きようからの手紙で心配していたのですが、こうして再会できたことを喜ばしく思います」

　淀よどむことなく涼すずやかな声を紡つむぎ、彼は親したしげにウルクの手をとった。

　当のウルクはわずかに戸と惑まどっている。

「……ありがとうございます、ビュセル司祭」

　そつなく応じてすぐに手を離した後で、ウルクは父親に視線を向けた。

　仔し細さいを問いたげなその眼まな差ざしに、フェリオは違い和わ感かんを覚える。親しげな様子から、彼はウルクの友人なのかと思ったのだ。だがウルクの反応は、あまり再会を喜んでいるふうには見えない。

　その後、フェリオもマディーンに対して型通りの挨あい拶さつを済ませ、ひとまずは用意された部屋に案内されることとなった。

　ウルクとはここで一時別れる。

　久々に会う故郷の人々とは、彼女も積もる話があるはずだった。

　案内の神官達に導かれ、フェリオ達と護ご衛えいの一行は、ウィータ神殿内の宿しゆく舎しやへ落ち着いた。
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　久ひさ方かたぶりに再会した父、マディーン・ティグレーは、フェリオのことをほとんど憶おぼえていない様子だった。

　ウルクはそのことを残ざん念ねんにも思いつつ、一方では仕方ないことかとも思った。

　幼かった当時、フェリオの立場はまだ弱く、将来への展てん望ぼうも何もなかった。何度かは顔を合わせたはずだが、娘の遊び相手ぐらいにしか思っていなかったに違いない。

　だから二人の挨拶は、形式通りのものから一歩も出ることはなかった。

　そこまでは、ウルクも道どう中ちゆうで予よ測そくしていたことである。

　ただ──一つだけ、わからないことがあった。

「お父様。どうして私の出迎えに、わざわざビュセル司祭がいらしていたのですか？」

　執しつ務む室しつで父と二人きりになるなり、ウルクはその疑問をマディーンにぶつけた。

　親したしげに握あく手しゆした姿を、フェリオに見られた──そのことが、少し気になっている。何か変な誤ご解かいをされたのではないかと、そんな心配までしてしまう。

　父のマディーンは、わずかに首を傾かしげた。

「いきなりそれかね。こちらとしては、まずはおまえの身に何があったのかを聞きたいんだが──体のほうは、本当に問題ないのかね？」

　ウルクは頷うなずいた。

「それは手紙に書いたとおりです。どこかで頭を打ったみたいで、記憶を失ったり、その後で少し悪化したりはしましたが──今は御ご覧らんのとおり、無事に快かい癒ゆしております。そんなことより……」

「そんなことって、おまえ……私や神しん姫きが、一体どれだけ心配したと思っている」

　父親の呆あきれたような声に、ウルクは言葉に詰まった。

「……なぁ、ウルク。確かにおまえはもう一いち人にん前まえの司し祭さいで、政治的にも責任ある立場だ。私がおまえの行動を大きく制限するのは、良くないことかもしれん。だが……私にとっては、おまえは大切な〝娘〟なんだよ。親が娘のことを心配するのは当たり前だろう。世の中にはそうでない親もいるようだが、少なくとも私は、カシナート司し教きようの手紙を受けとってから生きた心地がしなかったぞ」

　そう言われて、ウルクは改めて父の姿を見つめた。

　出発の前に比べて──確かに、少し瘦やせたようにも見える。自分のせいで、かなりの心しん労ろうをかけてしまったらしい。

「……ごめんなさい、お父様。心配をかけてしまって……」

　ウルクは素直に謝あやまった。

　その態度に、マディーンは笑みを返す。

「まったくだ。だが、こうして元気な姿で帰ってきてくれて、私は本当に嬉うれしいよ。もう二度と他国へなんて行かせない。これからはこのジラーハで、神しん官かんとしての本ほん分ぶんを果たしてくれ」

　ウルクは硬こう直ちよくした。

　──言わなければいけない。自分がこれからどうしたいのか、フェリオのことをどう思っているのか──それを父に告げるのは難しいことだったが、このまま流されるつもりはなかった。

　しかしウルクがそのことを口にするより早く、マディーンは笑顔でこう言った。

「ビュセル司祭も本当に喜んでいたよ、おまえが無事で──ビュセル司祭はな、ずっと前からおまえに好意を持っていたんだそうだ。それでお父上のカルナフ大司教のほうから、縁えん談だんの話をいただいたんだが、おまえが向こうで倒れたと聞いて頓とん挫ざしたままで……これでようやく、話を進められそうだ」

　その言に、ウルクは絶ぜつ句くした。

「縁談!?」

「いや、私も耳を疑ったよ。なにせ枢すう機き連れん隊たいを束たばねるハイマン家の御おん曹ぞう司しだ。家か格かくではカシナート司教には一歩譲ゆずるが、司教のほうはどうも、おまえとは反そりが合わないようだしな。だが、あの温和で篤とく実じつなビュセル司し祭さいとなら、きっとうまくいく。これ以上の良りよう縁えんはないだろう」

　いかにも安あん堵どした様子の父とは裏うら腹はらに、ウルクの側は顔から血ちの気けを引かせていく。

　ビュセル・ハイマン──

　ジラーハ屈くつ指しの戦力である〝枢すう機き連れん隊たい〟を牛ぎゆう耳じる、ハイマン家の長子である。

　枢機連隊は、主に治安の維持と国土の防衛にあたる部隊で、その兵数は六万を超えている。単純な〝強さ〟を重視する神殿騎士とは異なり、数と運用効こう率りつが重視される質の部隊だが、実質、ジラーハの治安は彼らによって護まもられているといって過か言ごんではない。犯罪者の取り締まりや不ふ穏おん分ぶん子しの探たん索さくだけでなく、カシナートの信しん教きよう監かん査さ院いんとも連れん携けいし、神しん官かん達の不正の監かん視しをも行っている。

　ハイマン家は代々、その枢機連隊の要よう職しよくに就ついてきた名門だった。ティグレー家と同様、かつては神しん姫きを輩はい出しゆつしたこともある。

「何を、勝手に……お父様！　私の意思を確かめもせずに、そんな！」

　ウルクの剣けん幕まくに驚いて、マディーンが眼めをしばたたかせた。

「ウルク、まさか嫌なのか？　相手はあのビュセル司祭だぞ。家格も性格も顔もよい上に、実務能力だって高い出しゆつ世せ頭がしらだ。将来も堅かたいし、何よりおまえを好いてくれている。この話だって先方から来たものだ。女神官達の誰だれもがうらやましがるだろうに──」

　たまらずに、ウルクは声を荒げた。

「そんなこと、関係ありません！　私は嫌です」

　父は眉まゆをひそめてウルクを見つめ、卓テーブルの上に身を乗り出した。

「嫌って……何が不満だ!?　おまえだって、いずれは結婚の必要に迫られる。これ以上の良縁など、そうそうあるわけが……」

　ウルクは真まっ向こうから父を睨にらんだ。

「──私は政せい略りやく結婚の道具になるつもりはありません。相手は自分で探します。その縁談はお断りください」

　明確すぎる拒きよ絶ぜつに、マディーンが一瞬だけ絶ぜつ句くする。

「せ、政略結婚……？　ウルク！　それは違うぞ！　私自身は権けん勢せいにも、家の格にも執しゆう着ちやくしていない！　私はただ、おまえが幸せになれるならと……」

「それなら私の幸せを、勝手に決めつけないでください」

　珍しく、ウルクは怒っていた。

　縁談話そのものが不ふ快かいだったわけではない。自分が留守るすの間に、父が勝手にその話を進めようとしていたこと──そのことが、ウルクには哀かなしかった。

　もし記憶喪そう失しつの件けんがなければ、帰ってきた時には、結婚の準備が全すべて整ととのっていたかもしれない──そんなことまで考えてしまう。父の今の狼ろう狽ばいぶりを見る限りでは、ウルクがこの縁談を嫌がるなどとは、毛ほども思っていなかったに違いない。

　頑かたくななウルクの態度に、父の形ぎよう相そうがみるみる強こわ張ばっていった。日ひ頃ごろが穏おだやかなマディーンにしては珍しいことである。

「……いいかげんに我わが儘ままはやめなさい！　今回の旅にしてもそうだ！　年頃の神しん姫きの妹が、軽かる々がるしく他国へ旅など……神姫のとりなしがなければ、絶対に許さなかった。おまえの幸せというのは、好き勝手に我が儘をすることか!?　もしそうなら、私は──」

　親子の言い争いを仲ちゆう裁さいするかのように、不意にノックの音が響いた。

「──お取り込み中に、申もうし訳わけございません。カシナート司し教きようがいらしております」

　秘書の声で我に返ったか、マディーンが口を噤つぐんだ。

　ウルクの側も、はっとしてひとまず沈黙する。

　すぐ外にカシナートが来ているならば、今の言い争いも聞かれてしまったかもしれない。つい感情が昂たかぶったとはいえ、不用意なことをしたと自じ省せいした。

　やがて扉とびらを開けて入ってきたカシナートは、やけに冷さめた眼まな差ざしで二人を交こう互ごに見た。

「カシナート司教……お見み苦ぐるしいところを──」

　マディーンが恐きよう縮しゆくして頭こうべを垂たれる。

　カシナートとは親子のような年齢差があるものの、格としては同じ〝司教〟である。その上、彼は信しん教きよう監かん査さ院いんの院いん主しゆという役付きで、さらにはマディーンの上じよう司しでもあるシュタインベック大司教の息子むすこだった。

　対するマディーンは、神姫に連つらなる血けつ族ぞくという点以外、特に目立つ神しん官かんではない。つまりは、二人の間の政治的な力関係は、歳としの差をひっくり返してしまうほどである。

　もっともカシナートのほうでは、そのことを盾たてにマディーンを粗そ略りやくに扱うような真似まねは決してしない。

「いえ。こちらこそ、親子の話の最中にお邪じや魔ましてしまいまして、申もうし訳わけありませんでした。特に急ぎの用よう件けんというわけではないのですが……」

　言葉の上では丁てい重ちように謝しやしておいて、カシナートは話を切り出した。

　カシナートの用件は、〝神姫がアルセイフの特とく使しとの面会を希望している〟との連絡だった。

　遠方からの国こく賓ひんでもあるし、神姫個人の要よう望ぼうとあって、許可を出す方向で検けん討とうしているらしい。カシナートはウルクだけでなく、かつてアルセイフに行っていたマディーンにも、その場への同席を勧すすめてきた。

　ウルクに断る理由はないし、マディーンもこれを了りよう承しようした。

　フェリオ達はまだ到着したばかりだけに、今日と明日は、まずゆっくりと休養する予定である。神姫との面会は非公式のものとして、数日のうちに済ませることになりそうだった。

　ウルクが聞いたところでは、タートム側の特使は、まだ到着していないらしい。守り勝った側のアルセイフと異なり、攻め負けた側のタートムでは、休戦に関して国内の議論が割れているのかもしれない。フェリオ達もしばらくは、ジラーハで暇ひまな日々を過ごすことになりそうだった。

　そしてカシナートの話が終わり、さて親子喧げん嘩かが再開されるかと思った矢先のことである。

「ところで、立ち聞きをするつもりはなかったのですが──」

　カシナートが、ウルクとマディーンの会話に立ち入って来た。

　大声での言い争いだっただけに、外に声が漏もれていたであろうことは事実である。だがカシナートの性格ならば、こうした親子の問題に関しては、見て見ぬ振りをするはずだった。

　ウルクはもちろん、マディーンもカシナートの介かい入にゆうには驚いた様子だった。

　カシナートはいつもながらの淡たん々たんとした口調で、マディーンに告げる。

「親子の間のことに口を挟はさむのも野や暮ぼとは思ったのですが、ウルク司し祭さいがビュセル司祭との結婚を嫌がる理由について、マディーン司し教きようは御ご存ぞん知じないでしょうし、ウルク司祭の口からも言いにくいのではないかと思いまして……」

「カ、カシナート司教!?」

　ウルクは慌あわてた。本当の理由を話すことは、確かに難しい。そもそもフェリオからは、まだ何も言われていないのだ。

　ウルクは〝フェリオの決意を待つ〟と決めた。彼を急せかすことなく、種しゆ々じゆの事態が落ち着いてから、ゆっくりと考えて欲しいと思っていた。

　しかしカシナートは、ウルクの制せい止しを意いに介かいさない。

「マディーン司教。ウルク司祭には、すでに心に決めた相手がいるのですよ」

　父が、ぽかんと口を開けた。

　ウルクはたちまちに頰ほおを紅こう潮ちようさせる。自分の中では開き直ったつもりだったが、人の口から聞くと気き恥はずかしい。

　呆ぼう然ぜんとした様子で、マディーンが首を傾かしげた。

「心に決めた相手……？　カシナート司教、それは……」

「ウルク司祭。これは、貴方あなたの口から言うべきでしょう」

　カシナートが、険けわしい眼まな差ざしをウルクに向けた。

「──もし、ハイマン家からの縁えん談だんを断るつもりならば、〝貴方自身〟の意い思し表ひよう示じが不ふ可か欠けつです。理由もなしに断れば、かえってお父上の立場を危あやうくする──そのことは、貴方にもわかっているはずです」

　その言葉に、ウルクはびくりと肩を震わせた。

　言うべきか、それとも言わざるべきか、咄とつ嗟さの判断に迷う。

「ウルク、どういうことだ？　おまえにそんな相手がいるなど、私は一言も──」

　迷った末すえに、ウルクは小さく頷うなずいた。

「確かに私には、好きな方かたがいます。でもまだ片かた思おもいです。その方に振り向いていただけるかどうかわかりませんが……今の時点で、他の方と結婚するつもりはありません。ごめんなさい」

　言葉を選んで、ウルクはそう告げた。さきほどまでは話すつもりだったが、今の激げつ昂こうしている父の前では、フェリオの名前を出したくない。彼にも迷めい惑わくがかかるかもしれないし、このことで干かん渉しようされるのも嫌だった。

　マディーンは頰ほおを引きつらせ、問いを重ねた。

「それは誰だれだね？　ウィータの神しん官かんだろう？　私の知っている人間か？」

「今は言えません。ですが、どうかビュセル司し祭さいとの縁えん談だんはお断りください。そもそも私は、あの方かたのことをほとんど何も知りませんわ。先方だって、私のことはほとんど知らないはずです。その上でそんな話を持ち出してきたということは、私を〝神しん姫きの妹〟としか見ていない、政治的な思おも惑わくでの縁談です。それが悪いとは言いませんけれど……私は、嫌です」

　マディーンが、息を詰まらせるようにして唸うなった。彼は眉み間けんに深い皺しわを寄せる。

　カシナートが脇わきから口を挟はさんだ。

「ウルク司祭はまだ十六歳──いえ、あと一週間ほどで十七歳になるのでしたか？　ともあれまだお若い。これだけのご器き量りようでもありますし、そう焦あせることもないでしょう。親としてのご心配は当然のことですが、いま少し、時間を差し上げてもよろしいのではないでしょうか」

　若い司し教きようからなだめられて、マディーンは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「カシナート司教までがそう仰おつしやるのであれば……ウルク。先方には、私のほうから断りをいれておく。だが、いずれその相手のことは話してもらうぞ。場合によっては……」

　勢いで口にはしたものの、そこから先の言葉を思いつかなかったらしく、マディーンはそこで口を閉とざした。ちらちらとカシナートのほうを窺うかがっている様子を見ると、どうやらカシナートのことも疑いたいらしい。カシナートもそれを察さつしたようで、彼は珍しく苦笑して首を横に振っていた。そもそももし相手がカシナートであれば、マディーンに隠かくす必要もない。

　ウルクは深ふか々ぶかと一礼して、その場を辞じ去きよすることにした。悩むマディーンを置いて、カシナートも同時に部屋を出る。

　廊下に出てしばらく歩いたところで、ウルクはカシナートに険けわしい視線を向けた。

「……カシナート司教。いったい、どういうおつもりなのですか？」

　たった今の、父との会話のことである。まるでウルクの肩を持つようなカシナートの発言は、ありがたいというよりも、むしろ気味が悪かった。父はそれを、若い有力神官同どう士しの連れん帯たい感かんとでも見たようだが、ウルクは釈しやく然ぜんとしない。

　カシナートは冷たいままの眼めで、ウルクを見下ろした。

「余よ計けいなお世話でしたか？」

「それは……いえ、父を説せつ得とくしてくださったことは感謝します。ただ、貴方あなたが目的もなしに、そんなことをするはずがありません。狙ねらいはなんですか？」

　もしよからぬことを企たくらんでいるとしたら、ウルクも相そう応おうの対たい応おうをしなければならない。

　カシナートが鼻先で嗤わらった。

「……貴方あなたには、〝借かり〟がありますのでね」

　ウルクは眉まゆを寄せた。

　互たがいに声を潜ひそめつつ、人ひと気けのない中庭に出る。

　遠目に見れば恋人同どう士しの逢おう瀬せに見えなくもないが、実際には火花でも散りそうな緊きん迫ぱく感かんがあった。

　カシナートは、溜ため息いき混じりにウルクを見つめる。

「まさか、記憶を取り戻してしまうとは思いませんでした。今は全すべて憶おぼえているのでしょう？　貴方が私とイリスの話を盗ぬすみ聞きしたあの晩のことを──私が、イリスに何を命じたかも」

　──ウルクは、小さく頷うなずいた。

　自分の記憶を奪うばったのはシアである。だが彼女はイリスに命令されただけで、そのイリスに依い頼らいをおこなったのは、目の前にいる〝カシナート〟だった。

　無む論ろん、その後の悪化までは彼も関かん知ちしなかった可能性だろう。だが、ウルクの記憶が戻ったとの報告を受けた後で、カシナートが困こん惑わくしたであろうことは想像に難かたくない。

〝カシナートの指し示じによって、神しん姫きの妹が被ひ害がいを被こうむった〟──そんなことが発はつ覚かくすれば、彼の政治的な求心力にも影響が出る。記憶が戻った以上、カシナートの犯おかした罪つみは、ウルクの側の手て札ふだとなっていた。

　ウルクはそれを承しよう知ちで──あえてこの手札を、誰だれにも見せなかった。

　カシナートが眼めを伏ふせる。

「──貴方は神姫にも他ほかの方かたにも、〝記憶喪そう失しつ〟に関する私の関かん与よを知らせなかったようですね」

「……当然です。そんなことをしても、信しん教きよう監かん査さ院いんの力で揉もみ消けされるだけでしょう？　手紙だって検けん閲えつされているはずですし、人じん為い的てきにそんなことが可能だなんて言っても、信用されない可能性のほうが大きいと思いました。なにより──」

　なにより、その事実を明らかにするということは、〝シア〟の能力についても、周囲に知らしめるということにつながる。ただでさえウルクのことで罪ざい悪あく感かんを抱えている彼女を、これ以上に追い詰めるような真似まねは、絶対にしたくない。

　曖あい昧まいに濁にごして口にすることは避けたが、ウルクが真実を伏せた最大の理由はそこにあった。

　カシナートは政治家らしい冷さめた眼をした。

「実際のところ、貴方の決断は正しかったと思います。アルセイフに対する方針を改めた、今の私を陥おとしいれても、フェリオ様にとって益えきするところはありません。むしろ政局を混こん迷めいさせるだけです。貴方は生なま意い気きにも、私の罪を問わずに泳がせるつもりですね？」

　皮ひ肉にくを込めて自じ嘲ちよう気味に言うカシナートに、ウルクは険けわしい眼まな差ざしを据すえた。

「……そのあたりはご想像におまかせいたしますわ。でもカシナート司し教きよう。一つだけ、教えておいて差しあげます」

　ウルクは硬かたい声を紡つむぐ。カシナートが相手だと、どんな発言をするにしても警けい戒かいが抜けない。

「複数の理由があって、私は貴方あなたのしたことを忘れることにしました。そしてその理由の一つは、姉ねえ様さまにもあります」

　カシナートが、ぴくりと眉まゆを震わせた。

　ウルクの姉、神しん姫きノエル──カシナートにとって、ほぼ唯ゆい一いつの弱点が彼女の存在である。

「私は、姉様を哀かなしませたくないのです。私は貴方のやり方が嫌いですが、姉様に対する貴方の想おもいだけは認めます。それに、姉様が貴方を必要としていることも、わかっているつもりです。貴方を失しつ脚きやくさせたいのは山やま々やまですが……貴方がアルセイフへの敵てき意いを捨てた以上、あとは姉様を裏切りでもしない限り、私にその選択はできません」

　それはウルクの偽いつわらざる心情だった。姉にとって、カシナートがどれだけ大切な存在か、ウルクはよく知っている。こんな男のどこが、とは思うが、姉とウルクは容よう姿しこそ似たものの、好みは異なっているらしい。

　神姫の存在を持ち出したウルクから、カシナートは不快げに顔を背そむけた。

「……政せい敵てきとして、貴方はやはり厄やつ介かいです。今後また、貴方と私の意見が対立すれば、仲ちゆう裁さいに入るであろう神姫を苦しめることにもなりかねません。アルセイフへでも何処どこへでも、早そう々そうに嫁とつがれるといい。私は後あと押おしこそすれ、反対はしません」

　その言に、ウルクは眼めをしばたたかせた。

　カシナートの声は冷れい徹てつそのもので憎にくらしいほどだが、この言葉だけは、響きが少しだけいつもと違っていた。

　不ふ審しんに思い、小首を傾かしげてカシナートを見つめる。

　険けわしい顔立ちの司し教きようは、表情からは感情を読ませない。

「……あの、カシナート司教。まさかとは思うのですが、貴方はもしかして、本当に私の幸せを祈ってくださっていたりします……？」

　自信をもてないままに、ウルクはつい、そんな問いを向けてしまった。

　カシナートは露ろ骨こつに嫌な顔を見せ、吐き捨てるように応じた。

「──馬ば鹿かなことを。そもそも私は貴方とフェリオ様の仲なかを裂さこうとした人間ですよ。貴方がこれからどうしようと、私には関係のないことです。いえ──もしビュセル司し祭さいと貴方が結婚したら、彼の政治的な権力が増すことは確実です。有力な政敵は少ないほうがいい。その縁えん談だんを成立させないことについては、私にも利があります。マディーン司教に進しん言げんをした理由は、これで充分ではありませんか？」

　その理由は、いかにも取ってつけたような思いつきに聞こえた。

　ウルクの返事を待たずに、カシナートはさっさとその場を後にする。

　彼の後ろ姿を見送りながら、ウルクはいつか姉が言っていたことを、ふと思いだした。

〝カシナート司教はいつも冷静で、計算高く見えるけれど──実際はとても不ぶ器き用ようで、可愛かわいい方かたよ〟

　神しん姫きはそうのろけて頰ほおを染めたものだが、それはカシナートが姉の前だけで見せる姿なのだろうと、今の今まで思っていた。だがあるいは、神姫ノエルの眼めは、カシナートの性格を正しく見抜いていたのかもしれない。

　ウルクは少しだけ頰を緩ゆるめて、ひとまずはフェリオ達の宿しゆく舎しやに足を向けた。
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　街まち中なかは、久ひさ々びさに帰国した神姫の妹、ウルク・ティグレーの話題で持ち切りだった。

　司し祭さいの少女の可か憐れんな姿は、複ふく製せい画がとしても人気である。じかにその姿を見られるとあって、大通りには多くの人々が大たい挙きよして押しかけ、通りを少し入ったあたりには露ろ店てんまで立ち並ぶ始し末まつだった。

　一種、祭さい典てんに近い様よう相そうではある。

　とはいえ中には、その熱ねつ狂きよう的てきな空気を、冷さめた眼めで見み据すえる者もいた。大通りから程ほど近ちかい貸し部屋に居座った彼女などは、まさにその口である。

「……フェリオ達も無事に着いたようだな。もう少し早く着くかと思っていたけど」

　呟つぶやいた銀髪の娘は、錬金術師アルケミストのシルヴァーナだった。

　そのすぐ傍そばには、彼女の師であるゴーダ・トレイスと、ラトロアの剣士ハーミット・エアルもいる。

「無む理りを言うでないよ。空から山を越えられるわしらとはわけが違う。速く走れない森の道を進み、川を渡るために橋のある場所まで迂う回かいし、くねくねと折れ曲がった坂道に苦労して、馬を休ませながらの旅だ。王族の旅にしては、到着はむしろ早いくらいじゃないかね」

　ゴーダが笑えば、ハーミットも冷静に頷うなずく。

「確かに。私もアルセイフへの道どう程ていにジラーハを経けい由ゆしましたが、ここからの旅路の険けわしさには驚きました。隊商キヤラバンに混ぜてもらったのですが、西側よりも険けん阻そな山が多くて、難なん儀ぎしたものです」

「だろうな。なにせアルセイフの国境線は、あのセブラズ山地だ。地上からでは越えるだけでも一苦労さ。あの国が侵しん攻こうを受けにくい理由の一つだ」

　ゴーダとハーミットはチェスの盤ばんを挟はさんで向かい合いながら、吞のん気きにそんな会話をした。

　シルヴァーナは肩を竦すくめる。

　ゴーダとハーミットは何故なぜか気が合うらしい。かつての刀とう工こうと凄すご腕うでの剣士という組み合わせだけに、特に不自然とは思わない。もちろん、ハーミットがウィスタルの甥おいであるということも影響しているのだろうが、息の合った会話はほとんど親しん戚せきのように見えてしまう。

「これでチェックメイト、ですね」

「む……いかんな、これは。〝女王〟を動かしすぎたか」

「序じよ盤ばんで〝間諜スパイ〟を死なせたのが響いたようにも見えます」

　対戦するチェスのルールは、古式ではなくて新式のものだった。古式に比べると、駒こまや桝ます目めが増えてより複雑化しているが、基本的な遊び方はそれほど違わない。安物の盤と駒は、退たい屈くつしのぎにと、この街まちに来てから購こう入にゆうしたものである。

　二人を眺めながら、シルヴァーナは窓辺で脚あしを組み直す。

「……勝ち負けも決まったところで、フェリオのところに行くか？　一いつ緒しよにいるはずのロセッティ氏は、商売のために街に出ているはずだ。彼と接せつ触しよくして神殿内のフェリオと引き合わせてもらい、ラトロアの件けんと来訪者ビジターの件を相談したほうがいいだろう」

「ふむ。確かに今後の方ほう策さくについては相談せねばな。だが──」

　ゴーダは両りよう眼めを閉じて、深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

「シルヴァーナ。フェリオ様は〝王族〟だ。ジラーハまでは特とく使しとして出向かれたが、ここから先、自由に動くというわけにはいくまい。あまり頼たのみにはできんよ」

　師の指し摘てきに、シルヴァーナは頷うなずいた。

「それはそうだろう。だけど来訪者ビジターの力は借りたい。敵にも来訪者ビジターがいるんだ。フェリオがどうするかはともかく──リセリナが彼の影響下にあることは事実だし、ムスカも建たて前まえとしてはカシナート司し教きようの同どう盟めい者しやだが、心情的にはフォルナム側だ。フェリオを通じて、この二人から情報を得ることは可能だろう」

　現在、ラトロアには、北方民族の仲間達が次々に潜せん入にゆうを開始している。

　その目的はもちろん、〝大地の輝石セレナイト〟の復ふつ活かつと、コウ司教の救きゆう出しゆつだった。

　シルヴァーナ達はジラーハの動どう向こうを調べる任を与えられたが、今後、ラトロアに関かかわっていく可能性はある。案内役になるハーミットもいるし、シルヴァーナ自身、ラトロアのことを放っておけそうにない。現地には敵のシズヤ達もいる。

　しかしゴーダのほうは、シルヴァーナをラトロアには行かせたくないらしい。あえて強く止めるつもりもないようだが、危険と予想できる場所だけに、消極的な態度のままだった。

　山から下げ界かいに降りた北方民族の役割は、主に二種類に分けられる。

　そこに一定期間の定てい住じゆうを義務づけられ、連絡要員として働く者と、そして状況の変化に応じて、臨りん機き応おう変へんに動く者である。

　ゴーダやシルヴァーナは後者であり、基本的には長老連の指し示じをもって動くが、必要と判断するだけの根こん拠きよがあれば、国境を越えることも許されていた。

　ハーミットが思し案あんげにシルヴァーナを見つめた。

「お二人は、〝フェリオ様がラトロアに行くことはない〟とお考えですか？」

　あり得ない疑問に、シルヴァーナは眼めをしばたたかせた。

「当たり前だろう。王族というのは、国外をそんなにふらふらできる立場じゃない。フェリオ自身がどうこうというより、政府のほうで許可しないはずだ」

「……これだけ距離が離れていれば、いちいち〝許可など求めない〟のではないでしょうか」

　剣士の言葉に、シルヴァーナは眉まゆ根ねを寄せた。ハーミットは淡たん々たんと話しているが、その内容は不ふ穏おんな要素をはらんでいる。

　手元のエステラ茶を飲みながら、ハーミットは言葉を続けた。

「まだフェリオ様とは短い交流しかありませんが、あの方かたは自身の義務感を軸じくに行動されます。話に聞く内乱の時もそうだったようですし、フォルナムでの騒そう動どうの時も、またタートムとの決戦の時も──〝自分がすべきこと〟を見定めたら、それを為なすことにためらわない。良くも悪くも、それがあの方の気き質しつです。周りからはその行為が暴走じみて見えることもあるはずですが、フェリオ様ご自身は、その選択を為す上での覚かく悟ごをお持ちのように見受けられます。そして、覚悟を固めてしまったら──あの方は易やす々やすとは折れません」

　彼の声には確信の響きがあった。

「なるほど。〝ラトロアに行く必要がある〟と、もし判断したら──確かにフェリオ様なら、行くかもしれんな」

　ゴーダが眼めを細めた。

「今はアルセイフとタートムの休戦調ちよう印いんの件けんがある。だが、その後、おとなしく国に帰るかどうか──戻ったところで、さしてできることもない。ならば輝石セレナイトやコウ司し教きようのこともあるラトロア側へと足を延のばすと考えても、不思議はなかろう」

　シルヴァーナは呆あきれた。

「師し匠しようまでそんなことを言うのか。いくらあのフェリオだって、そこまで無む謀ぼうじゃないだろう。ラトロアはそんな気き軽がるに行ける場所じゃないはずだ」

　自分がそこへ行きたがっていることは棚たなに上げて、シルヴァーナはそう決めつけた。

　ところがハーミットは、これには頷うなずかなかった。

「私としては、それほど無謀なことだとは思いません。むしろ機会さえあれば、フェリオ様にはラトロアの姿を直じかに見て、知って欲しいとさえ思います」

　ハーミットはかすかに微笑を見せていた。

「そうすることによって、アルセイフ側の、今後のラトロアへの対たい処しよ法ほうも見えてくるかもしれません。何かと不ふ穏おんな地ではありますが、決して戦場というわけではありませんし、秘密警察に眼をつけられるような目立つ動きをしなければ、いくらでも滞たい在ざいは可能でしょう」

　シルヴァーナは軽くハーミットを睨にらんだ。この剣士の青年は、おおむね正しいことを言うが、最悪の事態を想そう定ていするつもりはないらしい。

「よしてくれ、ハーミット。そんなことをフェリオに吹き込むなよ。あの子がそれを聞いたら、きっと本当に行って──〝目立つな〟と言っても、目立つに決まっているんだ」

　シルヴァーナはそう決めつけた。ハーミットも苦笑して、この点は否ひ定ていしない。

　ゴーダがゆっくりと立ち上がった。

「……さて、ぼちぼちとロセッティ氏に会いにいくとするか。フェリオ様達も、到着したばかりの今は忙いそがしかろう。会うのは何日か先になるだろうな」

　内乱時に信頼を得た商人、ロセッティの立場ならば、ウィータ神殿内のフェリオへ直じかに手紙を渡すこともできる。うまくすれば、シルヴァーナ達を部下と装よそおい、神殿内へ入れてくれるかもしれない。

　彼が顔を出しそうな取引先にも、すでに目め星ぼしをつけてある。

　部屋を出ようとするゴーダの背に、シルヴァーナは声を投げた。

「今のうちに再さい度ど言っておくが、師し匠しようもハーミットも、フェリオを焚たきつけるようなことは言うな。あの子は調ちよう印いんを終え次し第だい、アルセイフに帰したほうがいい」

　ゴーダがにやりと笑って振りかえる。

「これはまた、ずいぶんと心配性なことだな。情が移ったかね？」

　からかうような言に、シルヴァーナは落ち着いて頷うなずきを返す。

「そうだな。〝フェリオに〟というより、例の二人には情が移った。あの娘こらに、あまり無用の心配をさせたくない」

　シルヴァーナの脳のう裏りには、フェリオの傍そばに控える二人の少女の姿が浮いていた。

　どちらもいい娘だと思う。同時に彼女らは、フェリオのことを自分の身よりも大切に思っている節ふしがある。

「あんな娘達を泣かせるようなことになったら、さすがに後あと味あじが悪い。そうだろう、師匠？」

　ゴーダが肩を揺らして笑った。

「しおらしいことを言いおって──だが、気持ちはわからんでもない。決めるのはフェリオ様だが、確かに我々が後あと押おししていい問題でもないな」

　シルヴァーナとしては、フェリオはそろそろ、王族らしい生活環境に戻ってもいいと思っている。

　そもそもこれまでが、異常事態の連続だったのだ。

　彼は王族で、今や王の弟という立場であり、王にもしものことがあれば、その跡あとを継つぐべき人材でもある。

　たった十六歳の少年が担になうべき責せき務むとしては、やや重過ぎるようにも思ったが、それが彼のもって生まれた運命さだめだった。

　そしてフェリオ自身、その責務を果たすに足る使し命めい感かんを持っている。ただ、その使命感があさっての方向に暴走することがあるのは、若わか気げの至いたりともいえた。

　もっともその若さは、シルヴァーナにとっては好このもしい質のものである。だからこそ、彼を死なせたくない。ウルクやリセリナも、シルヴァーナよりなお切せつ実じつな意味で、そう思っていることだろう。

　その彼と今、接せつ触しよくすることは、あまりいいことではないかもしれない。だが、リセリナ達からは聞きたいことがある。

　錬金術師アルケミストとしての外がい套とうに身を包み、シルヴァーナは師とハーミットを伴ともなって、喧けん騒そう冷さめやらぬ神しん域いきの街まちへと出て行った。
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　その日、ラトロアの首都ラボラトリでは、ある一つの〝事件〟が起きていた。

　体制派の議員秘ひ書しよをしていた青年と、その議員の妻とが、不ふ倫りんの末すえに心しん中じゆうしたのである。

　死体が見つかったのは青年の部屋で、双そう方ほうが毒どくによって息絶えていた。遺のこされた書き置きには、議員と互たがいの親しん族ぞくに対する詫わびの言葉があり、警察も自殺としてこれを処理した。

「つまり……見つかって、殺されたということですか？」

　ほとんど人ひと気けのない公園のベンチに、二人の男が並んで座っていた。

　一人は老人で、もう一人は中年である。

　老人のほうは品ひんのある穏おだやかな顔立ちで、茶色い背広にタイを締しめている。

　一方の中年は容よう貌ぼう魁かい偉いで、体たい軀くは熊くまのように大きく、両りよう眼めには強い光が宿っていた。

　曇どん天てんも影響して、華はながないことこの上ない取り合わせではある。

「惜おしい人材を亡なくしました──有能な子だったのに」

　溜ため息いき混じりに呟つぶやいた老人は、杖つえを握る手に力を込めた。

　恩師が珍しく動揺している──そのことを、隣に座るダルグレイ・バルトゥールは敏びん感かんに感じとった。

　低く野太い声に、彼は力を強調する。

「リーブルマン先生。彼の仇かたきはとりますよ」

「……よしなさい。貴方あなたがすべきことは、他ほかにあるはずです」

　老おいた考こう古こ学がく者しや、リーブルマンは、肩を落としながらも即そく答とうした。

　彼の教え子であり、現在は民みん選せん院いんの議員でもあるダルグレイは、そこで言葉に詰まる。

　殺された議員秘書も、リーブルマンの教え子の一人で、ダルグレイにとっても親したしい後こう輩はいだった。

　そう──自殺ではない。ダルグレイは、そのことを確信している。不倫の件は真しん偽ぎがわからないが、仮かりに議員の妻と密みつ通つうしていたとしても、それはなんらかの秘密を探るためであるはずだった。

　ダルグレイにとって、殺された議員秘書は、敵方に潜もぐり込こんだ間諜スパイに近い存在だった。何が原因で敵にそのことが露ろ見けんしたのか──その点はわからないが、ともかく〝消された〟と見て間違いない。

　議員の妻は巻まき添ぞえを食ったか、さもなくば夫の議員が処理に同意したか──そんなところだろう。もともと仲のいい夫婦でなかったことは、親交のないダルグレイでさえも噂うわさで知っていた。

　リーブルマンが細い眼めで曇天を仰あおいだ。

「非ひ合ごう法ほうの手段はかえって身を危あやうくすると、学生時代にはいつも言ってきかせていたのですが……あの子も焦あせっていたのでしょうか。ダルグレイ、貴方あなたはくれぐれも、正せい攻こう法ほうで抵てい抗こうをなさい。非合法の手段で挑いどんでも、その道はジェラルド達のほうが上うわ手てです」

　ダルグレイは唇を嚙かむ。掘りの深い顔立ちは、心を映うつしてどうしても歪ゆがんだ。

「しかし、先生──正攻法では、奴やつの野や心しんを止とめられません。あのルースター・エアルでさえ、結局は……」

　暗殺されたと思おぼしき前国家元げん首しゆ、ルースター・エアルを、ダルグレイは尊そん敬けいしていた。叶かなうことなら、ラトロアの暗部に向き合おうとしていた彼の遺い志しを、自分が継つぎたいとさえ思っている。

　リーブルマンが嘆たん息そくした。

「……時を待ちなさい、ダルグレイ。貴方はまだ若い。その志こころざしをもったまま力をつけていけば、いずれはきっと……」

「……残ざん念ねんながら、その前に戦乱が起きるでしょう。もうさほど、猶ゆう予よはなさそうです」

　ダルグレイは、[image: 拳]こぶしと掌てのひらを強く叩たたき合わせた。

「先生。私はこの国を愛しています。今はこんな国ですが、ラトロアには可能性がある。しかしここでジラーハやタートムとの間に戦せん端たんを開いても、互たがいに損そん耗もうするだけで利りはありません。大国同どう士し、神殿勢力とあえて〝仲良く〟などと、子供のようなことは言いませんが……せめて均きん衡こう状態を保ち、国交を断ったまま、睨にらみ合いによる相そう互ご不ふ干かん渉しようを目指したいのです。いま戦いくさがはじまれば、どちらが勝ったとしても、将来にわたって大きな禍か根こんを残すことになるでしょう」

　ダルグレイには、その確信があった。

　ラトロアの多くの政治家達も、生まれながらの偏かたよった情報のせいで、〝神殿勢力〟のことを誤ご解かいしている。彼らは決して蛮ばん族ぞくなどではないし、文化的な相そう違いはあれ、文明のレベルはさほど変わらない──ダルグレイはそう見ていた。

　もし本格的な戦争になれば、長引いて甚じん大だいな被ひ害がいを生むだろう。そうなればラトロア側も荒れ、内部から分裂するかもしれない。

「私の眼めには、ジェラルドはラトロアの崩ほう壊かいをも狙ねらっているようにしか見えません。あの男は一度、ラトロアを破壊して、新たな秩ちつ序じよを作ろうとしているような──」

「──えぇ、それくらいのことは考えているかもしれませんね。彼は〝新たな力〟に魅み入いられています」

　リーブルマンの言葉に、ダルグレイは眉まゆをひそめた。

「例の〝死の神霊アービタ・スピリツト〟とやらですか？　あれは実在さえ疑わしいはずですが──」

「おそらく、存在することは事実でしょう。考こう古こ学がくを専せん攻こうする私にとっては、その存在を疑う理由がありません。ルースター氏の御ご子し息そくも、そのあたりの事情を追いかけていて、秘密警察に眼めをつけられたようです」

　秘密警察に対しては、ダルグレイもいい印象がない。彼自身も注ちゆう視しされる立場である。

「……先生、ルースター氏の御ご子し息そくというと？」

「あぁ、ラドゥーカ議員のことではありませんよ。例の、剣術に傾けい倒とうした三男坊のハーミット・エアルです。以前に家庭教師をしていたことがあるのですが、なかなか聡さとい子でした。ただ政治より、剣のほうにばかり興味が向いていて、御ご父ふ君くんはそのことを残念がっておいででしたね」

　亡なき知人を懐なつかしむように、リーブルマンは堅かたい微笑を漏もらした。

　前国家元げん首しゆ、ルースターが死んでからというもの、ラトロアの舵かじ取とりは明らかにおかしくなってきている。予よ兆ちようはその前からあったが、いよいよ乱らんの近さを感じさせるほどに、軍部の暗あん躍やくが激しい。

　ダルグレイはベンチを立った。そろそろ、戻るべき時刻が近づいてきている。

「……先生。噂うわさでは、あのメビウス・フロンダイトも、この中央に呼び戻されたようです。どうか身しん辺ぺんにお気をつけて」

　かつて秘密警察を束たばねていた男の名を、ダルグレイは口にした。ここしばらくは国を離れ、ジラーハなどでの工作に関かかわっていたとの情報もあったが、その彼も帰国したらしい。死のアービタ・神霊スピリツトと同じく、実在が疑われるほどに謎なぞの多い人物ながら、裏の世界では名だけが知れている。

「なに、私のような隠いん居きよ者ものに関わるほど、彼らも暇ひまではありませんよ。今の私は何もしていませんからね」
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　リーブルマンは瓢ひよう々ひようと笑ったが、ダルグレイは首を横に振った。

「先生にもしものことがあれば、我々の受ける衝しよう撃げきは計り知れません。奴やつ等らにもそれはわかっているはずです」

「君は私を買いかぶりすぎるね──ダルグレイ、今や貴方あなたのほうが、遙はるかに重要な人物なのですよ。貴方のほうこそ、充分に用心なさい。私はもう死んでも悔くいのない歳としですが、貴方はこれからの人材だ」

　そう言って、恩師はそこに座ったまま、立とうとはしなかった。

　かつての教え子の死は、さすがに堪こたえたらしい。表情こそ平静を保っていたが、眼めに精せい彩さいはなかった。

　ダルグレイは深ふか々ぶかと一礼して、その場を後にする。

　近くに待たせておいた馬車に乗り込むと、彼はそれからすぐに党の本部へと戻った。
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　ダルグレイの属する金きん糸し党とうは、ラトロア最大の与党だが、今は内部で主義主張が割れつつある。

　かつての元げん首しゆ、ルースター・エアルの流れを汲くむ派はと、現在の元首であるジェラルド・メイスンの派が対立しており、両者を見比べてどちらについたものかと傍ぼう観かんする議員達も多い。

　ルースターを支持する派は開戦に慎しん重ちようで、ジェラルドの派は積極的といえるが、普ふ段だんはジェラルドに迎げい合ごうしがちな者達の中でも、さすがに〝開戦〟となると慎重な者もいる。つまりは政局が混こん沌とんとしており、少し先のことも読みにくい状況だった。

　現状、ラトロアの議会は、敵国への侵しん攻こうを支持していない。

　国境付近では小こ競ぜり合あいが続いており、これを〝ジラーハからの侵攻〟と判断した場合には、その防衛が開戦の根こん拠きよとなりかねない。ところが国境の内側では、まだ明確な被ひ害がいが出ていない。つまりは、ラトロア側の軍がジラーハやタートム側の国境を越え、挑ちよう発はつを繰り返しているだけに過ぎないのだ。

　ジラーハもタートムも防衛に徹てつするばかりで、その挑発に今の所は乗ってこない。指導者達が強く自制しているためだろうが、相手がただの蛮ばん族ぞくであれば、とてもこうはいかないだろう。

　その意味で、ダルグレイは敵国の指導者達に対して興味を持っている。また、その興味は決して、〝自分だけ〟のものではないとも信じていた。

　党の本部に戻ったダルグレイは、真っ先にとある議員の執しつ務む室しつへ向かった。

　そこに待っていたのは、焦しよう燥そうを露あらわにした後こう輩はいの若わか手て議員である。

　彼は訪れたダルグレイの姿を認めるなり、ソファから勢いよく立ち上がった。

　名をラドゥーカ・エアルという。前国家元げん首しゆ、ルースター・エアルの長男で、父の跡あとを継つぐべく議員となった。もっともまだ二十代後半の若さで、党内では新しん米まい扱いである。

　ダルグレイは、彼と特に懇こん意いにしていた。

「やあ、義弟おとうと殿どの。ずいぶんと慌あわてた様子だな」

「当たり前ですよ！　貴方あなたはいったい、何を考えているんです!?」

　今日の面会は、ラドゥーカ側から求められたことだった。ダルグレイがしばらく前にこっそりと打った策さくのことが、彼の耳にも入ったためである。

　一部の有権者からは〝可愛かわいい〟などとも言われる甘あまい顔を、珍しく怒りに歪ゆがませて、ラドゥーカはダルグレイに詰め寄った。

　彼の執しつ務む室しつ内に、他の人影はない。今日はそもそも休日であり、建物にいるのも警備の者達ばかりである。隣室にはラドゥーカの配下の者達がいたが、彼らは気心の知れた仲間だった。

　それでも念ねんのために、ダルグレイは確認する。

「盗とう聴ちようしている奴やつはいないな？」

「いるとわかっていたら、こんな話はしません。いや、別に盗聴されても構いませんよ。常識で考えて、上手うまくいくわけがないでしょう。姉さんから聞いた時は、驚くより先に呆あきれましたよ」

　ダルグレイの妻は、エアル家の長女である。つまりダルグレイとラドゥーカは、義兄と義弟の関係にあった。

　まさに呆れた口調で言うラドゥーカに、ダルグレイは苦笑を送った。妻がうっかりと漏もらしたわけではない。ダルグレイが、〝ラドゥーカに対してはそろそろ話してもいい〟と、許可したのである。

「ずいぶんな物もの言いいだな。だめでもともと、試してみる価値はあると思ったんだが……」

　楽天的な物言いのダルグレイに、ラドゥーカは深ふか々ぶかと嘆たん息そくを返した。

「……無む理りです。保ほ障しようします。〝東方の状況を説明させるために、ジラーハの重要人物を、この首都に招く〟だなんて……今の状況で、敵地に来る命知らずがいますか!?」

　ラドゥーカは、そう決めつけた。

　ダルグレイが考えた、戦乱を避さけるための〝策さく〟が、つまりこれである。

　現状は双そう方ほうの国の政治家が、双方に対してそれぞれ無む知ちである。内情に詳くわしい者もいるにはいるが、その数は多くない。

〝相手のことを知れば、開戦がラトロアにとってよい選択ではないことを、多くの議員達が理解するかもしれない──〟

　これが、ダルグレイの抱いた希望だった。

　逆に、他の議員達から〝ジラーハはやはり危険な敵である〟という認識を強くされれば、主戦派がより勢いづきかねない両もろ刃はの剣つるぎではある。

　ラトロアの政治は、多数決の論ろん理りによって動いている。元げん首しゆがいかに主戦派であっても、多くの議員が反対に回れば、その野や心しんを阻そ止しすることは可能である。

「ダルグレイ議員の狙ねらいは理解できます。しかしそもそも──敵国の重要人物が、人ひと質じちにされるかもしれない状況下で、のこのこ来るはずがないでしょう。来たとしたら、その人物はただの愚ぐ者しやです。そんな人物の言を、他の議員達がどう受け止めるか……どう考えても、これは分ぶの悪い賭かけですよ」

「そんなことを言われてもなぁ……もう使者は送ってしまったし」

　ダルグレイは飄ひよう々ひようと嘯うそぶいたが、ラドゥーカは頰ほおを引きつらせたままだった。

「それも問題なんですよ！　どうしてその使者が、よりにもよって……」

「本人が〝行きたい〟と言った。この理由じゃ不ふ服ふくか？」

　ダルグレイは、荒れるラドゥーカにじっと睨にらみを利きかせた。

　使者に発ったのは、ダルグレイの息子むすこ、シュナイクだった。ラドゥーカから見れば姉の息子であり、つまりは甥おいにあたる。親しん戚せきとしては仲も良い。

　ダルグレイの威い圧あつを受け流して、ラドゥーカが嘆息する。

「シュナイクが使者として行ったのなら……警けい護ごには誰だれをつけたんです？　知らない他国に一人では無む理りでしょう」

「あぁ、実はジラーハの人間とうまく接せつ点てんが得られてな。〝名無し〟とかいう間かん諜ちようだったんだが、そいつらに預ける形で……」

「本格的に処しよ置ちなしの阿あ呆ほうですか、貴方あなたは！」

　摑つかみかからんばかりの勢いで、ラドゥーカが詰め寄った。

　声の大きさに辟へき易えきして、ダルグレイは耳を塞ふさぐ。

「おい、怒ど鳴なるなよ。俺おれだって一応は止とめたさ。だが、シュナイクがそいつらのことを気に入っちまってな。向こうさんにも〝正しよう気きの沙さ汰たじゃない〟とは言われたが、そうまで言ってくれるってことは、逆に信頼できる。奴やつらも〝ラトロアを倒す〟というより、〝ジラーハを護まもる〟って目的のために動いている連中だ。敵ではあるが、開戦をふせぎたいって意味では利り害がいが一いつ致ちしてるんだよ。それに名無しの連中なら、確実にシュナイクをジラーハの上位の神しん官かんと引き合わせてくれる。こっちの身元も保証してくれるし、まさに逆ぎやく転てんの発はつ想そうだろう」

　自信たっぷりに告げると、ラドゥーカは両手で頭を抱えた。

「自分の息子を人質に差しだして、言うことはそれですか！　無む謀ぼうなところまでは親に似なくてもよかったのに、不ふ憫びんな……」

　声を震わせるラドゥーカの肩を、ダルグレイは気安くぽんぽんと叩たたいた。

「そう心配するな。無事に国境は越えたらしいと連絡もあったし、旅が順調なら、もうジラーハには着いている頃ころ合あいだ。上手うまくいくにせよ、失敗するにせよ、じきに戻ってくる。生きていればな」

　深呼吸をして落ち着いたラドゥーカは、ダルグレイの巨体を上うわ目め遣づかいに見上げた。それからようやく、ソファに腰をおろし、ダルグレイにも座るよう、視線で勧すすめた。

　ダルグレイは素直に応じる。

「ダルグレイ議員。私は貴方あなたのことを義兄あにとして、嫌々ながらそれなりには尊敬していますし、亡なき父も貴方の才さい覚かくは買っていました。ただ少々、楽観的で軽けい率そつな面が目立つとも言っていましたが……悪い面がでましたね」

「結果を見てから言ってもらいたいな、それは」

　ダルグレイは苦笑をもって受け流した。彼からすれば、ラドゥーカの思し考こうは悲観的に過ぎる。もっともそのせいか、議論をするとうまい具合にまとまって、バランスのいい結論が導かれることが多かった。二人が懇こん意いなのも、そうした性格の違いが影響している。

「……ならば、その自信の根こん拠きよをうかがいましょう。勝しよう算さんのある策さくなのかどうか──言っておきますが、この件けんは上手うまくいっても失敗しても、貴方一人の責任では収おさまりませんよ。貴方と関係する議員のほとんどに影響が出るはずです。正直なところ、私には暴走としか見えていません」

「では、仮かりに党内での承しよう認にんを申しん請せいして、叶かなうことだと思うか？」

　ラドゥーカが言葉に詰まった。事なかれ主義の者が多い党内では、こうした案が決して通らないことは目に見えている。

　ダルグレイは悠ゆう々ゆうと胸を張った。

「暴走でもなんでも結けつ構こう。それで戦乱を起こさずに済むのなら、俺おれはなんだってやる。相手は蛮ばん族ぞくでも小国でもない、ラトロアと互ご角かくに戦い得る国力を持つ大国だ。防衛のための戦いなら望むところだが──現状は、そうじゃない。こっちが喧けん嘩かを売ろうとしている。戦いになれば、どっちが勝つかわからんぞ」

　ラドゥーカが苦しげに低く呻うめいた。

「しかし──ダルグレイ議員、肝かん心じんのことを伺うかがいますが、一体、誰だれを呼びつけるつもりですか？　連れてくるのは相当な立場の者でないと、むしろ逆効果なはずです。こちらの議員達が信用できるほどの有力者で、しかも敵国に乗り込む覚かく悟ごができる者など、向こうにいるんですか？」

　ラドゥーカの指し摘てきは、至し極ごくもっともなものだった。ダルグレイは脳のう裏りに浮かんだ者達を口に出す。

「そうだな。いずれにも会ったことはないが……さすがに神しん姫きや神じん師しを呼ぼうとまではいわんよ。だが、実質的な頂点であるシュタインベック・クーガ大だい司し教きようか、枢すう機き連れん隊たいを束たばねるカルナフ・ハイマン大司教か、若わか手ての実力者と噂うわさされるカシナート・クーガ司教か、あるいは……」

　ラドゥーカが大おお仰ぎように溜ため息いきを吐ついた。口にした名が少し、大物すぎたらしい。

「やはり無む茶ちやです。絶対に来ません……そんな指折りの重要人物が、わざわざ敵国まで出向くはずがないでしょう。向こうの政府だって許可しませんよ。人ひと質じちにされる可能性だって考えるはずです」

　ラドゥーカの見解は常識的なものだと思ったが、ダルグレイはこれに頷うなずかなかった。

「だが、来てもらわねば困るんだ。このラトロアは、ジェラルドの私し物ぶつじゃない。奴やつ一人の思おも惑わくで戦争など起こされてたまるか。これから侵しん攻こうしようとしている〝東方の蛮ばん族ぞく〟が、我々とほとんど変わらぬ文化的な人々であることを、良識の残っている議員達に理解させねばならない。そのためには、実際に向こうの人間に会わせるのが一番だろう？　それも、どこの誰だれともわからぬ輩やからでなく、影響力の強い、高こう位いの者でなければならない」

「理り屈くつはわかります。しかし──来ません。来るはずがありません」

　首を横に振るラドゥーカを、ダルグレイは強く睨にらんだ。

「何故なぜ、そう思う？」

「何故って……」

　眼光の鋭するどさに、ラドゥーカが怯ひるんだ。といって、ダルグレイに彼を威い圧あつするつもりはない。ダルグレイの怒りは、目の前の彼個人ではなく、ラトロアの全体と、そして自分自身にも向いていた。

「彼らが〝東方の蛮族〟だからか？　理性的な話し合いに応じる覚かく悟ごもなければ、争いを止とめるための使し命めい感かんも持たないと思うからか？　どうして向こうに、私やルースター前元げん首しゆのような〝非常識〟な者がいないと、断だん言げんできる？」

　これには、ラドゥーカも返答できなかった。

〝東方の蛮族〟──この認識は哀かなしいことに、議員達の間にまで深く根ね付づいている。口では「そんなことはない」と言う者達の中にさえ、心の奥おく底そこでは東方の民を馬ば鹿かにしていることがある。

　その誤ご解かいを民間に根付かせたのは、かつての政府の政策だった。国内での不満の噴ふん出しゆつを抑おさえるために、あえて外敵を設定し、危き機き感かんを煽あおることで、国内の結けつ束そくを図ってきた経けい緯いがある。ラトロアという小国家の共同体は、そうした強い外敵を持つことでしか、結束できなかったとも言えた。

　大国となって比較的に安定した今も、その呪じゆ縛ばくから多くの議員達が抜け出せずにいる。まともな国交もないまま、誤解の糸は解ほどけることなくもつれ続けてきた。

　実のところ──ダルグレイ自身も、その認にん識しきから完全には抜け出しきれない一人である。

「……ラドゥーカ。俺おれは、信じたいんだよ。ジラーハにも、俺達と同じように、開戦を是ぜとはしない理性的な連中がいるってことをな。ジラーハがどう出るかはわからんし、シュナイクが交こう渉しように失敗する可能性もある。だが──俺は、ジラーハという国を、侮あなどりたくない。シュナイク達を送ったのもそういう理由だ。非常識な使者だが、その非常識に、こっちの本気を悟さとって欲しいと思っている。そしてシュナイク自身にも、将来のために、東方の真しんの姿を見ておいて欲しい」

　ラドゥーカはまだ厳きびしい顔のままだったが、ひとまずダルグレイの主張は理解したらしい。

　疲つかれたように溜ため息いきを吐つきながらも、彼は苦にが々にがしい声を絞しぼり出す。

「いざという場合には……私も、力を貸します。私も一応は現状を憂うれえる政治家の一人です」

　ダルグレイは、いかめしい顔に微笑を浮かべた。

　前国家元げん首しゆの息子むすこ、ラドゥーカ・エアルを巻き込むことには、大きな利りがある。親しん交こうも厚いことだし、彼にだけは、早めに事情を知っておいて欲しかった。

「助かるよ、ラドゥーカ。君は頼たよりになるからな」

「……ダルグレイ議員。はじめから、私を巻き込むつもりでしたね」

「知らされないままのほうがよかったかね？」

　ラドゥーカはこの問いに答えなかったが、もうさほど怒っていないことは、その表情から窺うかがえる。

　二人の議員は揃そろってソファから立ち上がり、部屋の窓まど際ぎわに立った。

　灰色の雲の下に、ラトロアの発展した市街がある。煉れん瓦が造づくりの建造物も、曇どん天てんの下では暗い色に見えた。

　その沈ちん鬱うつな気配は、ラトロアの全土を覆おおいつつある空気と同質のものに思える。

　窓の向こうには、さっきまでダルグレイがいた公園の木々も見えた。

「……そういえばさきほど、向こうの公園で、リーブルマン先生と会っていたんだ。君の弟のことを話していたぞ」

「……行方ゆくえ知れずのままですよ、あの馬ば鹿かは」

　ラドゥーカは不ふ機き嫌げんな声を紡つむいだ。弟のハーミットのことは、やはり心配らしい。ダルグレイはそれとなく慰なぐさめる。

「君に迷めい惑わくをかける可能性を思えば、連絡もできないだろう。今はともかく、あの時期は君にも監かん視しがついていたし、接せつ触しよくすれば危険だったはずだ」

「危険でもいいから頼って欲しかったというのは──私の我わが儘ままでしょうね、きっと」

　ダルグレイは、ハーミットという青年に数えるほどしか会ったことがない。結婚式のときなどには顔を合わせたが、さして話をする機会もないまま、彼は剣の道を志してエアル家を出てしまった。

　国外に抜けたらしい彼のことを案じながら、ふと思う。

　エアル家の始し祖そとなったエルシオン・エアルは、他国から来た者だったらしい。東方から来たとも言われているが、その知識と技術は卓たく越えつしており、さまざまな変名を用いて多様な業績を遺のこしている。エアル家の現在があるのは、まさしく彼の遺い産さんに拠よるところが大きい。

〝国と国の境さかいを越えるのは、エアル家の者の天てん命めいなのかもしれんな〟

　それは根こん拠きよのないロマンチシズムだったが、ダルグレイとしては特に違い和わ感かんを覚えなかった。

「……ん？」

　不意にラドゥーカが、頓とん狂きような声を漏もらした。

「どうしたね、ラドゥーカ。外に知り合いでもいたか？」

　二階の高さにある執しつ務む室しつの窓からは、目の前の広場と、その向こうに広がる市街の一角が見える。

　その広場の遠くのほうを走っていく一台の馬車を、ラドゥーカの視線が追っていた。

「いや──知り合いなどではないんですが……」

　ラドゥーカは眼めを擦こすり、疲れたように長い息を吐いた。

「……すみません。少々、疲ひ労ろうが溜たまっているようです。あの馬車の窓に、変なものが見えたような気がしまして」

「変なもの？」

　訝いぶかしく思ったダルグレイが問うと、ラドゥーカは大きく深呼吸をして、そして首を横に振りながら呟つぶやいた。

「……はぁ。大きなかぼちゃが、こちらに手を振って──」
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　それは奇妙な〝球体〟だった。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの奥深く、ホールのような広い空間に、その球は鎖くさりに巻かれて浮ふ遊ゆうしていた。

　表面を覆おおう光こう沢たくのある深い闇やみの色に、イリスはふと不気味な気配を感じる。球体にはパイプのようなものが刺さり、別の場所まで伸びていた。

「──いかがです。素晴らしいでしょう？」

　ついさきほど、イリス達と会ったばかりの壮そう年ねんの男が、自じ慢まんげに呟つぶやいた。

　歳としの頃ころは四十代、〝国家元げん首しゆ〟としては、まだ若すぎるほどに若い。

　にこやかな微笑を常に絶やさぬまま、彼はイリス達をここへ案内した。

　首都からほんの一時間ほど離れた近きん郊こう、何の変へん哲てつもない建物の地下深く──

　そこが、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を奉まつる祭さい壇だんとなっていた。

　黒い球体と、その脇わきに立つ壮年の男を、イリスは交こう互ごに観察する。

　ラトロアの国家元首、〝ジェラルド・メイスン〟──この国の指導者が、目の前にいる。

　想像していたよりも柔やわらかな物もの腰ごしの男だったが、妙な威い圧あつを放っている。四十代の若さながら、元首たる存在感は確かに感じた。今のこの場所には、警けい護ごの者や研究者など、三十人程ほどが立ち働いていたが、彼らのいずれもがジェラルドに対して畏い怖ふの念ねんを抱いていることがわかる。

　彼はイリス達を客きやく人じんとして遇ぐうし、そして協力者たることを求めてきた。この地へ案内したのも、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟に関して、来訪者ビジターの知識と技術を生かせないかという期待ゆえらしい。

　鍾乳洞の中は、通気性も意外によく、少し肌はだ寒かった。

　内部は工事が済んでおり、広い床ゆかには絨じゆう毯たんまで敷かれている。いたるところに引っ掛けられたランタンの灯あかりのおかげで、足元はそれなりに明るいが、たとえ暗くても転ころぶ心配はなさそうだった。

　白く延のびた鍾しよう乳にゆう石せきと、その下に在ある黒い神霊スピリツトとを交こう互ごに眺めながら、イリスは傍かたわらに立つバニッシュに小声で問いかけた。

「これが〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟を──御柱ピラーを制せい御ぎよする機械？」

「そのようです。少なくとも、この時代の人類の技術で造れるものではないでしょう。見た目からして、御柱ピラーを造った文明の、その流れを汲くむ遺い物ぶつに間違いなさそうです」

　バニッシュはそう請うけ合あった。

　この場にムスカがいないことを、イリスは残ざん念ねんに思う。研究者として、彼はとても優秀な人材だった。やや頭の固いところはあったが、地じ道みちな作業を苦としない忍にん耐たい力りよくもあり、研究という行為自体に向いていた。

　彼ならこの場で、イリス達では気づかぬようなことを言えたかもしれない。

「……ふむ。温度は周囲の気温より、多少低めな程度か──金属ではなさそうであるな。我もバニッシュの見けん解かいに同意しよう」

　イリスのすぐ背後から、パンプキンが呟つぶやいた。

　彼のかぼちゃ頭には、熱を感知する機能が備わっている。他にもいくつかの機能が搭とう載さいされているが、イリスも全機能を把は握あくしているわけではない。そもそもその被かぶり物もの自体が、量産品ではなく彼の特注品である。

　この場へ連れて来たのは、この二人だけだった。怪け我がの完かん治ちしていないエンジュは屋敷に残っているし、カトルもその護ご衛えいとして置いてきた。

　イリスとしては、馬車から不用意に手を振ってしまうパンプキンよりは、むしろ隠おん密みつ性せいのより高いカトルのほうを連れてきたかったが、パンプキン自身が死の神霊アービタ・スピリツトを見たがった。彼の好奇心は、このラトロアに着いてから特に増しているような気もする。

〝とにかく……この死の神霊アービタ・スピリツトが、例の神殿で劣れつ化かクローンを量産させた鍵かぎなわけね〟

　エンジュといる時には見せなくなった険けわしく冷たい表情を、イリスは〝死の神霊アービタ・スピリツト〟に向けた。

　元の世界では、科学技術を存分に扱える環境にあってもなお、〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟の全ぜん容ようを解明することはできなかった。

　まともな設備もないこの世界で、それと同質のものが自分達の手に負えるとは思えない。だが、そんな弱気をジェラルドの前で見せれば、おそらくは侮あなどられることになる。

「ジェラルド元げん首しゆ。貴方あなたは私達に、〝これ〟の謎なぞの解明を期待しているのですか？」

　口調を改めて、イリスは問いかけた。張りついた笑みとともに、ジェラルドがゆっくりと頷うなずいた。

「もちろん、ある程度の期待はします。ですが──過か度どの期待はいたしません。百年以上も昔に来た貴方あなたがたのお仲間も、結局、この神霊スピリツトの謎なぞを解き明かすことはできなかった様子──ですが彼は、このラトロアで多くの業績を遺のこしました。そのことはすでにシズヤ達からもお聞き及びでしょう？」

「えぇ、聞いています。エルシオン・エアル──私達のいた世界でも、それなりに有名な人でした」

　あえて時代の差を指し摘てきせずに、イリスはそう応じた。

「そうですか。彼の業績を見てもわかるとおり、貴方がたの知識は、それだけで我々にとっては宝物なのです。死の神霊アービタ・スピリツトのことを抜きにしても、その知識を生かすことは、このラトロアにとっての利益になります。ですから貴方達には、貴方達にとって都つ合ごうのいい形で協力していただきたい。軍事、医療、芸術、錬金術アルケミー……分野はいくらでもあります」

　思わずイリスは、拍ひよう子し抜けしそうになった。つまりは〝好きなように過ごせ〟と言われたようなものである。

　ジェラルドの真しん意いを図りかねたのはバニッシュも同様らしく、彼は不ふ審しんの眼まな差ざしを元げん首しゆに向けた。

「具体的には、どの分野をお望みですか？」

　ジェラルドが眼めを細めた。

「まず医療──そしてできれば軍事関係の技術ですね。錬金術アルケミーについても、〝金を生む〟というのはさすがに馬ば鹿かげていますが、あれは総合的な学問です。研究の過か程ていで副ふく次じ的てきに得られるものが多い。そちらには期待したいところです」

　この世界での錬金術アルケミーとは、イリス達の世界でいう〝科学サイエンス〟の分野と、実質的にはほぼ近いらしい。

「もちろん死の神霊アービタ・スピリツトについても、研究していただける分には便べん宜ぎを図りますが──なにせこいつは、変化を起こすのにも特殊な能力が必要でして……メビウス！」

　ジェラルドが何者かの名を呼んだ。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの奥に声が反響し、周囲にいる研究者や警けい護ごの者達が、一瞬だけ動きを止める。

　松明たいまつの光が届かぬ闇やみから浮かび上がったのは、仮か面めんをつけた赤い長髪の男だった。質のいい生地を用いた服装は、戦う者というよりは官僚のそれである。

　だがイリスは、彼の異い様ようさよりも、その脇わきに立つ者達に気をとられた。

「──アカツキ……！」

　憎にく々にくしく呟つぶやいたその名は、エンジュを玄げん鳥ちようから落としたシズヤの部下のものだった。

　眼鏡めがねをかけた筋肉質の青年は、不快げに視線を逸そらしている。すぐ脇には、同じくシズヤの部下であるエイミーという少女もいた。

「……よくも私の前に顔を出せたわね」

　イリスは感情を殺した眼まな差ざしをアカツキに向けた。彼は眼鏡めがねの位置を直しながら、吐はき捨すてるように応じる。

「ちっ──あのガキのことは悪かったよ。だけどあいつだって、俺おれの玄げん鳥ちように一生もんの傷を負わせたんだぜ？　それに、あんたにとってもただの邪じや魔ま者ものなんだと思ってたんだよ。あんな態度で恋人だなんて気づくもんか」

　アカツキがぶつくさと愚ぐ痴ちっぽく言うなり、イリスは眼めを見開いた。

「こ、こい──馬ば鹿かなこと言わないでよ！　エンジュはただの知り合い！　からかうつもりなら、その軽そうな頭、ふっとばすわよ！」

　ほんのりと頰ほおが赤くなっていることには気づかぬまま、敵意を剝むき出しにするイリスの前に、赤い髪の男がするすると歩み出た。

　それは無む造ぞう作さな動きだったが、バニッシュとパンプキンが揃そろってこれに反応する。足運びの滑なめらかさと、堂々たる立たち居い振ふる舞まいによって、イリスも危険な相手らしいと悟さとった。

「これはこれは、美しいお嬢さん。淑しゆく女じよがそんな物ぶつ騒そうな言葉を口にするものではありません」

　赤い長髪の青年は、気き取どって深ふか々ぶかと一礼した。

「私はメビウス・フロンダイト──部下の非ひ礼れいは私が詫わびましょう。落ちた狩人かりうどの少年についても聞いていますが、アカツキにはもう、彼には手を出さぬと確かく約やくさせました。堪こらえ難がたい部分もありましょうが、曲まげてご容よう赦しやを願いたく──」

　シズヤ達の上じよう司しというのは、この男のことらしい。

　丁てい重ちようかつ流りゆう麗れいで、なおかつ持って回ったような物もの言いいは、誰だれかに似ていた。

　イリスは思わず、パンプキンに視線を向けてしまう。

「……この男──」

　かぼちゃの内側で、パンプキンが低い声を漏もらした。

「……どうしたのよ、パンプキン？」

　イリスまでが不安を煽あおられる。しかしパンプキンは、何かをごまかすようにかっくんと首を傾かしげてみせ、いつものようにくるくると踊おどった。

「お初はつにお目にかかる。我が名はパンプキン。ある者は我を、死者を迎える灯ともし火びの道どう化けと呼び、またある者は今夜の惣そう菜ざいと呼ぶ──しかしてその正しよう体たいは！」

「──私の護ご衛えいでしょ」

　軽く流して、イリスは嘆たん息そくした。一瞬だけ、パンプキンが真面目まじめな声を出したかとも思ったが、次の瞬間にはもうおどけていた。

　メビウスという男は苦笑しながら、仮か面めんの上に手をかざす。

「仮面同どう士し、貴方あなたとは気が合いそうだ。よろしく、パンプキン。そしてイリス、バニッシュ──貴方あなた達とも、私は上手うまくやっていきたいと願っています。どうぞよろしく」

　一礼するメビウスの物もの腰ごしと、その澄すんだ声に、イリスはふと思った。

（……以前に何処どこかで、会ったような……）

　常識的に考えて、会ったことなどあるはずもない。

　元げん首しゆジェラルドが、両者の間に立った。

「イリス、私からもよろしく頼たのみます。メビウスは私の片腕のような存在です。担当は主に〝裏側〟ですが──頼たよりになる男ですよ。そして、さきほど言いかけたことですが──どんな形にせよ、死の神霊アービタ・スピリツトに変化を起こすには、彼らのような力が必要なのです。〝腕輪〟と、〝輝石セレナイト〟の力が……」

　イリスは耳を疑った。

　アカツキやエイミーといったシズヤの部下達が、〝腕輪〟を使いこなしていることは知っている。その腕輪は、おそらくは自分達の世界で開発したものと同じだが、入手の経けい路ろは不明だった。

　イリス達の世界でその腕輪を用いるためには、特殊な処しよ置ちを必要としている。遺い伝でん子しレベルでの肉体強化は子孫にも影響するが、この腕輪の使用に関する処置は後こう天てん的てきな技術であり、そこに遺伝性はないはずだった。

　ところが、シズヤ達は実際に腕輪を使っている。その理由もイリスには解げせなかったが、それに加えて腕輪が〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の操そう作さにまで関係するとなると、もはや訳わけがわからない。

「死の神霊アービタ・スピリツトを操あやつるには、腕輪の力が必要ってこと？　どうして──」

　ジェラルドが微笑ほほえみ、素す手でで神霊スピリツトに触ふれた。黒い球体は、特に反応を示さない。

「操るとはいっても、狙ねらい通りに操ることはできません。ただ、腕輪を扱える者が神霊スピリツトに触れて意識を集中すると、神霊スピリツトはなんらかの反応を示すことが多く──よい反応ばかりではありませんが、腕輪と輝石セレナイトが、操そう作さに必要な条件ではあるようです。そのあたりのことはおいおいご説明するとして……」

　ジェラルドはメビウスの肩を叩たたいた。

「彼も、その行為が可能な一人です。ラトロアでは独自の研究を重ねた末すえに、腕輪の複ふく製せいを五十対つい、百個ほど手に入れました。そして今、腕輪の適てき合ごう者しやも同数以上が揃そろっています。シズヤ達もその例ですね」

「ご、五十対……!?」

　イリスは思わず絶ぜつ句くした。

　シズヤ達の持っている十個程度が、こちらの世界にある腕輪の全すべてだと勝手に思っていた。少なくとも、この世界の科学技術で再現できるようなものではない。かといって、来訪者ビジターの遺い物ぶつにしては、数が揃いすぎている。

「──貴方あなた達のその腕輪は、どうやって手に入れたのですか？」

　イリスは声を落として問いかけた。ジェラルドが答えるかと思ったが、応じたのはメビウスだった。

「さて──それが我々にも、よくわかりません。最初の一つは、過去の来訪者ビジターによってもたらされました。私の家にそれが伝わっていたのです。その腕輪を用いて、私の父が最初に死の神霊アービタ・スピリツトとの交信に成功したのですが──その後、研究の過か程ていで、ある時に五十対ついの腕輪が突然出てきました。おそらくなんらかの操そう作さが、偶ぐう然ぜんに死の神霊アービタ・スピリツトへの願いを届けたのだと思いますが……その状況を再現することは、できていません」

「腕輪への適てき合ごう者しや自体もそんなに多いわけではありませんが、それでも貴き重ちような道具です。もう少し数が欲しいところですが、そのあたりは今後の課題ですね」

　ジェラルドが補ほ足そくして、イリスの腕に視線を落とした。

「……その腕輪は、貴方あなた達の世界で、造られたものなのでしょう？」

　自らの腕輪を見つめて、イリスは頷うなずく。

　続いてジェラルドは、遠くを眺めるように、何もない空間に視線を向けた。

「〝アメリカ〟、〝ユーラシア〟、〝オーストラリア〟〝アフリカ〟……これらは、貴方がたの世界の地名ですね？」

「……ええ、そうですね」

　久しく聞かなかった大陸の名は、それぞれあまり懐なつかしくもない。どの地名に対しても、特に深い思い入れはなかった。

　ジェラルドは満足げに頷いた。

「素す晴ばらしい。貴方達の存在によって、〝もう一つの世界〟が実じつ証しようされていくことになりそうです。証明したからといって、どうなるというものでもありませんが……私は貴方がたの世界に、興味があります」

　もうイリスは驚きもしない。

　彼らはすでに、来訪者ビジターの知識をいくらか得ている。それらはエルシオンか他ほかの来訪者ビジター達が、記録として遺のこしたものなのだろう。

　そしてイリスは、メビウスが〝誰だれ〟に似ているのかについても、ようやく思いだした。

　横目でパンプキンを窺うかがうと、彼も小さく頷く。仮か面めんの下の素す顔がおを透とう視しできたわけでもないだろうが、彼はイリスよりも早く気づいたらしい。

　バニッシュも同様で、今は思し案あんげに眉まゆをひそめている。

　イリスはメビウスに向き直った。

「メビウス……貴方の家に伝わっていた腕輪は、まだ使えるの？　百年以上は昔の品だと思うけど」

「残ざん念ねんながら父が死んだ時に、一いつ緒しよに壊こわれたそうです。私の持っている腕輪が、ちょうどそれの複ふく製せい品ひんですね。腕輪にもそれぞれ機能の違いがありますが、中でもこれは特別なようです」

　メビウスが、両手を差し出して見せる。

「ちょっと見せてもらっても、いいかしら？」

　イリスはその腕輪に刻こく印いんされた製造番号を確かめた。手首の側に刻きざまれた文字列は、あまり見慣れないものだったが、それは予想どおりでもある。

　イリスはかすかに身み震ぶるいをした。

「ＢＰＳ─Ｘ１──ブレイン・パラライズ・システムの試し作さく品ひんてことよね？」

「はい。〝エルシオン・エアル〟の腕輪の複製品です」

　脇わきのバニッシュが手元を覗のぞき込み、確認した後で顔を上げた。それに合わせて、メビウスがゆっくりと手を引く。

　彼がその腕輪を使いこなしているとしたら──敵てき対たいした時には、大きな脅きよう威いとなりかねない。

〝エルシオン・エアル〟の腕輪は、自分以外の周囲の人間を、一時的にほぼ戦闘不能の状態に追い込むことができたらしい。彼自身が製作を手がけた特殊な腕輪で、エルシオンが〝不良がある〟と主張したために、量産はされなかった。

　その機能を知っている者は多くない。エルシオンはそれを非常時の防ぼう御ぎよ手段として秘密にしていた節ふしがあり、傍そばにいたリセリナでさえ、知っていたかどうかは怪あやしい。イリスにしても、養父のバークライト大佐が諜ちよう報ほう筋すじから入手した設計資料を、たまたまちらりと見ただけのことである。

　このラトロアで用心すべき相手は、シズヤをはじめ数人程度だと思っていた。

　だが腕輪の数を考こう慮りよすれば、来訪者ビジターにとって厄やつ介かいな相手は格かく段だんに多くなる。後こう天てん的てきに付ふ与よされる昇しよう華かのシステムは彼らに組み込まれていないだろうし、遺い伝でん的てきな肉体強化にしても世代を経て効果が弱まってはいるだろうが、腕輪自体が脅威となることは間違いない。

　だがそれより何より──腕輪を扱える者が、この世界にいるということが、イリスには信じ難かった。

「メビウス──貴方あなたは、エルシオン・エアルの子し孫そんね？」

　イリスはそのことを確認した。

　予想とは裏うら腹はらに、メビウスは軽く首を傾かしげる。

「それはよくわかりません。私には、十歳くらいまでの子供の頃ころの記憶がないのですよ。父は錬金術師アルケミストだったようですが、その遺い品ひんを受うけ継つぎはしたものの、彼のこともよく憶おぼえていません」

　メビウスの口調はあまりに淡たん々たんとしていて、まるで他人ひと事ごとのようだった。

「このラトロアには、エアル家という、エルシオン・エアルの正せい統とうな子孫もいます。といって、彼らと親しん戚せきとしての付き合いなどもありませんし、もし私がエルシオン氏の血を引いているとしたら、子孫の誰だれかの隠かくし子ごの系けい譜ふかもしれません。まぁ──血ち筋すじなど、さして重要な問題ではありませんよ。私にはこの腕輪が使える。手足のように動いてくれる部下達もいる。その事実だけで充分です」

　メビウスの言葉が本心から出ているものか、それとも虚きよ偽ぎなのか、イリスには判はん別べつがつかなかった。

　彼がエルシオンの子孫であることは、間違いないようにも思う。仮か面めんはつけたままだが、口元や顔の輪りん郭かくはあまりにそっくりで、隔かく世せい遺い伝でんという言葉が脳のう裏りをよぎるほどだった。

　勝手に納なつ得とくしつつ、イリスは疑問の核かく心しんに迫る。

「……どうして貴方あなた達は、その腕輪を使えるの？」

　イリスはシズヤ達にもその問いを向けたが、明確な返答は得られず、はぐらかされてしまった。

「腕輪を扱うには、特殊な処しよ置ちが必要なはず。処置をしないと、それはただの飾かざりでしょう？」

　それはメビウスに向けた問いのつもりだったが、ジェラルドが代わりに答えた。

「なるほど、それも御ご存ぞん知じでしたか。いや、もともとが貴方がたの世界の技術でしたね。別にたいした処置ではないのですよ。メビウスとその父親の場合は、〝輝石セレナイト〟の成分を直接、脳に埋うめ込こんだのです。外科的にね」

　元げん首しゆのあっさりとした言葉に、イリスは耳を疑った。

「……なんですって？」

「彼の父親は、優秀な錬金術師アルケミストでしてね。神殿側に潜せん入にゆうして研究を重ねた結果、シャジールの方々が御柱ピラーを扱えるのは、彼らの体内に〝輝石セレナイト〟があるからだと──つまりは輝石セレナイトの成分こそが、この異文明の遺い産さんを扱う鍵かぎであると考えたのです。そのあたりの研究過か程ていは、やや血ち生なま臭ぐさい話になりますが……」

　ジェラルドがイリスの顔色を窺うかがった。怯おびえを見せないように、イリスは表情を険けわしくする。

「……過程は結けつ構こうです。結論だけ言ってもらえれば」

　ジェラルドは苦笑して、自らの眉まゆの傍そばに指で十字を描いて見せた。

「単純な話です。このあたりを切り開いて、頭に直接、輝石セレナイトの成分を届けたのですよ。そうすることで、同時に腕輪も使えるようになりました。そして、死の神霊アービタ・スピリツトとの交信も──こちらは操そう作さ方法がよくわからず、思いどおりというわけにはいきませんでしたが、少なくとも変化をもたらすことができました。まぁ、そういう事情です」

　ジェラルドの視線は、メビウスの仮面を見ていた。

「この仮面も、ただの飾かざりではないのですよ。仮面の内側には針状に加工した輝石セレナイトを埋うめ込んでいるのです。メビウスが常にこれをつけているのは、腕輪を操作するためでもありましてね」

　イリスは戦せん慄りつした。

　成功するまでの実験の過程で、何人を殺してきたのか──想像もしたくなかった。メビウスや彼の父親が成功例となったのも、おそらくは偶ぐう然ぜんが為なしたことだろう。そもそも、そんなことで腕輪を扱えるようになること自体がおかしい。

〝あり得ない〟と思いつつも、イリスは思し案あんする。

　もともと、イリス達の腕輪は、マテリアル・コアを使用するという前ぜん提ていで造られていた。

　マテリアル・コアとは、魔術師の軸メイガスシヤフト──おそらくは御柱ピラーと同質のものを解かい析せきし、人類の科学力で、可能な限り再現したエネルギーの塊かたまりである。

　そして、この世界における〝精製前の輝石セレナイト〟が、マテリアル・コアの代用品となることもすでにわかっている。

　イリスは二人の実力者に向けて、不ふ審しんの眼まな差ざしを向けた。

「──この腕輪は、輝石セレナイトを動力源として動きます。そして扱うためには、使用者の側にも特殊な処しよ置ちが必要です。腕輪に命令をくだすための特殊な分ぶん泌ぴつ物ぶつを脳から出せるように、有機的な人工組織を移い植しよくするのですが──貴方あなた達に、その技術があるとは思えません。メビウス氏やその父ちち君ぎみの場合は、強ごう引いんなやり方がたまたま成功しただけのようですが……他ほかの人達には一体、何をしたんです？」

　自分の言葉の一部が、彼らの理解の範はん疇ちゆうを超えていることを承しよう知ちで、イリスはそう問いかけた。これははったりの意味もある。

　より正確には、脳に移植する器官は、腕輪から体内に流れたコアの成分を効こう率りつ的てきに〝溜ためる〟質のものである。本人が強く意識すると、その成分は腕輪に還かん流りゆうし、この時に意志の力がマテリアル・コアを変へん質しつさせ、光る刃やいばの形としたり、腕輪を動かす力となる。

　輝石セレナイトの成分そのものについては、まだ謎なぞの部分が多いが──人の意志に反応するという点で、それは〝生き物〟のような性質を持っていた。

　メビウスの場合は、脳に輝石セレナイトの成分を直接埋うめ込こむという、あまりに荒っぽい処置をしたらしい。

　しかしシズヤは、仮か面めんなどつけていない。アカツキもエイミーも同様だった。

「答えてください、ジェラルド元げん首しゆ。私達を協力者と認めるなら、実情を説明していただけないことには、協力の仕し様ようもありません」

　問い詰めるようなイリスに向けて、ジェラルドが苦笑した。

「特に隠かくすほどのことではないのですよ。もちろん、一般には秘ひしていることですが──メビウスの父親が神霊スピリツトとの交信に成功した後、神霊スピリツトからは二種類の物が出てきました。一つは、五十対ついの腕輪。それから数年をおいて出てきたのが、〝屍しかばねの薬〟です」

　その単語に、イリスは耳をそばだてた。フォルナム神殿でも、御柱ピラーから劣れつ化かしたクローンが溢あふれ襲撃を開始した時に、そんな言葉を聞いたような気がする。

　彼らに投とう与よされていたのが、その薬らしい。

「その薬は腕輪とは異なり、今も絶えることなく産出が続いています。死の神霊アービタ・スピリツトにあてがったそこのパイプから、五時間に一回ほどのペースで、定期的にざらざらと溢れてくるのです。パイプは隣室に続いてますので、興味がありましたら、後でご案内しましょう」

　ジェラルドの説明はなおも続く。

「その〝屍しかばねの薬〟に耐たい性せいのある者達は、投とう与よ後に腕輪を使えるようになります。ただし継続しての投与が必要です。薬が切れると昏こん睡すい状態に陥おちいり、そのまま放ほう置ちすれば死亡します。そして耐性がなかった者は──残ざん念ねんながら、狂くるうか廃はい人じんになるか、あるいは死亡するかです。これも──貴方あなたがたの世界に、あったものですか？」

　ジェラルドが、そっと手を差し出した。

　その掌てのひらに載のった白い錠じよう剤ざいを見るなり、イリスは硬こう直ちよくする。

　傍かたわらのバニッシュも咄とつ嗟さに息を吞のみ、パンプキンは低く唸うなった。

　小さな、白い錠剤──その表面には、〝Ｄｅ・Ｍ〟と小さく刻こく印いんされていた。

〝腕輪〟を扱うためには、確かに処しよ置ちが必要である。

　だが、その処置は一人一人に手て間まがかかる。もっと素早く、もっと効率的に──そんなことを考え、〝投薬によって処置を済ませる〟ことを狙ねらった研究者がいた。

　薬の投与によって、脳が〝腕輪を操そう作さする〟ための、特殊な分ぶん泌ぴつ物ぶつを生むようになる──それは本来、昇しよう華かを制せい御ぎよする目的での研究だった。だが昇華については、エルシオンが開発した〝腕輪〟による制御が先んじ、またその有用性が認められてしまった。

　負けを悟さとった研究者は、しかしそこで諦あきらめはしなかった。

　薬によって脳を変へん質しつさせること自体には成功していた。たとえそれが酷ひどい副作用を生じるものであったとしても、彼にとっては、速さと効こう率りつの面で優すぐれた方法だったのだ。
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　昇しよう華かのための薬から、腕輪を制せい御ぎよするための薬へと、研究の主題を変化させ、その研究者は試薬を完成させた。

　だが、いくつかの副作用の問題は解決できず、またその品が実用化される前に、研究者は殺された。

　イリスと同じ顔をした、ある少女によって。

「刻こく印いんの〝Ｄｅ・Ｍ〟という文字と、その症状にちなんで、〝Ｄｅａｄ・Ｍｅｄｉｃｉｎｅ〟、すなちわち〝屍しかばねの薬〟と名付けました。文字どおり、実験の犠ぎ牲せいになった者達も多いのですが……しかし、これは有用な薬です。シズヤ達はこれのおかげで腕輪の力を得ました。副作用を抑おさえるために、寿じゆ命みようの続く限り服用し続けなければなりませんが、それくらいの代だい償しようなら安いものでしょう」

　ジェラルドは誇ほこらしげだった。だが彼の言葉は、もうイリスの耳には入っていない。

「──ディレイン・エボリューションの……Ｍ型であるか」

　パンプキンが、ぽつりと呟つぶやいた。

　ディレイン・エボリューション──〝Ｄｅ〟は、バークライト・ディレイン大佐の開発した薬につけられる識しき別べつ記号でもある。

　彼はイリスの養よう父ふであり、薬学の権けん威いであり、軍の大佐でもあった。

　彼の実験によって犠牲になった者は少なくない。仲間のカトルも、初期の薬物の被ひ害がいを受けた一人である。

　白い錠じよう剤ざいが、パイプの中をざらざらと通る音がした。定期的な薬の生せい成せいがはじまったらしい。

　立ち尽くしたイリスは蒼そう白はくとなって、目の前の黒い球体を凝ぎよう視しする。

　光こう沢たくを放つ球体は、闇やみよりもなお黒く、その奥に淀よどんだ〝何か〟の存在を感じさせた。

　イリスはこみあげてきた吐はき気けをこらえて、かすかに頰ほおを引きつらせる。

　亡き養父の哄こう笑しようが──黒い神霊スピリツトの表面に、浮いて見えたような気がした。
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　鍾しよう乳にゆう洞どうを利りして造られた研究施設の、その地上部分の一角に──

　フォルナムの神しん官かん、コウ・シェルパは、監かん視しつきで軟なん禁きんされていた。

　彼はシャジールの民である。人ではなく、蛇へびに似た頭を持っている。

　その金色の眼めは今、部屋の窓に注がれていた。

　近づけぬように、窓の傍そばは鉄てつ格子ごうしによって囲まれている。コウがそこから顔を出して、万が一、外から見られることを恐れたのだろう。

　部屋は一階部分で、中庭に面している。余よ人じんが入れる場所ではないはずだったが、念ねんには念を入れての措そ置ちと思われた。

　外に出られぬ点を除けば、待たい遇ぐうは決して悪くない。高級な宿と変わらぬ程度の部屋をあてがわれ、監かん視し役やくを兼かねた世話係もついている。

　シャジールの民は食に対する欲求が薄いため、食事に対する不満などもない。もし欲しい物があれば取り寄せるとも言われたが、そうした欲求も特にない。

　日々を、穏おだやかに──

　コウ・シェルパは、淡たん々たんと過ごしていた。

　死の神霊アービタ・スピリツトに触ふれる機会は、まだやってきそうにない。すぐ傍そばにあるはずだということは感覚的にわかったが、その正確な位置も把は握あくしてはいない。

　要するに今の自分は、無む闇やみな操そう作さによって神霊スピリツトが暴走した時に駆かり出されるための、安全装置でしかなかった。

　その事態を望みたいとは思わない。最悪の場合には、修正不可能な事態に陥おちいる可能性もある。

　そう──御柱ピラーの機能自体には、いくらでも修正が利きくが、どんなに御柱ピラーが多機能であれ、〝過去〟を修正することだけはできない。

　起きてしまったことは消せない。

　犯した罪つみも、消えない。

　それを償つぐなうために、行動することはできるかもしれない。しかし、そのことによって過去の罪が消えるかといえば、答えは否いなである。

〝これも、我々の招まねいたことか──〟

　長椅子に身を預け、コウ司し教きようは嘆たん息そくした。

　仕方のないことだとは思う。人は、シャジールの民のようには生きられない。

　否──シャジールの民は、人のようには生きられないと言うべきなのかもしれない。

　歪いびつなのはおそらく、自分達も同様だろうと思う。

　かつてはシャジールの民も、同族同どう士しで殺し合い、戦いくさを重ね、長い歳月をかけて進歩を重ねてきた。

　そして、その結果──滅めつ亡ぼうに至った。

　コウ達が生きている以上、厳げん密みつには〝滅亡〟とはいえない。だが実質的には、もう遠い昔に自分達は滅亡したのだと、コウ司教は考えている。

　コウ・シェルパをはじめとする、現在に生きているシャジールの民は、種しゆの残ざん滓しのようなものに過ぎない。

　自力で子孫を増やすこともできず、御柱ピラーを用いて若い肉体の複ふく製せいを繰り返し、そこに記憶を移い植しよくし続けて、シャジールの民は生き続けている。

　償えない罪を、償うために。

　今という時間も、永えい劫ごうに続くかの如ごとき、その流れの中に在ある。

　しかしその永劫も、御柱ピラーと死の神霊アービタ・スピリツトの如何いかんによっては、脆もろくも崩くずれ去るだろう。

「考え事ですか、司し教きよう」

　リョガクという名の監かん視し役やくが、気安く声をかけてきた。

　やたらと体たい軀くの大きな髭ひげ面づらの偉い丈じよう夫ふで、シズヤの部下らしい。北方民族の出しゆつ自じだと本人も言っていた。

「えぇ。私達と、この世界のことについて──考えていたのです」

「難しい話になるなら、わかりそうな奴やつを呼ぶが、どうするね？」

　気を利きかせて言ったのだろうと思う。リョガクという男は朴ぼく訥とつで、威い勢せいはいいくせに妙みように気き遣づかいが細こまかい。

　彼もシズヤの部下だけに、敵を殺すことなどなんとも思っていないはずだが、身内に対しては甘あまいようで、それなりに人じん望ぼうもあるらしい。コウ司教を監視している時にも、よく仲間が親したしげに差さし入いれを持ってくる。

「呼ぶ必要はありません。それで私の扱いが変わるわけでもないのでしょう？」

「違いない。すまんね、司教様。できれば気分転てん換かんに外にでも出してやりたいところだが、こればかりは命令だ」

「お気遣いなく。我々、シャジールの民は、そうした精神的な重じゆう圧あつとは無む縁えんの存在です」

　シャジールの民は、自らの意思で痛つう覚かくさえ絶つことができる。拷ごう問もんも効きかないし、もし死のうと思えば、すぐにも楽に死ねる。自分達は進化の過か程ていで、その能力を獲かく得とくした。そうした能力を得てしまうほど、酷ひどい歴史を持っているとも言える。

　リョガクは机に頰ほお杖づえをつき、存ぞん外がいに優やさしげな眼めでコウを見ていた。

「しかし、あれだな。俺おれはシャジールの民ってのに会うのは、あんたが初めてなんだが……みんな、あんたみたいなのかい？　落ち着いていて、温おん和わで、丁てい寧ねいで……怒ることなんかないみたいでさ」

　コウ司教はその問いに、静かに頷うなずいた。

「そうですね。そのはずです。我々は──遠い過去に、負ふの感情を自らの意思で切り捨てたのですよ。種しゆとしての進化を止め、静かに滅めつ亡ぼうすることを選んだのです」

　リョガクが首を傾かしげた。

「滅亡？　数は多くないだろうが、あんたらはずっと生きているじゃないか」

　彼の指し摘てきは、当然のものだった。だからコウ司教は、かえって罪ざい悪あく感かんを強く覚おぼえる。

「えぇ、我々は……まだ、生きていますね。遠い遠い、悠ゆう久きゆうの昔に──種としての責任から逃げるように眠りについた時は、このまま永遠に眠りから覚めないのだとばかり思っていました。でも、この地に貴方あなたがたが訪れ、我々を眠りから覚ました。それ自体は悲ひ劇げき的てきなことでしたが──不思議な巡り合わせです」

　コウ司し教きようは細く長く、溜ため息いきを吐ついた。

　リョガクは苦笑している。

「俺おれは神話には詳くわしくないよ。やっぱり、話の合いそうな奴やつを誰だれか呼ぼうか？」

「いいえ。これは神話ではないのです。誰を呼んでも、わからないことですよ」

　コウ司教は微笑さえ浮かべて、目の前の男を見つめた。

　彼は人間である。

　つまりシャジールの民にとっては、護まもるべき対象である。

　政治的に、敵であろうと、味方であろうと──人は全すべて、護るべき対象である。

　ただ、もし彼らが〝ある一線〟を越えようとした時には、シャジールの民は裁さばく権利を持たぬままに、彼らを断だん罪ざいするかもしれない。

　それは罪つみを重ねることでもある。だが、この世界の大多数の人々を〝護る〟ためには、その罪を背せ負おうことが、シャジールの民の宿しゆく命めいともいえた。

　そうならぬことを祈りながら、コウ司教は待っている。

　死の神霊アービタ・スピリツトに、自分が触ふれられる時を──

　ただ、待っている。
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〝特例として、神しん姫きとの面会を許す──〟

　申しん請せいしたわけでもないのにそんな許可が下りたのは、フェリオ達がウィータ神殿に着いた翌日のことだった。

　フェリオ達一行にとっては、光こう栄えいながらも意外なことである。護ご衛えいのライナスティなどは、ひどく興奮した様子だった。

「ひょっとしたら、とは思っていましたが──フェリオ様、これは凄すごいことですよ。国こく賓ひんが希望したって、神姫の側からの招きがなければ会えないんですから。ジラーハの同どう盟めい国こくでもないアルセイフの王族が、神姫と面会できるなんて、前ぜん代だい未み聞もんのことです」

　フェリオは曖あい昧まいに頷うなずいた。実際にアルセイフの王族で、歴れき代だいの神姫と面会した者がいるのかいないのか、フェリオはよく知らない。ライナスティが言うのなら、そうなのかもしれないと思う程度だが、今回の面会はおそらく〝ウルク〟という特殊な人じん脈みやくが影響している。

　フェリオとしては、彼女が神姫に頼たのんだのだと思っていた。

　はしゃぐ相あい棒ぼうを横目に、ディアメルが苦笑した。

「おまえがそんなに信心深いとは知らなかった。なんなら従者としてついていったらどうだ？」

「無む茶ちや言うな。名指しされた当人以外、神姫には会えないんだよ。護衛の人間だって、ついていけるのは控ひかえの間ままでだ。面会の場には高こう位いの神しん官かんが幾いく人にんか同席するだろうけど、それだって神姫の指定次し第だいなんだぜ。一般人が神姫の姿を見る機会なんて、祝しゆく祭さいとか、特別な催もよおしの時ぐらいなもんだ。従者風ふ情ぜいが入れる場所じゃないんだよ、ウィータ神殿の奥ってのは」

　騎士の披ひ露ろうした知識に、フェリオは素直に驚いた。

「詳くわしいんだな、ライナスティ。俺おれもさっき、ウルクから事情を聞いたばかりなのに」

　すぐ傍そばに控えていたウルクも、これには眼めを丸くしていた。

「本当に。他国の方で、そこまで細こまかいことを御ご存ぞん知じなんて、驚きました」

「あ、いえ。ちょっと小こ耳みみに挟はさんだ程度でして」

　慌あわてて弁べん解かいするライナスティを、ディアメルが胡う散さん臭くさげに見つめた。

「おまえの知識は相変わらず出で所どころが知れないな。それはともかく──では、我々は控えの間で待たい機きいたします」

「あぁ、頼む。リセリナ達には伝でん言ごんを頼んでおこう」

　リセリナとムスカ、シアの来訪者ビジター三人は、ジラーハにいるシャジールの民達に呼ばれていた。用件はわからないが、〝元いた世界〟に関かかわることらしく、フェリオの同席は断られた。シャジールの民は、来訪者ビジター達の持つ知識を、あまりこの世界に広めたくないらしい。

　どんな話をしているのかはわからないし、気にならないわけでもないが、あえて首を突っ込むのも憚はばかられた。

　宿しゆく舎しやを出たフェリオ達は、ウィータ神殿の中心部まで、馬車に乗って導かれた。

　フォルナムよりも規模の大きなウィータ神殿では、内部の行き来も、基本的には馬車を使っている。建物内の廊下でさえ、一部は馬車での通行を前ぜん提ていとして設計されている様子だった。

　神しん官かん達の乗合い馬車も定期的に巡っているものの、さすがにフェリオ達には専用のものが用意された。

　ウルクと、そして護ご衛えいの騎士達と共に、フェリオはウィータ神殿の深しん奥おうへと入っていく。

　内部の構造は入り組んでいて、一度通っただけでは理解できそうになかった。行き来する神官達も多く、神殿というよりは、まさに行政のための機関という印象がある。

　ところが、その中央部──御柱ピラーの傍そばにある、神しん姫きの居住区が近づいてくると、その様よう相そうは一変した。

　立ち働く神官達の気配がほとんどなくなり、その代わりに警備の者達が居並び始めた。広い廊下に等とう間かん隔かくに並んだ彼らは、さほど緊張した様子ではなかったが、それぞれに神しん鋼こうの装備で身を固めている。

　馬車の窓から彼らの姿を認めたフェリオは、傍かたわらのウルクに問いかけた。

「彼らも神殿騎士団か？」

　ウルクは微笑して首を横に振る。

「いいえ。あの方かた達は枢すう機き連れん隊たいといって、このジラーハの治安維持に関かかわる部隊です」

「ふぅん……カシナート司し教きようも神姫の護衛をしていたって聞いたけど、こういうことをしてたのか？」

「カシナート司教はまた別です。〝近衛このえ騎士〟といって、神姫のすぐ傍で警護をする立場だったんです。特にカシナート司教は家いえ柄がらも良かったものですから、神姫の相談相手にもなっていたみたいで……普通は神姫の部屋までは入れない立場なのですが、あの方だけは特別だったみたいです」

　そのことが、カシナートの早い出しゆつ世せにもつながったらしい。

　馬車が止まり、フェリオ達は屋内の噴ふん水すいの前で降ろされた。

　清せい浄じような水を湛たたえた噴水は、四方にそれぞれ、蔦つたの絡からんだ樹木と、燃え盛さかる炎ほのおと、流れる水と、そして風に舞まう羽を象かたどった彫ちよう刻こくがあり、中央には神官の衣ころもをまとった乙女おとめの像ぞうがある。

　神姫を中心として、四つの神殿を表したものだということは、フェリオにもすぐわかった。

　フェリオはそこで、刀をライナスティらに預けさせられた。

　警護役でもない他国の者が、神姫の前に刃物を持ち込むことは禁じられているらしい。暗殺を警戒すれば当然のことではある。

　護衛の騎士達はそこから控ひかえの間まに案内され、フェリオとウルクは別の神官に先せん導どうされて、神姫の待つ場所へと向かうことになった。

　磨みがきぬかれた石の床ゆかに、硬かたい靴くつ音おとが反響する。

　近づいてくるにつれて、さすがにフェリオも緊張してきた。

　神殿勢力に与くみする者にとって、〝神しん姫き〟の存在は神しん聖せいかつ不ふ可か侵しんのものである。実権には乏とぼしく、あくまで象しよう徴ちよう的てきな立場ではあるが、それゆえに神殿勢力を統すべ得うる唯ゆい一いつの存在となっていた。

　ジラーハが他の四神殿を統とう治ちする立場であるのも、神姫が〝ジラーハ〟に存在するために他ほかならない。

　鏡かがみのように光を反射する大だい理り石せきの柱の影では、警備の者達が跪ひざまずいていた。彼らに引ひき換かえ、自分は丸まる腰ごしである。心細いとまでは思わないが、少し落ち着かない。

「いつもの武ぶ具ぐがないと、やっぱり不安ですか？」

　歩きながら、ウルクがフェリオの心を見み透すかしたように、にこやかに問いかけてきた。

　フェリオは小さく首を横に振る。

「いや、問題ないよ。これだけ護ご衛えいもいれば、刺し客かくだって入ってこられないだろうし」

　口ではそう応こたえたものの、これはフェリオの本心ではない。神姫の前に武器を持ち込もうとは思わないが、もし今、何者かに襲われたら、目の前にいる〝ウルク〟を護まもれるのか──フェリオの不安は、むしろそこにある。

　ウルクもそこまでは察さつすることができなかったらしく、くすりと笑って、小声に話し始めた。

「フォルナムにもいらした神殿騎士団のレーヴェ・グレイスナイフ司し祭さい──あの方かたのこと、憶おぼえていらっしゃいますか？」

　フェリオは頷うなずいた。死んだベリエ・バーミリオンに代わって、今は彼女がフォルナム駐ちゆう留りゆうの神殿騎士団団長となっている。副団長のリカルド・バーゼスも、死体こそ見つかっていないが、おそらくはあの騒そう動どうの中で戦死したはずだった。

　廊下を歩きつつ、ウルクはフェリオの傍そばに身を寄せ、耳元に囁ささやく。

「あのレーヴェ司祭の扱っていた〝[image: 拳]けん術じゆつ〟も、元は神姫の護衛を目的として発展した技なのだそうです。今でこそ神姫の護衛や、あるいは謁えつ見けんの神殿騎士達には帯たい剣けんが認められていますが、かつてはそれさえも禁じる時代があったそうで──レーヴェ司祭ほどの使つかい手ては、今では珍しくなりましたけれど、神殿内には体術に秀ひいでた方もそれなりにいらっしゃいますわ。もし御興味がおありでしたら、滞たい在ざい中ちゆうにお引き合わせいたしますけれど……」

　タートムの使者達が着くまでの間、フェリオが退たい屈くつだろうと、ウルクは気き遣づかってくれている様子だった。武ぶ芸げいの話なら、フェリオの興味をひけると思ったに違いない。

　フェリオは数すう瞬しゆんの思し案あんを経て、ウルクと同じように声を潜ひそめた。

「そうだな……それもいいけど、ウルクは、こっちではしばらく時間がとれるのか？」

　司祭の少女は可か憐れんに微笑ほほえむ。

「はい。今は特にすることもありませんので、ゆっくりしようと思います」

「じゃあ、もし時間の都つ合ごうがつくなら、馬ば術じゆつの練習はどうかな」

　フェリオには、彼女との約束があった。

　その約束をしたのは、内乱の最中のことである。彼女が記憶喪そう失しつになったり、タートムとの戦いがあったりと、なかなか約束を果たす機会がなかったが、このジラーハでなら問題は何もない。

　ウルクはしばらくきょとんとして、たちまちにその頰ほおを赤くした。

「あ……憶おぼえていてくださったのですか？　あの約束──」

「ウルクとの約束だ。忘れるわけない。体調も落ち着いたみたいだし、ここならおとなしい馬も選べそうだし、ちょうどいいと思う」

　本格的な騎き乗じよう技術を憶える必要はない。落らく馬ばでもしたら大事になるし、なによりウルクの立場では、乗る機会もあまりないだろう。だが、練習すること自体が気分転てん換かんにもなる。

「それとも、こっちだとかえって都合が悪いかな。ウルクの立場だと、馬に乗るのも制限されたりとか……」

「そ、そんなことはないです！　女神しん官かんでは珍しいかもしれませんけれど、趣味として乗られる方かたもいますし、私のほうは……その、フェリオ様の御都合さえよろしければ、ぜひお願いいたします」

　ウルクは心持ち早口になって、潤うるんだ眸ひとみをフェリオに据すえた。彼女の甘あまい匂においがすぐ傍そばに感じられて、一瞬、フェリオはどきりとする。

　アルセイフでの舞ぶ踏とう会かいの夜──

　あの夜、ウルクと口付けをしたことは、二ヵ月近く経たった今も、まだ印象に残っていた。あの夜のことをウルク自身は憶えていないらしく、フェリオも努つとめて意識しないようにしていたが、これがどうも上手うまくいかない。

「おやおや、仲がよろしいことですな」

　柱の影から、老人のにこやかな声が割り込んだ。

　驚いたフェリオは、慌あわてて声のしたほうを見る。油ゆ断だんしていたせいもあるが、あまり気配を感じなかった。

　そこに立っていたのは、腰の曲がりかけた老人だった。樫かしの杖つえをつき、穏おだやかな笑みを振りまいているが、その笑みに嫌な凄すご味みが漂っている。同じ老人とはいっても、講こう談だん師しのゴーダ・トレイスや、あるいはアルセイフの官僚達などとは、放つ気配がまるで違っていた。

　この暗い気配はむしろ──気のせいかもしれないが、シズヤ達にも近いものがある。つまりは〝裏側〟で生きている者に特有の気配だった。

　背せ筋すじに悪お寒かんを覚えながら、フェリオはすかさず一礼した。

「失礼を。フェリオ・アルセイフです。神しん姫きのお召めしによりうかがいました」

「これはこれは、ご丁てい寧ねいに。信しん教きよう監かん査さ院いんのビランチャ・カラムナフスと申します。フェリオ様のお名前は、カシナート司し教きようよりかねがね伺うかがっておりました。先の内乱とタートム戦の折には、御ご活かつ躍やくだったそうですな。その若さで、たいしたものです」

　しゃあしゃあと誉ほめるビランチャは、あくまで丁てい重ちような物もの腰ごしだった。しかしフェリオは、初対面の彼にあまりいい印象をもてない。

　信しん教きよう監かん査さ院いんの所しよ属ぞくということは、カシナートに近い立場のはずだが、つまりはフォルナムの制せい圧あつを目もく論ろんだ首しゆ謀ぼう者しやの一人とも思われる。また、ビランチャのほうでも、そう思われることを承しよう知ちで、あえて堂々としているように見えた。

（……〝怖こわい人〟みたいだな）

　咄とつ嗟さにそうわかった。これは直感などではない。悪あく意いも善ぜん意いも感じさせない、ビランチャの眼めの澄すんだ暗さが、フェリオにそう確信させた。

「ウルク司し祭さいも、ご無事で戻られて何よりです。神しん姫きもご心配しておいででしたぞ」

　ビランチャはそう言って、ウルクにも視線を向けた。

「恐おそれ入いります。神姫は謁えつ見けんの間まですね？」

　ウルクの問いに、ビランチャが形だけの苦笑を見せた。

「いえ、それが……非公式のことですので、謁見の間は使わずに、自室のほうでお会いになるとのことです」

　ウルクが驚いて眼を見み張はった。

「神姫の部屋で……？　姉ねえ様さまがそうおっしゃったのですか？」

「はい。他国の方かたが入ってよい場所ではないはずですが……神姫が許可している以上、我らが差さし出でがましい口を挟はさむのも不ふ敬けいというもの。あくまで私的なお話をしたいということなのでしょう」

　ビランチャは穏おだやかにそう言って、フェリオ達を先せん導どうした。

「珍しいことなのか？」

　問うフェリオに、ウルクが頷うなずきを返す。

「特に禁じられているわけではありませんが、普通は──初対面ですし、他国の方を自室に招くというのは、あまりないことです」

「確かに、ノエル様の代では初めてのことかもしれませんな。とはいえ、長いジラーハの歴史の中では幾いく度どか前例のあることです。でなければ、カシナート司教も許可されません」

　ビランチャが、大きな木製の扉とびらの前に立った。

　脇わきに控えていた女の神しん官かんが扉を開けると、目の前にはウィータ神殿の紋もん章しようを描いた大きな柱が現れた。その柱は、部屋の外から中が見えぬように、目め隠かくしの役割も果たしている。

　その柱の脇をすり抜けると、いくつもの部屋につながるホールへと出た。

　扉はなく、アーチ型の入り口が周囲を囲んでいる。それぞれが別の部屋に通じている様子で、いずれの部屋にも明るい陽光が差し込んでいる。すべての部屋で、天井部分に明あかり取とりの窓をつけてあるらしい。

　書しよ棚だなの目立つ部屋、ベールで覆おおわれた部屋、衣い装しよう棚だならしき家具が見える部屋、その様子はさまざまだったが、正面の部屋の前には、侍じ女じよと思おぼしき神しん官かんが佇たたずんでいた。

　その部屋は一ひと際きわ明るく、中庭に通じるテラスが張り出しているのが見える。見たところは、貴族の居室とも近い雰ふん囲い気きだった。

　ビランチャはそこで立ち止まり、神官に目め配くばせをして、フェリオ達を奥へと案内させた。

　毛足の長い絨じゆう毯たんを踏みしめて、奥へ進む。

　部屋の中は暖かく、爽さわやかな華はなの香かおりがした。

　テラスに面した窓の、すぐ傍そばで──一人の美しい娘が、本を読んでいた。

　フェリオ達に気づくや、彼女はゆったりとした動作で栞しおりを挟はさみ、柔やわらかな微笑を向けてきた。

「──よく、おいでくださいました。こちらへどうぞ」

　涼すずやかな声が響くや、フェリオは思わず、傍のウルクに視線を移した。かけられた声は彼女とよく似ていて、ウルクが声を出したのかとさえ思った。

　そんなフェリオを見て、ウルクはくすりと笑う。

　机で本を読んでいた娘は、青い髪を揺らして椅子から立ち上がり、楚そ々そと一礼した。

　その青い髪と優やさしげな眼まな差ざしは、フェリオの隣に立つ少女とそっくりでもある。

「神しん姫きを務つとめております、ノエルと申します。お目にかかれて嬉うれしいですわ、フェリオ様」

　ジラーハの──否いな、神殿勢力全体の頂点に立つ娘は穏おだやかにそう言って、フェリオ達二人に椅子を勧すすめた。
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　神姫、ノエル──

　姉妹であることが一目でわかるほどに、彼女はウルクとよく似ていた。

　髪型だけはだいぶ違う。

　左右で丁てい寧ねいに編あみ込んだ髪は胸元まで垂たれ、先端は白い紐ひもで結ばれている。そして後ろに流した髪は腰ほどまでの長さがあり、滑なめらかに陽光を反射していた。

　あとは神姫のほうが、少しだけ線の細い印象で、背もウルクよりわずかに高い。加えて彼女には、ウルクよりもさらに大人おとなびた落ち着きもあった。

　自然と周囲を抱ほう擁ようしてしまうような、そんな気配がある。

　あと数年もすれば、ウルクもこんなふうに成長するのかもしれないと、ふとフェリオは思う。

　カフェにあるような小さなテーブルを囲んで、フェリオは神姫ノエルと向き合った。

「フェリオ・アルセイフです。このたびは拝はい謁えつをお許しいただき──」

　その挨あい拶さつの口こう上じようを、神姫は途中で遮さえぎった。

「そんなに堅かたくならないでください、フェリオ様。自然にお話をしたかったから、ここにお呼びしたのです。謁えつ見けんの間までは、ベールに邪じや魔まされてお顔も見えませんもの」

　ノエルはフェリオに微笑を向けて、周りの侍じ女じよ達を気にするように小声で囁ささやいた。

「どうしても貴方あなたにお会いしてみたかったんです。だって、フォルナムから届いたウルクからの手紙には、ほとんど貴方のことしか書いていないんですもの。どんな方かたなんだろうって、ずっと想像していました」

「ね、姉ねえ様さま！　そんなことないです！　ちゃんと他ほかのことだって書いて……」

　傍かたわらのウルクを見ると、彼女はうっすらと頰ほおを上じよう気きさせていた。

　神しん姫きはくすくすと笑っている。

「他のこと？　アルセイフに到着した時と、フォルナム神殿に保護された時と、帰国の報告の時と──届いた三通のお手紙、合計十二枚の便びん箋せんの全部に、フェリオ様のお名前が出ていたわよ。フェリオ様に、フェリオ様と、フェリオ様が、って、冠かん詞しみたいに──なんなら今、ここに広げて確認しましょうか？」

　これにはフェリオまで顔を赤くしてしまう。舞ぶ踏とう会かいの夜に、ウルクが好意を持ってくれていることは理解したが、改めて指し摘てきされると気き恥はずかしかった。

　一方のウルクは、激しく首を横に振る。

「姉様！　そんな話をするために、フェリオ様をお呼びしたわけではないはずです！」

「あらあら、誤ご魔ま化かそうとしても駄だ目めですよ。手紙を読んだだけでもわかったけれど、実際のフェリオ様を見て、やっぱり納なつ得とくしちゃったもの。ウルクにもやっと好きな人ができたことを、私はとても嬉うれしく思うわ」

　すっかり姉としての声になり、ノエルは目の前のフェリオとウルクを交こう互ごに見つめた。

　フェリオもウルクも、これには言葉が出ない。

　舞踏会の夜から、フェリオはウルクのことをずっと意識してきた。だが、自分が彼女をどうしたいのかと考えると答えが出せず、表面上は今までどおりの関係を続けてきた。

　そしてウルクのほうでも、フェリオに決断を強しいるようなことは言わなかった。

　だが、神姫の無む邪じや気きな言葉は、そんな二人の関係の曖あい昧まいさを改めて浮うき彫ぼりにしてしまった。

「姉様、本当にやめてください。あの──今のフェリオ様は、タートムとの休戦の調ちよう停ていを控えていますし、ラトロアのこともあります。そうした事態以外のことで、余よ計けいな心しん労ろうをおかけしたくありません」

　呼吸を詰まらせながら、ウルクが呟つぶやいた。フェリオは何かを言おうとして、しかし言葉を思いつかずに口を噤つぐむ。

　神姫は首を傾かしげた。

「でも、そうしたお仕事に関かかわることは、いつでも付きまとうものよ。そんなことを言っていたら、いつまで経たっても先さき延のばしになるだけなんだから。カシナート司し教きようなんて、あんなにお忙いそがしいのに、私と会う時間はきちんとつくってくださいます」

　ノエルは嬉うれしそうにのろけた。

　神しん姫きとカシナートが恋こい仲なからしいことは、フェリオもウルクから聞かされていた。

　それが許される立場ではないはずだったが、カシナートも実力者だけに、これは黙もく認にんされた公こう然ぜんの秘密らしい。

　歴れき代だいの神姫も、〝公務によって行動の自由を奪うばわれる〟代わりに、恋人の存在は許されたとも聞いている。またそうした弱みは、神姫を思いどおりに操あやつるための、政治的な取引き材料ともなってきたはずだった。

　神姫が不意に、表情を改める。

「ねぇ、ウルク──私はこういう立場だから、普通の女の子みたいに、結婚とかはできないわ。でも貴方あなたには、そういう幸せを摑つかんで欲しいの。神姫の妹としてじゃなくて──一人の人間として、幸せに……好きな人と一いつ緒しよにいられる時間って、とても大切なものなのよ」

　隣でウルクが固まった。

　フェリオも、神姫の言葉には聞き流せない響きを感じた。

　ウルクと、一緒にいられる時間──

　フェリオは一度、その時間を失いかけた。ウルクが記憶喪そう失しつによって自分を忘れてしまった時に、そしてその症状が悪化した時に感じた喪失感は、今も鮮せん明めいに憶おぼえている。

　彼女が眼めを覚ましたら、言いたい言葉がたくさんあったはずなのに──まだ何も、言えていない。

　ジラーハにおけるウルクの姿を見て、彼女の幸せや生いき甲斐がいが、何処どこにあるのかを確かめてからでなければ、彼女を自分の元に縛しばってはいけないとも思っていた。

　その思いが、フェリオの口を長く閉とざしている。

　二人の沈黙を初うい々ういしいとでも見たのか、神姫はほほえましげだった。

「フェリオ様。貴方はまだ、御ご存ぞん知じないかもしれないけれど……ウルクには実は、縁えん談だんが持ち上がっています」

「姉ねえ様さま！」

　ウルクが姉を制せい止しした。

　フェリオもこれには絶ぜつ句くして、まさに呆ぼう然ぜんとする。

　あり得ない話ではないともわかっていたが、実際に聞かされると困こん惑わくが先立った。

　神姫は真まっ向こうからフェリオを見つめていた。その視線こそ優やさしいが、眸ひとみの奥には妙みような迫はく力りよくがある。

「相手はジラーハの有力神しん官かんで、良りよう縁えんといえば良縁です。でも安心してください。ウルクは断ったみたいで……貴方のことが好きだからでしょうね。でも、貴方が決断してくれない限り、いずれは断りきれなくなります。王族の結婚と同じで、政治的な要素が強いから……それはわかりますよね？」

　ゆっくりと余よ裕ゆうたっぷりに呟つぶやく神しん姫きとは裏うら腹はらに、ウルクは顔を真っ赤にして俯うつむいていた。

　フェリオはまだ言葉が出せない。

「貴方あなたがウルクのことを真しん剣けんに考えてくれていることは、なんとなくですけれどわかります。真剣だからこそ、すぐには答えを出せないのだと。でもね、フェリオ様。ウルクはこういう子だから、貴方を急せかしたりはしないでしょうけれど……姉としては、将来が不安なんです」

　神姫の言葉を咀そ嚼しやくして、フェリオはごくりと唾つばを飲んだ。

　ウルクが泣きそうになりながら袖そでを摑つかむ。

「フェリオ様、お願いですから、姉の言うことを真まに受けないでください。姉はちょっと強ごう引いんで大おお袈げ裟さすぎるところがあるだけで……私は本当に、リセリナ様のことも含めて、ゆっくりと考えていただきたくて……」

　ウルクはそう言いい募つのったが──フェリオは、神姫の前で誤ご魔ま化かすべきことではないと思った。

「神姫、私は……」

　口を開いたその時、部屋の外から足音が聞こえた。

「神姫、カシナート司し教きようとマディーン司教がお着きです」

　ビランチャ司教の声に、フェリオとウルクは揃そろってびくりとする。

　部屋に入ってきたカシナートとマディーンは、どちらも険けわしい顔をしていた。ただしカシナートの場合は、いつものことである。

　マディーンはフェリオを認めて一礼したものの、すぐに神姫へと視線を向けた。

「神姫、こうした予定の変へん更こうは困ります。フェリオ様とは、謁えつ見けんの間までお会いするとばかり思っていました」

　神姫は少しもひるまずに、穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「昨夜、カシナート司教からは許可をいただきましたわ。そうですね、カシナート様？」

「──はい。ウルク司し祭さいもご一いつ緒しよでしょうし、特に問題はないかと判断いたしました」

　涼すずしげに答えるカシナートに、マディーンは困こん惑わくした様子を見せる。

「司教までそのような……神姫、カシナート司教はどうも貴方を甘あまやかしすぎますが、本来なら、こうしたことは許されません。同どう盟めい国こくでもない国の特とく使しを直接、自室に招くなど……」

「だって、〝ウルクの選んだ男性〟がどんな方かたか、姉としては気になるじゃありませんか」

　マディーンが、きょとんとした。

　眼めをしばたたかせて、フェリオを見つめ、それからウルクを見つめ、最後に神姫へと視線を戻す。

「……神姫。今、なんと？」

　フェリオの隣では、ウルクが額を押さえ、溜ため息いきを吐ついていた。

　神姫は変わらず微笑んでいる。

「ですから、可愛かわいい妹のウルクが、どんな素す敵てきな方かたに恋をしたのか、こうして間ま近ぢかに確認したかったのです。フェリオ様はとても誠せい実じつそうな方ですわ。少し恥はずかしがりなところも可愛らしくて、昔のカシナート司し教きようを思いだします」

　カシナートが軽く咳せき払ばらいをしたが、マディーンはそれどころではない。

「ウルクが……フェリオ様と……？　そ、そうなのか、ウルク？　こちらのフェリオ様が……」

　神しん姫きノエルが首を傾かしげた。

「お父様、まさか、気づいていなかったのですか？　普通に考えて、フェリオ様しかいらっしゃらないじゃないですか。遠い異国のアルセイフまで、ウルクは誰だれに会いに行ったと思っているんです？」

「い、いや、それは、あれだ、その……」

　傍はた目めにも気きの毒どくなほどに狼ろう狽ばいして、マディーン司教は視線を激はげしく移うつろわせた。

「フェリオ様、それはつまり……うちのウルクが、王族のフェリオ様と……」

「フェリオ様、今は何もおっしゃらないでください。父には改めて説明します」

「いや、そういうわけにもいかないだろう。マディーン司教、私は……」

　ウルクとフェリオの言葉が交こう差さし、マディーンの顔色はいよいよ難しいものになる。

　カシナートが嘆たん息そくした。

「神姫。さすがに性せい急きゆうすぎました。こういう話は、少しずつゆっくりと進めるものです」

「いいえ、鈍にぶい方には、これくらいでちょうどいいんです。カシナート様だって、私と結ばれた時は勢いきおい任まかせだったじゃありませんか」

　神姫の問題発言に、カシナートが目め頭がしらを強く押さえた。

　二人の愛まな娘むすめの恋愛模も様ように直面した父親、マディーン・ティグレーは、言葉を詰まらせたまま、フェリオを見み据すえる。

「な、なんてことだ……そんな、私は……いや、これは……しかし、なんというか……」

　まともな言葉が出てこないほどの衝しよう撃げきだったらしい。

　さすがに気の毒になって、フェリオはマディーンに椅子を譲ゆずり、深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれた。

「マディーン司教、申もうし訳わけありません。まず真っ先に、司教にお知らせするべきだったのですが……タートムとの調ちよう印いんのこともありますし、肝かん心じんのウルクとの話し合いも、まだだったものですから──」

〝話し合い〟と聞いて、今度はウルクが真っ赤になった。

「あの、フェリオ様。私はそんな、急いで結論を求めるようなことはしたくありません。それにリセリナ様のことだってありますし……」

「リ、リセリナ様？　ちょっと待て、ウルク。フェリオ様には、他ほかにも女性がいるのか？　そんな話は……」

「そうじゃなくて──もう！　姉ねえ様さまのせいですよ！　お父様にはゆっくりと説明するつもりだったのに……」

「駄だ目めよ、ウルク。お父様みたいな人は頭が堅かたいから、勢いで説せつ得とくしないと。ゆっくりと話し合いなんてしたら、いつまでも唸うなってばっかりよ」

「ノエル！　実の親に向かってその言いい草ぐさはなんだ！」

　マディーンの言葉遣づかいは、神しん姫きに対するものから娘に対するものへと変化していた。

　親子三人の言い争いの様よう相そうを呈ていしてきたために、フェリオとしては口を挟はさむに挟めない。何を言っても悪いほうへ誤ご解かいされそうな確信があった。

　見かねたカシナートが、軽く手を叩たたいた。

　ティグレー家の面めん々めんが、一いつ斉せいにカシナートへ視線を移す。

「……混乱されているようですね。各自、冷静になった上で、日を改めて話し合いの席をもたれてはいかがですか？　フェリオ様も困こん惑わくしておいでです。タートムとの調ちよう停ていのこともありますし──今はこれ以上の話をしても、親子喧げん嘩かになるだけでしょう」

　一ひと際きわに冷さめたカシナートの声は、この場では殊こと更さらに頼たのもしかった。

　遠巻きに立つ神姫の世話役の女じよ官かん達も、この状況には固唾かたずを飲んでいる。

　我に返ったマディーンが眉まゆを寄せたまま頷うなずき、ウルクと神姫もこれに続いた。

　フェリオと神姫との初めての会談は、政治的な要素をまったく排はい除じよしたまま、うやむやのうちに散さん会かいとなった。
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　フェリオとウルク達が去った後で、カシナートは神姫と二人きりになった。

　女官達も気を利きかせて下がり、広い部屋に小さな卓テーブルを挟んで、二人は向かい合う。

「……神姫、やりすぎです。いくらウルク司し祭さいのことが可愛かわいいとはいえ……」

　カシナートはまず、神姫をそう窘たしなめた。

　ノエルは悠ゆう揚ようとしている。

「やりすぎなんて、心しん外がいです。私は少し背中を押してさしあげただけですよ」

　カシナートは深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

「……ここの女官達はそれなりに口が堅い。ですが、ウルク司祭に関する〝あんな場面〟を見せられて、黙っているほどとは思えません。神姫、わざと仕し掛かけましたね？　ウルク司祭とフェリオ様の関係について、神殿内に噂うわさを流させて、既き成せい事じ実じつ化かしようと……」

「……カシナート様。二人きりの時は、きちんと名前で呼んでください」

　神姫ノエルが、少し甘あまえた声を出した。

　濡ぬれた眸ひとみに見つめられ、カシナートは一瞬だけ言葉に詰まる。

「……ノエル。貴方あなたがウルク司祭を大切に思っていることはわかります。ただこの方法は、あまりいい策さくとは思えません。今の時点で噂うわさが広まれば、フェリオ様は神しん姫きの妹を誑たぶらかした悪者のように思われる可能性も……」

　ノエルはくすくすと少女のように笑った。

「それくらいの障しよう害がいなら、恋の火に薪たきぎを足たすようなものですわ。だってウルクは、フェリオ様のことが大好きみたいですもの。フェリオ様のほうは、まだ覚かく悟ごが固まっていないようですけれど……リセリナ様という方かたのことも気になりますね」

「ノエル！　相手は一国の王おう弟ていです！　冗じよう談だん事ごとでは済まな……」

「カシナート様、怖こわい顔──昨夜はあんなに優やさしかったのに」

　からかわれたカシナートは真っ赤になって、頰ほおを引きつらせる。

　他ほかのどんな相手を前にしても、決して弱みを見せないカシナートだが、この神姫ノエルだけは例外だった。議論をしても手て玉だまにとられてしまうし、甘あまえられるとどうしても強く言えない。

　惚ほれた弱みというのは恐ろしいものだと、最近はつくづく思う。

「くっ……話を逸そらすのは卑ひ怯きようです。神姫、タートムとの休戦調ちよう停ていを控えている時に、このようなことは……」

「だって、休戦調停が終わったら、フェリオ様はしばらく滞たい在ざいしてからご帰国されるのでしょう？　その前にいろいろと話を進めておかないと、かえって後で揉もめることになります」

　一理はある。だが、政治のことを第一に考えるカシナートにとっては、承しよう服ふくしにくいことだった。
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「焦あせらずともいずれは、なるようになります。ウルク司し祭さいの頑がん固こさと周しゆう到とうさは貴方あなたといい勝負ですから、周囲でとやかく言う必要もないでしょう」

　カシナートがそう言うと、神しん姫きノエルは目め許もとを伏ふせた。

「カシナート様。ウルクは、とてもいい子なんです」

　言葉とは裏うら腹はらに、その声はどこか哀かなしげな気配を醸かもしている。

「本当に、とてもいい子で……だから私は、心配なんです」

　カシナートは首をひねった。神姫が何を言おうとしているのか、よくわからない。

　神姫ノエルは席を立ち、カシナートの傍そばに歩み寄ると、その胸に身を預けた。

　彼女を抱きとめることには、カシナートも慣れている。

「……ウルクは、自分がすべきことを見つけたら、そのための努力を惜しまない子です。あの子があの若さで司祭になったのは、決して私の影響ばかりではありませんわ。あの子自身が、学業でも神しん官かんとしての立たち居い振ふる舞まいでも、いつも努力を重ねてきたからです。あの子は──このジラーハの、神じん師しになることを目指していました。野や心しんのためではなくて、争い事を効こう率りつ的に仲ちゆう裁さいできる便べん利りな立場だからと……実際はそんなことができる立場ではありませんけれど、幼い頃ころのあの子は、そう信じていたんです」

　ジラーハの神師は、確かに神官としての最高位である。そして今の神師には、人格者として知られるある大だい司し教きようが就ついており、実際に南方の内乱を鎮しずめようと努力しているが──内乱は、終わる気配すら見せない。

「神師でも止とめられない争いなんて、山ほどあります。いえ、むしろ、神師によって止められる争いなんて、ほんのわずかなものでしょう。責任のつきまとう立場が足あし枷かせになって、かえって何もできなくなるのが、ジラーハの神師という役やく職しよくです」

　カシナートの胸に顔を寄せて、神姫は呟つぶやいた。

「あの子はそれで夢を見失って、アルセイフまでフェリオ様に会いに行きました。幼い頃、フェリオ様と約束したからです。〝いつか、神師になる〟と──そして、夢を見つめ直そうとしたんです。でも──」

「……フェリオ様との交流を経て、別の夢を見つけた──そうですね？」

　ノエルが頷うなずいた。

「私は、あの子にはその夢を叶かなえて欲しいの。好きな人と一いつ緒しよにいられるって、それだけで幸せなことです」

　彼女の声に籠こもった実感が、カシナートには少し気き恥はずかしい。

「ノエル。でもそれなら、何が心配だと言うのです？　何も心配することは……」

「……あの子は、〝いい子〟なんです。もしこれから、自分に何か、政治的にできること、すべきことを見つけてしまったら……フェリオ様との幸せな夢を諦あきらめてでも、〝神姫の妹〟としての運命に殉じゆんじるんじゃないかと……それが、不安なんです」

　カシナートは、はっとした。

　ウルクの幸せを切せつに願う神しん姫きノエルの心は、カシナートも理解しているつもりだったが、その不安のほうまでは気が回らなかった。それはウルク自身が決めることだと割り切っていたのだ。

「あの子が冷静になって、〝神姫の妹〟として、何かすべきことを見つけてしまう前に……この話をまとめてしまいたいの。お願い、カシナート様。協力してください」

　ノエルがどんな事態を危き惧ぐしているのか──カシナートには、すぐに察することができた。

　現在、ジラーハはラトロアの脅きよう威いを目前にしている。

　神姫の傍そばにさえ、ラトロアの間諜スパイが潜ひそんでいたのだ。

　ジラーハへの帰国の途とに立ち寄ったサンフェデルでは、敵の間諜スパイが、白く小さな花束をカシナートの前に置いていった。それは出国の前にカシナートが神姫へ送ったのと同じ種で、つまりは遠回しな脅きよう迫はくだった。

　そして帰国した時には、カシナートからの知らせによって、すでに信しん教きよう監かん査さ院いんも動いてはいたが、曲者くせものは取り逃がした。報告が届くより前に、数人の女じよ官かんが暇いとまを願い出て、そのまま行方ゆくえをくらましたのだ。

　彼女達以外にも曲者がいる可能性を懸け念ねんし、現在もなお、内部の調査は続いている。

　このことは神姫ノエルにも衝しよう撃げきだったらしく、カシナートの帰国後は、いつもより頻ひん繁ぱんに夜の同どう衾きんを求められたほどだった。

　ラトロアの手は、すでにジラーハの内部へと及およんでいる。

　民はまだ気づいていないが、本格的な侵しん攻こうがいつはじまるか、予よ断だんを許さない状況である。

　そしていざ、ラトロアの侵攻がはじまれば──

〝神姫の妹〟たるウルクには、その支持の厚さゆえに、〝団結の象しよう徴ちよう〟となることが期待されるはずだった。

　神姫が危き惧ぐしているのも、そのことである。

「あの子は自分の人気に無む頓とん着ちやくなところがあるから、まだ気づいていないと思うけど……あの子の求心力は、あまり外に出られない私よりも上かもしれません。でも実際に戦いを主しゆ導どうする立場になったら、あの子はきっと良心の呵か責しやくで壊こわれてしまいます」

　兵士達を死地に赴おもむかせるための、団結の象徴──ウルクならば、その役にはうってつけだろう。

　カシナートは歯を食いしばった。野や心しん家かの同僚の顔が、ふと脳のう裏りをよぎったのだ。

（──枢すう機き連れん隊たい……ビュセル司し祭さいの狙ねらいは、それか──）

　ウルクに縁えん談だんを申しこんだ、ビュセル・ハイマン──彼は、枢機連隊を束たばねる名門の家いえ柄がらである。ウルクを許婚いいなずけにして、彼女を操あやつることで、兵士達の鼓こ舞ぶを図はかるつもりに違いない。野心ゆえの縁えん談だんだとはわかっていたが、相手は純じゆん粋すいな権力以上の効果をも狙ねらっていたらしい。

　神しん姫きが、ぎゅっと抱ほう擁ようを求めてきた。

　カシナートはそれに応こたえて、彼女の細い身を抱きしめる。

「……私には貴方あなたがいるから、どんなことにも耐たえられます。でも、ウルクは……あの子には、フェリオ様の存在がきっと必要です」

「……ノエル。貴方の意思は、わかりました」

　彼女の耳元に囁ささやいてから、カシナートは抱擁を解ほどいた。

「政せい務むがありますので、一度戻ります。今夜、また伺うかがいますので──」

　名残なごり惜おしそうなノエルに頷うなずいて見せてから、カシナートはその身を翻ひるがえした。

　神姫の部屋を出た廊下では、腹ふく心しんのビランチャ司し教きようと、秘ひ書しよのヴェルジネ司し祭さいが待っていた。

　老司教と怜れい悧りな女司祭は、それぞれカシナートに心しん酔すいしている。

　忠実な二人に向けて、カシナートは指し示じを出した。

「ビランチャ司教。名無し達に命じて、ビュセル司祭の身しん辺ぺん調査を願います。大おお物ものですから、くれぐれも発はつ覚かくしないように……ヴェルジネ、貴方はウルク司祭とフェリオ様について、神殿内でどんな噂うわさが流れているかを把は握あくし、私に報告してください。それと、もしフェリオ様を悪者にするような噂が出始めたら、その出で所どころをはっきりさせるように。裏うらでハイマン家が動く可能性もあります」

　指示の後で、こう付け加える。

「……神姫の我わが儘ままが理由ではありません。ビュセル司祭はもしかすると、我々の派は閥ばつに喧けん嘩かを売る気かもしれませんので……その用心のためです」

　好青年を装よそおった彼の狡こう猾かつさに、カシナートは気づいている。ビランチャとヴェルジネは異を唱となえることもなく頷うなずき、それぞれ別の方向に分かれた。

　カシナート自身には、信しん教きよう監かん査さ院いん院いん主しゆとしての職しよく務むが待っている。

〝……ウルク司祭のことはどうでもいいが──ハイマン家に軍の主しゆ導どう権けんを強く握られるのは、怖こわいな〟

　カシナートは眉まゆ根ねを寄せて、自らの執しつ務む室しつへと足早に歩いていった。
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　神姫との面会を終えたフェリオが控えの間に戻ると、もうそこにはリセリナ達が待っていた。

　シャジールの民に呼ばれていた三人の来訪者ビジター──リセリナ、シア、ムスカの三人ともが揃そろっている。

　扉とびらを開けたフェリオにまず気づいたのはリセリナだった。

「あ、フェリオさん！　お疲つかれ様さまでした。神姫とのお話はどうでしたか？」

　やや造ったような笑顔で問うリセリナに、フェリオは肩を竦すくめる。

「ちょっとね──いろいろと、予想外だった」

　それは偽いつわらざる本ほん音ねだった。

「あれ？　ウルク司し祭さいはどうしたんです？」

　首を巡らせた騎士のライナスティが、フェリオの背後に誰だれも続いていないことに気づいた。

「あぁ、すぐそこで別れたんだ。ウルクの父上のマディーン司し教きようが、いろいろ混乱されてたから──なだめてから戻るって。詳くわしいことは後で話すよ。とりあえず、俺おれ達は宿しゆく舎しやに戻ろう」

　控えの間はあくまで待つための部屋であり、長なが居いが許される場所でもない。

　預けていた刀を受け取りつつ、フェリオは率そつ先せんして控えの間を出た。

　本当は、ウルクとマディーンの話し合いにも加わりたかった。だがウルクが、どうしても自分に任せて欲しいと言い張り、マディーンもまた、まず娘との会話を重視した。父親としては複雑な心境らしく、彼が取り乱していたことも事実である。王族であるフェリオに、見苦しいところを見せたくないという思いも働いたのかもしれない。

　宿舎へ戻る馬車に乗り込むなり、フェリオはリセリナ達に問いかけた。

「そっちはどうだったんだ？　シャジールの方々と……」

　口を開いた後で、話せない内容だった可能性に思い至り、フェリオは問いを途中で止めた。

　リセリナが曖あい昧まいに微笑ほほえんで頷うなずいた。

「えっと……来訪者ビジターとして、この世界でしちゃいけないこととか、改めて言われて……あと、向こうの世界のことやイリス達のこと、ガーゴイルのことなんかも話しました。それと、ラトロアに行ったコウ司教のこととか聞いて──」

　ムスカに肩を摑つかまれたリセリナが、そこで言い淀よどんだ。噓うそやごまかしの下手へたな少女に苦笑をおくって、フェリオは頷く。

「話せることだけでいいよ。他ほかは聞かないから」

　リセリナに代わって、ムスカが頭こうべを垂たれた。

「申もうし訳わけない。だが、一つだけ──ラトロアが、また厄やつ介かいなことをしたらしいのです。これはじきにわかることですから、貴方あなたには言ってもいいと許可をもらいましたが……」

　ムスカが一いつ拍ぱくの間まを置く。

「北のザカード神殿でも、フォルナムと同じことが起き──輝石セレナイトが失われたそうです」

「フォルナムと同じ？　……じゃあ、ザカードの御柱ピラーからも例の兵達が出たのか」

　フェリオは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　屍しかばねの兵──感情を失った彼らの眼めつきは、今も鮮明に思いだすことができる。ラトロアが具体的に何をしたのかはまだわからないが、人を実験体として用いたことは間違いない。

　ムスカは哀かなしげに言葉を続けた。

「タートムの使者が遅おくれているのは、神殿のその事態を受けて、対たい処しよするための意見が割れているのかもしれないと……これはシャジールの民の推すい測そくです。本来はもっと早く着くはずだった使者が、一度呼び戻されたか足止めを食った可能性もあります。ともかく、輝石セレナイトの生産が止まったことは事実らしく、彼らは御柱ピラーを通じてそれを察さつ知ちしたようです」

　淡たん々たんと告げるムスカの言葉は、ほとんど悪い冗じよう談だんのようだった。

　リセリナの造ったような笑顔と、言い淀よどんだ理由に、フェリオは得とく心しんする。

　隠かくしたかったわけではないだろう。事態の重みを知るがゆえに、フェリオへ話すための言葉を選びたかったのだと悟さとった。

　リセリナは顔を伏せ、黙って膝ひざに乗せたシアの髪を撫なでている。

「……カシナート司し教きようは、そのことを知っているのか？」

「おそらくは知らんでしょう。間諜スパイが摑つかんでいるかもしれませんが、その報告が届くまでにも少し日数がかかります。今の時点で知っているのは、シャジールとつながるウィータ神殿の神じん師しと、大司教格の者達だけのはずですが──」

　フェリオは深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。敵国ながら、他人ひと事ごとではない。アルセイフも大地の輝石セレナイトを失って、今いま頃ごろは他国との折せつ衝しように四苦八苦していることだろう。タートムの場合、輝石セレナイトの大部分をジラーハと自国内で消費し、他国にはあまり融ゆう通ずうしていなかったが、それでも影響は大きいはずである。

「隠し通せることじゃないな──でも、どうしてジラーハはそれを発表しないんだろう」

　フェリオのこの問いには、リセリナが応じる。

「火の輝石セレナイトの高こう騰とうを防ぐためみたいです。ラトロアとの戦いに備えて、ジラーハは今、神しん鋼こうを造るのに必要な火の輝石セレナイトを買い集めています。ここに〝産出停止〟なんて知らせが舞い込んだら、天井知らずの高騰を招きかねません。その買い戻しがやっと済んだそうなので……二、三日のうちには、発表されるみたいです」

　半なかば呆あきれもしたが、ある面では仕方ないことだとも思う。ジラーハとタートムは、ラトロアと国境を接する当事者である。今、火の輝石セレナイトをもっとも必要としているのは彼らに他ほかならない。

「……確かに、フォルナムの輝石セレナイト産出が停まってから、他の輝石セレナイトまで高値になっていたからな」

　その値動きはそのまま、人々の不安の高まりを反映しているかのようだった。そしていざ、ザカードの輝石セレナイトが失われたと知れれば、その不安はさらに暴走するかもしれない。

〝……急いで、産出再開にこぎつけないと……乱らんになるか〟

　フェリオは焦あせりを覚えた。

　ラトロアの状況が気にかかる。

　遅おそくとも、数年以内に──叶かなうことなら数ヵ月以内に、輝石セレナイトの産出を再開させなければ、今の秩ちつ序じよを保つことは難しい。影響はこれから、この大陸全体に波は及きゆうしていく。

　ラトロアは、アルセイフからすれば遠い異国だが、ジラーハからすれば隣りん国ごくである。

　ここまでの旅をしてきたフェリオにとっては、あと少し足を延のばせば届く場所のようにも思えた。

「ラトロア……か。行ってみるのも手かな」

　独ひとり言ごとのような呟つぶやきに、隣のリセリナが眼めを見開いた。

「だ、だめです！」

　周囲が驚くほどの高い声で、彼女はフェリオの呟きを諫いさめた。

　シアがびっくりして、丸い眼をさらに丸くする。

「ラトロアに行くなんて、冗じよう談だんでも言わないでください！　絶対にだめです！」

「リ、リセリナ……？」

　その剣けん幕まくに驚いて、フェリオは困こん惑わくする。それほど怒られるようなことを口にしたつもりはなかった。

「落ち着いてくれ、リセリナ。まだ別に行くって決めたわけじゃない。ただ、少し気になっているだけで……」

　フェリオはそうなだめたが、リセリナの表情は強こわ張ばっていた。

「フェリオさんは王おう弟ていです。王族が国を離れるだけでも大変なことなのに、敵国に潜せん入にゆうなんてあり得ません。もうそんなことが許される立場じゃないはずです」

「いや、確かにそうだけど……でも輝石セレナイトのことは、アルセイフにとっても死活問題だ。アルセイフが滅ほろびでもしたら、王族なんて肩書きは何の意味もない。その前にできることがあるなら、俺おれは──」

「だめなものはだめです！」

　リセリナは珍しく、フェリオの言に真まっ向こうから反はん駁ばくした。

「ラトロアは危ないところです。イリス達だっています。輝石セレナイトのことなら、私達でなんとかしますから、フェリオさんは……」

「リセリナ！」

　ムスカの制せい止しする声が飛んだ。

　リセリナははっとして口を噤つぐんだが、もう遅おそい。

　フェリオは彼女の言葉を、聞き逃さなかった。

「……その話、ゆっくり聞かせてもらう」

　フェリオは珍しく不ふ穏おんな声を絞しぼりだして、リセリナを見つめた。

　失言に気づいた彼女が、次し第だいに青ざめていくのがわかる。

　ムスカが深ふか々ぶかと嘆たん息そくし、そしてフェリオは、彼女達から事の次第を聞きだした。
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　リセリナ達が会ってきたのは、シャジールの民達だけではなかった。

　指定された神殿の一いち隅ぐうに出向くと、そこには見知った三人の異い邦ほう人じんがすでに来ていた。

「シルヴァーナさん!?　どうしてここに──」

　驚くリセリナに、銀髪の錬金術師アルケミストは微笑をもって応じた。

　ラトロアの剣士、ハーミット・エアルに、柱はしら守もりのゴーダ・トレイスまでいる。

　ムスカもここでの再会には驚いたようで、案内についたシャジールの民に問いかけた。

「これはフェリオ様の手配かね？」

　蛇へびの頭を持つ民は、即そく座ざに首を横に振った。

「いいえ。商人のロセッティという方かたが連れてきたところを、神殿騎士の方が見つけ、呼びとめたのです」

「神殿騎士？」

　リセリナが見れば、部屋の隅すみで短い赤毛の青年がにやにやと笑っていた。

「や、俺おれだよ」

　神殿騎士の、チェイニー・アルガレイである。彼はフォルナム神殿が屍しかばねの兵に襲われた際、神しん官かん達が逃げる時間を稼かせぐために必死の防戦をし、昇しよう華かした来訪者ビジター達とも戦って生き延のびた、いわば戦友でもある。その直前には、ウルクが神殿騎士リカルドに狙ねらわれていることを、こっそりとリセリナに教えてくれた恩おん人じんでもあった。

「ゴーダの爺じいさんには窮きゆう地ちを救すくわれたし、そっちの兄ちゃんにはフォルナムで神しん鋼こうの剣を貸した仲だったんでな。声をかけたら、来訪者ビジターに会いたいってんで……来訪者ビジター絡がらみなら、シャジールに任せるのが一番だ」

　フェリオ達の道案内も兼かねて帰国した彼は、神殿の警備に回されていた。そこをちょうど、シルヴァーナ達が訪れたということらしい。

　そのチェイニーもすぐに持ち場に戻り、そこでまずシルヴァーナ達との会談の場がもたれた。

　シルヴァーナ達は、〝ラトロア〟と〝来訪者ビジター〟と、そして〝死の神霊アービタ・スピリツト〟に関する情報を求めていた。

　リセリナとしては、義父にそっくりなメビウスという間諜スパイのことも気になったが、彼に関する情報はあまり得られなかった。

　五人のシャジールの民も交えて、互いの情報を交換し──今後の方針に話が及んだところで、ムスカがこう提案をした。

「……ラトロアの問題は、私にとっても無関係ではない。イリス達のこともあるし、エルシオン博士のこともあるし──屍しかばねの薬というのも気になっている。一度、この眼めで状況を確認したいとも思っていた。ハーミット、もし都つ合ごうがつくようならば、私をラトロアに案内してくれないかね？」

　シルヴァーナが眸ひとみをしばたたかせた。

「来訪者ビジターの貴方あなたからその言葉を聞けるとは驚いたな──こっちとしては、情報さえもらえれば、そこまで無む理りを頼たのむ気はないんだけれど」

　そうは言いつつも、シルヴァーナはムスカの提案を気に入った様子だった。その脇わきでゴーダがひっそりと溜ため息いきを吐ついていたが、こちらは弟子をラトロアに遣やりたくないらしい。

「私が殺したわけではないとはいえ……仲間のパンプキンが、アルセイフの国王を殺したことは事実だからな。その罪つみを償つぐなうためにも、輝石セレナイトの産出再開には協力したい。誰だれかが動かねばならない問題だ。偏かたよった知識の面でも、偏った力の面でも、私は適てき任にんだろう。カシナート司し教きようの許可は得ねばならないが、そのあたりはシャジールの方々にも御協力願いたい」

　やや自じ嘲ちよう気味ながら、その声には覚かく悟ごが籠こもっていた。

　こうなるとムスカは堅かたい。

　あるいはジラーハに来る前から、ゆくゆくはラトロアへ潜せん入にゆうすることも考えていたのかもしれない。イリス達と一いつ緒しよに行けば敵の手中に囚とらわれてしまう懸け念ねんもあるが、神殿側から潜入する分には、彼は確かに適任だった。

　リセリナも、ここで思し案あんする。

「あの……それなら、私も……」

「駄だ目めだ」

「駄目」

　ムスカの声とシルヴァーナの声が、ものの見事に重なった。

　まさか即そく答とうされるとは思わず、リセリナはしばし呆ぼう然ぜんとする。

「──ど、どうしてですか？　私だって役に立てます。むしろ素早さとか腕輪の刃やいばのことを考えたら、教授より戦いには向いていますし……」

　シルヴァーナが眼めを細めた。

「リセリナ。貴方が来たら、フェリオもついてくる。その気持ちだけで充分だよ」

「そのとおりだ。君はアルセイフに戻りなさい。我々が失敗した時は、君達が東方一帯の舵かじ取とりをすることになるんだ。それだって、充分に厳きびしい道だぞ」

　シルヴァーナとムスカの説せつ得とくは、まるで連れん携けいしたようだった。

「あの、でも──フェリオさんには、ウルク様がいます。もうウルク様をほうってラトロアに行ったりなんてできないはずです。それに、よく考えてください。向こうにいる来訪者ビジターは、イリスとバニッシュとカトルとパンプキンと……それに加えて、腕輪の力を使えるシズヤとその一味に、メビウスなんて人もいます。教授だけで対抗するのは無む理りです」

　リセリナは淡たん々たんと、正論を口にした。

　ムスカが顔をしかめる。実際のところ、ムスカの得とく意い分野は頭脳労働であって、一対一の戦闘では他ほかの者達に及ばない。肉体強化はしているし、非常時に備えて昇しよう華かのシステムも組み込んでいるが、基本的に彼は研究者である。

　リセリナは重ねて言いい募つのった。

「それに、私も──お父さんがどんなところで暮らしていたのか、見ておきたいんです。こんな動どう機きは不ふ純じゆんかもしれませんけれど、ついでに確かめておきたくて。だから──」

「駄だ目めだ。フェリオがついてくるに決まっている」

　シルヴァーナがまたも即そく答とうした。

　その名前を聞くと、リセリナの胸は途と端たんに苦しくなる。

　旅の間も、彼の傍そばにいることが、ずっと苦しかった。フェリオは今までどおりに優やさしかったが、その傍にはウルクがいた。時折、彼の視線がウルクに向いていることに気づくと、リセリナの心はそのたびに軋きしんだ。

　あの舞ぶ踏とう会かいの夜に見た、ウルクとフェリオの口付けは、今も脳のう裏りに焼きついている。

　そして、同じ日の昼間にウルクから言われた言葉も、鮮せん明めいに憶おぼえている。

〝フェリオの決心がつくまで、お互たがいに待とう〟と、彼女はそう言ってくれた。リセリナに対しても、逃げずにフェリオときちんと向き合うようにと、そう諭さとしてくれた。

　だが、向き合おうとすればするほど──ウルクと自分との、〝差〟を意識してしまう。

　彼女はリセリナよりもずっと前から、それこそ幼い頃ころから、フェリオとの交流を重ねてきた。二人の間には、リセリナの知らない絆きずながもうすでにできている。

　神しん姫きの妹という極端に恵まれた血ち筋すじで、容よう姿しは可か憐れんで性格も申し分ない。政治的な面からもフェリオを助けられるし、貴族達との交流もそつなくこなすだろう。内乱の時には体を張ってフェリオを救すくったと聞いているし、一度は記憶を失ったことで、フェリオのほうでも、彼女がいかに大切な存在だったかに気づいたはずだった。

　考えれば考えるほど、自分の割り込める余よ地ちなど、最初からなかったようにも思う。

〝ウルク様みたいな人に……敵かなうはず、ない〟

　自分がもしフェリオの立場だったら、間違いなくウルクを選ぶし、それが正しい選択のはずだった。

　だったら、自分は──少し彼から、離れたほうがいい。離れて頭を冷やせば、諦あきらめもつくかもしれない。

　その場の一同に向けて、リセリナは小声で呟つぶやく。

「あの──それだったら、フェリオ様とウルク様には、先にアルセイフへ帰ってもらえばいいと思うんです。シャジールの方々の用事で、私やムスカ教授は後から戻るから、先に帰っていて欲しいと言えば──その後、黙ってラトロアに渡れば、何の問題もないはずです」

　シルヴァーナ達の表情が、それぞれに歪ゆがんだ。

「……リセリナ。どういうことだ？　貴方あなただって、フェリオの傍そばにいたいはずだ。何も好すき好このんでそんな──」

「それは誤ご解かいです。今はむしろ──フェリオさんから、少し離れていたいぐらいです。私がラトロアに行くことは、きっとこの世界への恩おん返がえしにもなります。フェリオさんが行けないなら、なおさら──私が代わりに行きたいです。輝石セレナイトのためにも」

　リセリナは声に力を込め、眸ひとみには決意を込めた。

　その場の人々が、その静かな迫力に気け圧おされる。

「……リセリナ。何かあったのか？」

　シルヴァーナが心配げに問いかけた。

　リセリナは首を横に振って、彼女を見つめる。

「何かあったというより、常識的な思し考こうで物を言っているだけです。偵てい察さつ程度のつもりならともかく、そうでないなら──もしかしたら来訪者ビジターとも戦うことになるのなら、教授だけでなく、私の力も必要になります。もちろん、私一人でも対たい処しよは無む理りです。それなら教授と一いつ緒しよに行動したほうが、成功の確かく率りつはあがると思います」

　シルヴァーナが口を閉とざした。リセリナの言葉は正論でもある。

　シアが怯おびえて、リセリナの服を摑つかむ。見上げる琥こ珀はく色いろの眸に、リセリナは微笑を向けた。

「……ごめんね、シア。貴方のことは、ウルク様に預けるから……だから心配しないで、帰りを待っていて」

　シアは、首を横に振り──

「……私もいく」

　か細い声で、しかしはっきりと呟つぶやいた。

　戸と惑まどったリセリナに、シアはすがるような眼めを向ける。

「私もいく。死の神霊アービタ・スピリツトって、どこにあるかわからないんだよね？　私なら、知っている人さえ見つければ、本当のことをかんたんに聞きだせるよ。リセリナより、ムスカより──確実に」

　シアの〝輝く眼〟──その力は尋じん問もんの際に、この上なく便べん利りなものだった。強制的に情報を引きだすその技の前では、噓うそをつくこともできず、また当人は喋しやべったことを記憶に留とどめない。

〝死の神霊アービタ・スピリツト〟への対たい処しよにあたって、シアのこの力は、大きな戦力となるかもしれない。

　だが、彼女は──まだ幼い。

　リセリナは慌あわてて、シアの小さな手を握った。

「だ、だめよ、シア。遊びにいくんじゃないんだから。危ないところなの」

　しかしシアは、おどおどとしているようでいながら、眸の光だけはやけに強い。

「知っているよ。でも、リセリナの考えていることとおんなじ。私がいたほうが、ぜったい便利。それに──今のままだと、ラトロアって、この国に攻めてくるかもしれないんでしょ？　私だって──ウルクをまもりたい。だめって言われても、ついていくから」

　シアの声は硬かたかった。

　幼いなりに、彼女はずっと、ウルクに対する罪つみの意識を背負い続けている。リセリナもそのことは知っていた。それに対する贖しよく罪ざいを求めるかのように、シアの声は必死だった。

　そして、ただの子供なら足手まといだが、シアはそうではない。

　一方で、ムスカは目に見えて困こん惑わくしていた。彼は北方民族達と協力しつつ、リセリナ達を置いていくつもりだったらしい。

「これは困ったな。どう思うね、ハーミット？　ラトロアは危険な地だと思うが」

　話を振られたハーミットが、表情を引き締めた。

「そうですね──ラトロアの治安そのものは、おそらくこちらとそう変わりません。ただ、現地で反政府的な活動をしたり、あるいは諜ちよう報ほう活動をするとなると、秘密警察やらが出てきて途と端たんに厄やつ介かいなことになります。首都は人の出入りも激しいので、目立たない限りは、潜せん伏ぷくする方法はいくらでもありますが──」

　リセリナ達は潜伏するだけでなく、まさにラトロアの内部で活動しようとしている。危険がないはずはない。

「私からは、なんとも言えません。危険を承しよう知ちで向かうというのであれば、道案内はいたします」

　脇わきで不満顔のシルヴァーナに怯おびえたような様子を見せつつ、ハーミットはそう言った。

　議論の行方ゆくえを見守っていたシャジールの民の一人が、起立して声を出した。

「失礼を。割り込んでもよろしいでしょうか？　正直なところを申し上げますと、来訪者ビジターの方々には是非、手伝っていただきたいのです。貴方あなたがたの異質な力は、大きな戦力となります」

「だが、そんな前ぜん途とある子供までとなると……」

　シルヴァーナの視線はシアを見ていた。

　立ちあがったシャジールの民が、哀かなしげに眼めを伏せる。

「その前途が、確実にあれば良いのですが──残念ながら、もし死の神霊アービタ・スピリツトをこのままラトロアの手に委ゆだねれば、この世界の滅めつ亡ぼうさえ招きかねません。貴方がたは今、それだけの事態に直面しているのです。これは……脅おどしでも、ましてや比ひ喩ゆでもありません。本当のことです。酷こくなようですが、護まもるための意志と覚かく悟ごのある方かたには、手伝っていただきたいと思います」

　シャジールの民の、珍しく厳きびしい声に、リセリナ達は絶ぜつ句くする。彼らは決して怒っているわけではなく、むしろリセリナ達に詫わびるような眼をしていた。

　そしてシャジールの民は、深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれる。

「──来訪者ビジターの方々だけに、お話があります。こちらの世界の方々は、部屋を出てください。禁じられた知識と、失われた歴史に関かかわる話をします。特に、リセリナ様──」

　シャジールの民から名を呼ばれて、リセリナはびくりと肩を震わせた。

「まさか、貴方あなたが──エルシオン・エアルと縁えんのある貴方までもが、今のこんな事態の最中に、こちらの世界に来られるとは──奇妙な巡り合わせです。今回の〝輝石セレナイトが失われた経けい緯い〟は、おそらく貴方の父上とも無関係ではありません。そのあたりの事情を──お話いたしましょう」

　他のシャジールの民が、来訪者ビジター以外を廊下へ導こうとした。

「待ってくれ、まだ話は……」

　シルヴァーナが抵てい抗こうしようとしたのを、師のゴーダが無言で押しとどめた。シルヴァーナは悔くやしげに呻うめいて、部屋を出る前にリセリナを見る。

「リセリナ、ラトロアは〝逃げるための場所〟じゃない。そのことだけは、よく──」

　言葉を途中で切って、シルヴァーナ達は外に追い出された。

　後にはシャジールの民が二人と、それに来訪者ビジター三人だけが残される。

　そして、リセリナ達は──

　シャジールの民から、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟について、その存在の意味を説明されることとなった。
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「──ラトロアに行くって？　君達が……」

　呟つぶやくフェリオの声は、微かすかに掠かすれていた。

　揺れる馬車の中──

　シルヴァーナやシャジールの民達との会談について、話せる程度の部分を説明したリセリナは、ごくりと唾つばを飲んでフェリオを見つめた。

　いくつか──噓うそもついた。

「ラトロアには行きますけれど、別にイリス達と戦うわけじゃありません。私としては、父の遺のこしたものを見てきたくて……すぐに戻るつもりですから、だから……」

「……〝輝石セレナイトのことは自分達に任せろ〟って──さっきはそう言ったね？」

　リセリナの噓を、フェリオは軽かる々がると看かん破ぱした。リセリナは言葉に詰まってしまう。

　フェリオに心配をかけずにラトロアへ行くために、〝ジラーハにしばらく残る〟と噓をつく──それをシルヴァーナ達に提案したのはリセリナ自身だった。それなのに、こうもたやすく馬ば脚きやくをあらわしたのも自分である。あまりに噓をつくのが下手へたすぎた。

　見かねたムスカが口を挟はさんだ。

「リセリナ、もう隠かくすのは無む理りだ。フェリオ様、確かに我々は、ラトロアへ行くつもりです。死の神霊アービタ・スピリツトを操そう作さするために──これは、我々が自ら選んだ道なのです。心配してくださるのはありがたいのですが、貴方に止める権利はないし、また止めるべきではありません。我々だけを危険な地へ遣やることに、貴方が罪ざい悪あく感かんを感じる必要もない。貴方自身がそう感じてしまう性格だとは思うが……これは、私達自身の選択なのです」

　リセリナとは違って、ムスカの声は落ち着いていた。

　シアもまた、リセリナの膝ひざからフェリオを見つめる。

「フェリオ、大丈夫だよ。リセリナはちゃんと戻ってくるから……」

　シアの幼い声に、フェリオは痛いたましげな視線を向けた。リセリナまでがつらくなって、彼の肩に触れる。

「フェリオさん、本当に、心配しないでください。シャジールの方かたを、死の神霊アービタ・スピリツトのある所に送り届けるだけです。コウ司し教きようも救出してきますが、北方民族の方々も全面的に協力してくれるそうですし、ジラーハ側の名無しの方達だっていますし……そんなに長くは、かからないはずです」

　フェリオは、折れてしまいそうなほどに強く歯を食いしばっていた。

「──俺おれは……」

「だめです。絶対にだめです。これは私達の仕事です」

　リセリナは言葉の先を読んでそう告げた。

「……だけど、これはこっちの世界の問題だ。来訪者ビジターの君達にばかり頼たよるのは……」

「──違うんです」

　胸に苦しさを覚えて、リセリナは息を整えた。

　シャジールの人々からは、話さないほうがいいと言われたこと──だが、フェリオにだけは、少しだけ話してもいいと思った。

　でなければ、彼は納なつ得とくしない。余よ計けいな罪ざい悪あく感かんを背せ負おうことにもなる。

「違うんです、フェリオさん。これは、私達が招いたことなんです。いえ──私の父が、ラトロアに──遺のこしてきてしまったんです。〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を操あやつる手段を」

　フェリオが眼めを見開いた。

　リセリナは涙なみだ眼めになって、彼に頭こうべを垂たれる。

「ごめんなさい。だから私は、その責任を取りたいんです。そう思うのは、ただの我わが儘ままかもしれません。でも、でも──父のしたことが原因なら、私が償つぐないたいんです。どうか、止とめないでください」

　絶ぜつ句くしているフェリオに向けて、リセリナは言いい募つのる。

「フェリオさん、前に言いましたよね？　私がこの世界で、自分のするべきことを見つけたら、応援してくれるって……いまがその時なんです。だから黙って、見送ってください。お願いします」

　リセリナは彼の顔を、まともには見られなかった。

「……今日ほど」

　フェリオが低く呻うめいた。

「今日ほど、自分の立場を疎うとましいと思ったことはない──」
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　その抑おさえた声には、リセリナがぞっとするほどの重みがあった。

　リセリナは頭こうべを垂たれたまま、フェリオの手の甲に自らの手を載のせた。

　そこが震えているのは、馬車の振動のせいではない。

　フェリオを慰なぐさめるように、ムスカが声を絞しぼる。

「そのお気持ちも背せ負おって、我々が行ってきます。心もとないかもしれませんが、信じてください」

　フェリオは応こたえない。握った[image: 拳]こぶしには、ぎりぎりと力が籠こもっている。

　その手を撫なでながら、リセリナは呟つぶやいた。

「フェリオさんの分も、頑がん張ばってきます。だから笑って見送ってください。私は──」

　その先の言葉を、リセリナは飲み込む。

　彼と、彼の大切なものを護まもるために、リセリナはラトロアへ行く覚かく悟ごを固めた。フェリオがその選択を喜んでくれないことはわかっていたが、それでもリセリナは、彼には幸せでいて欲しい。

　それから馬車が停とまるまで、フェリオは何も言わずに、ただ歯を食いしばり続けていた。
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〝死の神霊アービタ・スピリツト〟とは何か──

　イリスはしばらく考えた末に、こう結論づけた。

「御柱ピラーを操あやつるためのコントロールシステムであると同時に、御柱ピラーみたいにある程度は〝物質の複ふく製せい〟も可能で、さらには御柱ピラーのほうへ〝何かを送る〟こともできそうな異文明の遺い産さん──命令を下すためには、〝意思の力を付ふ加かした〟輝石セレナイトの成分が必要で、現状、屍しかばねの薬を使うか、あるいは外科的に馬ば鹿かげた、成功率のやたら低い無む茶ちやな手術をすることでしか、人類に操そう作さする手段はない。どっちにしても、腕輪は必ひつ須す──正しい？」

　仮か面めんの男、メビウス・フロンダイトは、にやにやと笑って頷うなずいた。

「えぇ。我々の認識も、その程度のものです。あとは、シャジールの方々なら思いどおりに操れるらしいとか、場合によってはこの世界を壊かい滅めつさせるきっかけにもなりかねないとか、はたまた錬金術アルケミーの集大成であるとか、はっきりとしない情報もありますが……それらも含めて、謎なぞの多い物体ということですね」

　イリスとメビウス──二人の前には、死の神霊アービタ・スピリツトが浮いている。

　鎖くさりでがんじがらめにされた球体は、まるで囚とらわれているようにも見えたが、しかしイリスはまったく逆のことを感じる。

　この、神霊スピリツトの前に立った瞬間から。

　あらゆる人間は、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟に囚われてしまう──そんな感想を持つ。

　今、この神霊スピリツトの周囲には、イリスとメビウス、それにバニッシュとカトルしかいない。ジェラルドは政せい務むに忙いそがしいし、研究員達はそれぞれの持ち場におり、パンプキンはカトルと交代してエンジュの傍そばについていた。

　たった四人で神霊スピリツトの前に立ち尽くし、それを眺めている。

「……随ずい分ぶんと多機能なブラックボックスよね。屍の薬の量産も元気に続いているみたいだし、これについて私達が手伝うことなんて、ないんじゃない？」

　この問いには、メビウスが笑った。

「ご謙けん遜そんを。貴方あなたがたは私達より、〝これ〟について理解しやすいはずです」

「そうでもないわ。私達の世界には、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟なんてなかったもの。もしかしたら何処どこかにあったのかもしれないけど、少なくとも発見してはいないわ。御柱ピラーにしたって──把は握あくしているのは一本だけ、それも横倒しになった奴やつよ」

　その横倒しになった一本は、掘り尽くされた油ゆ田でんの底で発見された。

〝何か、異質なものがある──〟

　当時の技師達によるその発見は、人類史にとっても大きな意味を持っていた。

　太たい古この時代に異い星せい人じんが遺のこした落とし物との説がまことしやかに流れたが、実際、そうとでも判断しなければ納なつ得とくできないほど、それは不思議な物体だった。

　その後の研究は白はく熱ねつした。

　円柱を構成する物質の組そ成せいを解かい析せきし、それを再現しようとして〝マテリアル・コア〟が生まれた。

　一つの大災害と、いくつかの事故を経ながら、軸シヤフトやコアや腕輪に関かかわる研究はさらに進み──何の偶ぐう然ぜんか、イリス達もこちらの世界へ来てしまった。

　もう半年ほどにもなるが、来たばかりの頃ころがやけに懐なつかしく思える。

　イリスは黒い球体を見つめ、そして脳のう裏りには御柱ピラーの姿を描いた。

「結局……私達は、こいつを造った文明に、振り回されただけだったのかもね。貴方あなた達だってそうよ？　こんな得え体たいの知れない道具──気味が悪いわ」

　素直な感想を言うと、メビウスは片手を神霊スピリツトに添そえ、愛いとおしそうにその表面を撫なではじめた。

「……確かに、今の時点でこいつについてわかっていることは、そう多くありません。ただ──私は、こいつの〝向こう側〟にあるものについて、やはり興味があるのですよ」

　その言いまわしを、イリスは何処どこかで聞いたことがあるような気がした。

「こいつの向こう側には、もう一つの別の世界がある。貴方がたはそこから来た。そうでしょう？」

　実際の視線はどこを向いているのかわからないものの、メビウスの仮か面めんはイリスに向いていた。その下にある眼めは窺うかがえないが、心当たりの人物の顔が重なる。

　同時に、たった今、自分が感じた違い和わ感かんについても納得した。

　なんのことはない。今のメビウスの言葉は、向こうの世界で〝エルシオン・エアル〟が言っていたことと大たい差さなかった。

〝この魔術師の軸メイガスシヤフトの向こうには、別の世界がある──〟

　イリスはこれを、エルシオンの妄もう言げんとばかり思っていた。しかし真実は、この通りである。

「別の世界、か──そうね。私達にとっては元の世界。貴方達にとっては別の世界──けっこう、酷ひどいところよ」

　イリスが淡たん々たんとそう告げると、メビウスが首を傾かしげた。

「……おや？　元の世界に、戻りたくはないのですか？」

「戻れるものならね。でも無む理りでしょ？　あのエルシオン・エアルでさえ戻れなかったのに、私達がこれをどうこうできるとは思えないわ」

　メビウスが額を手で押さえて、くっくっと嗤わらった。

「ですが、イリス──〝戻れなかった〟とは、限らないのではないですか？」

「はあ？」

　イリスは思わず頓とん狂きような声を返した。メビウスは仮面をコツコツと指先で叩たたき、バニッシュとイリスを交こう互ごに見る。

「戻れなかったのではなく──あえて、〝戻らなかった〟。そんな可能性もあるはずです」

　イリスは鼻で嗤わらった。

「あり得ないわ。リセリナっていう養女がいたもの。あのお人好しのエルシオンのことだから、もし戻れたなら、あの娘このために必死で戻ってきたはずよ」

「本当にそうでしょうか？」

　メビウスがわざとらしく問う。

「人は変わるものです。〝その方法〟を見つけた時に、もしエルシオン氏にも家族ができていたとしたら？　何年、何十年とこちらで過ごして、多くの業績をあげ、子や孫に囲まれて悠ゆう々ゆう自じ適てきに暮らしていて──そんな状況下で、もし〝元の世界に戻る方法〟を見つけられたとしても、それを実行する人間など、かえって少数派ではないかと思うのです」

　これにはイリスも言葉に詰まった。それまで黙って話を聞いていたバニッシュが、不意に端たん正せいな顔を歪ゆがめる。

「……メビウス。つまり……〝戻る方法はある〟と？」

「私はそう考えています」

　メビウスは自信たっぷりに即そく答とうした。

「御柱ピラーが二つの世界をつなぐならば、あり得ることです。そちらの世界にある魔術師の軸メイガスシヤフトとやらと、こちらの世界の御柱ピラーとが同質のものなら、なおのこと──」

　バニッシュの眼めが動揺に揺れたのを、イリスはめざとく確認した。

　ムスカが〝戻ることはできない〟と決めつけてから、彼はどこか抜けがらのようになっていた。

　イリス達の中で唯ゆい一いつ、バニッシュだけが、元の世界に家族を残している。帰りたいという欲求もより強いはずだった。

　神霊スピリツトの表面に触ふれたメビウスの手が、その時、ずぶりと中に入った。

　硬こう質しつに見えたその部分が、まるで黒い水面のようにざわめいている。イリスは理由わけもなくぞっとした。神霊スピリツトがまるで〝生き物〟のように見えたのは、おそらく気のせいではないと思う。

「──ジェラルド元首の目的は、ラトロアの発展、そして人類の発展です。彼は戦乱という事じ象しようを、技術革新のための大きな舞台にできると考えている。この神霊スピリツトの力も、そのために生かすつもりでしょう。もっとも私には、そんな遠大で大たい層そうな野や望ぼうはありませんが……」

「じゃあ、貴方あなたは……何の理由で、こんな化ばけ物ものと関かかわっているの？」

　イリスの問いを受けて、メビウスはにっこりと微笑ほほえんだ。

　咄とつ嗟さにイリスは、思わずスフィアを射しや出しゆつしそうになった。

　攻撃しそうになった理由は、自分でもよくわからない。ただ、目の前の男はイリスの知る〝エルシオン・エアル〟のような甘あまい良りよう識しき派はではなく、顔が似ているだけの危険人物だと確信した。

　メビウスはそんなイリスの内心を知ってか知らずか、ごく穏おだやかな声を紡つむぐ。

「──行ってみたいのですよ。貴方あなた達の〝世界〟に」

　拍ひよう子し抜けするようなその答えに、イリスは裏を疑った。問い詰めても、本ほん音ねは聞けないだろう。

　メビウスは視線を神霊スピリツトへと向ける。

「そのために、まず任意の場所へ実験動物を送ろうとしましたが、どうも上手うまくいきません。その失敗例が、貴方達も見たフォルナム神殿の〝あれ〟でしてね」

　御柱ピラーから量産された屍しかばねの兵──それをメビウスは失敗例と定てい義ぎした。

「あれは〝成功例〟だろう？　あの武装といい、最初から神殿を襲う目的だったはずだ」

　バニッシュが問うと、メビウスは苦笑して首を横に振った。

「あの兵は本来、ザカード神殿に出る予定でした。しかも人数はそのままで送るはずだったのです。暗殺者の部隊として──ところが現実には、現れたのはフォルナムで、しかも同じ者が何百人も出てきて、その中身はひどく劣れつ化かしたものだったと聞きました。結果としてフォルナムの輝石セレナイトを絶つ成果をあげましたが、こちらの思おも惑わくからは大きくずれた形になりましたね。しかもこちらの神霊スピリツトに指し示じをしてから、フォルナムに出現するまでにかかった時間が数ヵ月──その後、似たような実験は幾いく度どか行いましたが、その結果もどうなっていることか──」

　鍾しよう乳にゆう洞どうの入り口側から、複数の足音が聞こえた。

　振りかえったイリスの前に姿を見せたのは、エイミーという名のシズヤの部下である。

「メビウス様。準備が整いました。シズヤ様が連れて行ってもいいかと──」

　少女はイリスの存在など意いにも介かいさぬ様子で、メビウスに声を投げた。

「あぁ、頼たのむよ。今回こそは成功するといいね」

　何を始める気かと、イリスは警戒した。姿の見えないカトルに目め配くばせをして、自分の前に立たせる。

「……そう警戒することはありませんよ、来訪者ビジターのお嬢さん」

　メビウスはカトルの動く気配を察さつしたらしい。

「実験を見ていただくだけです。御興味はあるでしょう？　最近はなかなか、この実験体の融ゆう通ずうも難しい。誰だれでもいいというわけにはいかないものですからね。せめて屍の薬に耐たえるような者でなければ、実験体にもなりません。見み所どころのありそうな犯罪者も、最近は珍しくなりました」

　神霊スピリツトの前へと歩み寄ってきた人影は、シズヤとアカツキと、もう一人──

　鳶とび色いろの髪をした、筋肉質の青年だった。鎧よろいに身を固め、腰には神しん鋼こうの剣を携たずさえている。

　薄明かりの下に眼めを凝こらして、イリスは眉まゆをひそめた。

　ぼうっとした眼つきはまさに屍のようで、表情そのものにも生せい気きがない。イリスはその顔に既き視し感かんを覚えて、首を傾かしげる羽は目めになった。

　バニッシュが小声に囁ささやく。

「お嬢様、彼はもしや、神殿騎士の……」

　言われてから気づき、イリスは眼めを疑った。確かに同じ顔をしているが、雰ふん囲い気きがまるで違う。刺とげ々とげしいまでの悪あく意いをにやけた顔で覆おおい隠かくし、ひたすらに他者を見み下くだしていたその青年と、目の前にいる死の静せい謐ひつを感じさせるほどに表情の消えた男とは、まるで別人だった。

「……えっと……名前、なんていったっけ……？」

「リカルドです。リカルド・バーゼス……」

　バニッシュが耳元で補ほ足そくする。その名は、イリス達をフォルナムから迎えに来た神殿騎士のものである。エンジュの家に滞たい在ざいしていたイリス達を、神殿勢力に引き込んだのが彼だった。

「おや？　まさかお知り合いですか？」

　メビウスの声はいかにも意外そうだった。実際に予想外のことだったらしく、連れてきたエイミーまでがきょとんとしている。

　久ひさ々びさに顔を見せたシズヤだけが、訳わけ知しり顔で頷うなずいた。

「来訪者ビジターの方々も一時期、フォルナムにいたわけですから。副団長様と知り合いでもおかしくありませんわ。もっとも、リカルド卿きようの性格を考えれば、〝親したしかった〟はずはないと思いますが」

「そのとおりね。とんでもない下衆げすだったわ。貴方あなたが連れてきたの？」

　黒くろ装しよう束ぞくのシズヤを胡う散さん臭くさい思いで見み据すえて、イリスは嘆たん息そくした。シズヤはくすくすと笑っている。

「まさか。私はわざわざ迷い犬を拾うほど暇ひまじゃありません。メビウス様が連れてきましたの。それなりに身体からだも鍛きたえていて健康で、なおかつ性しよう根ねが曲がっていて、自分が生き残るためならなんでもやるだけの歪ゆがんだ精神力があって──まぁ、逸いつ材ざいといえば逸材ですわね。死んでも惜しくないもの」

　冷たい声に悪意を込めて、シズヤはリカルドの肩に触ふれた。

　青年の騎士は、胡う乱ろんな眼のままに反応を示さない。

　メビウスが彼の手を取った。

「彼の場合、残念ながら薬への耐たい性せいはなかったようです。副作用で自我が崩ほう壊かいしましたが、まるっきり意思が消失してしまったわけでもない。指し示じを出せば戦う程度の知能は残っていますし、元の性格も多少は影響しているようでね。かなり性格の悪い戦い方をします。身体能力も多少は増していることでしょう。まぁ──フォルナム神殿に出た連中より、少しましな状態だと思っていただいて構いません」

　メビウスはリカルドの手を引き、神霊スピリツトの前に立たせた。

「通常の人間だと、この状態にすらならない。その前に死んでしまいますのでね」

　淡たん々たんと、淡々と、まるで世せ間けん話ばなしのように言って、メビウスはリカルドの手を神霊スピリツトに触ふれさせる。

「来訪者ビジターのお嬢さん。眼めを逸そらさずによく見ておくことです。この素す晴ばらしい〝化ばけ物もの〟を──きっと魅み入いられますよ、貴方あなたも」

　メビウスの腕輪がぼうっと輝き、その光は手の甲までを覆おおった。

　黒い神霊スピリツトの表面にぼんやりと、細こまかい文字のような線が無数に浮き出てきた。規則性を見出す暇ひまもなく、それらの形は次々に切り替わっていく。

　メビウスはそれらに眼を奪うばわれることなく、腕輪の光に包まれた手を神霊スピリツトにあて続けた。

　イリスの脇わきに立ったシズヤが、小声で囁ささやく。

「あの字、読めます？」

「……いいえ。読めるわけないわ、あんなの。そもそも字なの？」

「さぁ？　私達にも読めませんから、使い方がわからないんです。でも腕輪さえ使えれば、意志の力で神霊スピリツトを〝動かす〟ことは可能ですわ。どうすればどう動くかは、まだ研究中ですが、まるっきり話の通じない化け物でもないみたいで──神殿の指定には失敗しましたが、ともかく〝送る〟ことにだけは成功しましたしね」

「……成功、ね」

　イリスは吐はき気けを覚えた。人の命を軽かる々がるしく考えることには、自分も慣れているつもりではある。いちいちそんなことで道徳的な観かん念ねんを振り回すつもりもない。

　そのはずなのに──心が軋きしむのは、何故なぜなのかと思う。

　イリスは強がって、唇の端に引きつった笑みを浮かべた。

「リカルドを送るの？　どこに？」

「フォルナムの御柱ピラーはすでに停止していますから、それ以外の神殿ということになります。当座の目標はウィータ神殿のつもりですが、上手うまくいくかどうかは……可能ならば潜せん入にゆうして神しん姫きか神じん師しを殺すようにと指し示じしてありますが、あるいはそれこそ、貴方がたの世界に行ってしまうかもしれませんね」

　シズヤの言葉を受けて、バニッシュが露ろ骨こつに眉まゆを寄せる。

　見守るイリスの前で、メビウスは額に酷ひどい汗をかいていた。その身体からだはやがて痙けい攣れんを起こしはじめ、上下の歯が激しく鳴らされる。

　それと同時に、死の神霊アービタ・スピリツトが弾はじけるように膨ぼう張ちようした。

　目の前に控えていたカトルが、立ち竦すくむイリスを抱えるようにして跳とび退のいた。

　文字の浮いた闇やみが、まるで生命をもったかのように広がり、メビウスとリカルドの体をすっぽりと包みこんでしまう。硬こう質しつに見えた神霊スピリツトは、まるで立体感のある映像のように、物質的な壁を感じさせなかった。

　そしてイリスは、その視界に信じ難い光景を見る。

　数倍に膨ふくれ上がった、黒い球体──その表面を、無数の読めない文字が踊おどり、左右に流れながら切り替わっていく。その文字の一つ一つの背景に金色の眼めが浮き上がり、すぐに神霊スピリツトの全体が大量の目玉によって覆おおわれた。

「な、何よ……何なのよ、これ……！」

　不気味さに息を吞のんで、イリスはその場に座り込んでしまう。

　金色の眼は、しきりにまばたきを繰り返しながら周囲を不規則に見回していた。続いて、低く鐘かねを鳴らすような音が鍾しよう乳にゆう洞どうの中に激しく響きわたり、その残ざん響きよう音おんに伴ともなって球体はやっと縮ちぢんでいった。

　静せい寂じやくが訪れた後も──イリスはしばらく、座り込んでいた。

　リカルドの姿は、そこからすでに消えていた。

　メビウスは神霊スピリツトの傍そばに倒れており、シズヤの部下達が、彼を抱え起こして奥へ運んでいく。気き絶ぜつしているのか、それとも単に動けないのか、判はん別べつはできない。

　傍のバニッシュも呆ぼう然ぜんと立ったままで、動こうとはしなかった。

「シ、シズヤ、今の……？」

「……さて、リカルド卿きようが何処どこに行ったのか──報告が来るまでわからないのって、もどかしいですわね」

　苦笑混じりに言ったシズヤが、イリスに手を差し伸べた。

「立てます？　無む理りでしたら、おんぶしていって差し上げましょうか？」

「……けっこうよ！」

　我に返ったイリスは、怒りに声を荒げて一人で立ち上がった。手を無視されたシズヤは、くすくすと笑いながらその手を口元に添そえた。

「初めての方はみんな驚くものですわ。さ、奥へどうぞ。メビウス様もじきに動けるようになるはずです。〝神霊スピリツト〟の中で、彼が何を見たのか──きっとイリス様達にとっても、興味深い内容のはずですわ」

　立ち上がったイリスは、鍾乳洞の入り口付近に、いつの間にか一人の老ろう紳しん士しが立っていたことに気づいた。

　実験の開始時からいたらしいが、さして面白くもなさそうに、ぼんやりとそこに立っている。背広を着込んだ老人はいたって平へい静せいで、その表情には怯おびえも恐怖も感動も感じられない。見み様ようによっては達たつ観かんしたような眼をしており、やや不気味なほどだった。

　イリスの視線に気づいたシズヤが、そっと耳に囁ささやく。

「考こう古こ学がく者しやの先生ですわ。古代の文ぶん献けんに詳くわしいものですから、死の神霊アービタ・スピリツトについて、いくつかの助言を戴いただいてますの」

　イリス達は、立ち尽くすその老人の脇わきを通り過ぎた。

　擦すれ違ちがいざまに、シズヤが小さく会え釈しやくをする。

「リーブルマン博士。お疲つかれ様さまです」

　──老おいた考こう古こ学がく者しやは反応を示さずに、じっとその場に立っていた。

　イリスが歩きながら振りかえると、彼はぽつりと、独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「こいつは果たして、人の手に負える存在かな……」

　嘆なげくようなその言葉が、イリスの耳には印象的に聞こえた。
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　フェリオ達のジラーハ到着から、遅おくれること六日──

　タートムからの特とく使しがようやくたどり着いたのは、ウルクの誕生日の前日だった。

　その日、フェリオはウルクとリセリナを相手に、馬ば術じゆつの稽けい古こをしていた。

　リセリナも、馬の扱いは上手うまくない。アルセイフで多少は練習したから、まったくの初心者ともいえないが、まともに馬を操あやつるまでには至っていなかった。

　どちらも頭での理解は早いのだが、実際の扱いとなるとなかなかに難しい。

　リセリナとウルクを交こう互ごに前に乗せながら、フェリオは二人に手た綱づなの使い方や指し示じの出し方をじっくりと教えていった。

　タートムからの使者が到着したとの報が入ったのは、まさにその最中のことである。今日中に着くという知らせは受け取っていたが、予定よりも二時間ほど早かった。

　出迎えのために練習を中断して、フェリオ達は中庭から神殿内へと戻った。

　フェリオ達が神殿入りした時には、街まちでも神殿でも凄すさまじいまでの出迎えがあったが、それらは全すべてウルクの影響である。タートム側の使者は粛しゆく々しゆくと進入し、騒そう乱らんも拍はく手しゆもないままに馬車を降りた。

　カシナートら高官と共に出迎えに混じったフェリオは、その使者の顔に驚いた。

「モーフィス卿きよう!?」

　でっぷりと太った髭ひげ面づらの男は、特使としてのフェリオを見出すや、その眼めを見開く。

「これは驚いた。アルセイフ側の使者はフェリオ様でしたか」

「こちらも驚きました。まさかモーフィス卿がおいでになるとは……」

　タートムとの戦いの折に、前線を指揮していたのがこの男、モーフィス・ルメイシーズだった。

　怪け我がをしながらも前線に出てくるような豪ごう気きな男で、その働きにはアルセイフの将しよう官かんも苦しめられたものである。最後の決戦の折には馬に足を踏まれて動けなくなり、アルセイフの捕ほ虜りよとされていた。

　戦後、すぐに国へと戻されたが、その彼が使者としてやって来たことに、フェリオは少なからず驚いた。

「もう怪け我がの具ぐ合あいはいいのですか？　かなりの重傷だったと思いますが……」

「なぁに、あれしき。タートムの武ぶ人じんにとっては、さほどの怪我ではありません」

　それは明らかな強がりだったが、モーフィスの口から紡つむがれると説せつ得とく力りよくがあった。おそらく旅路についた時には怪我も完かん治ちしていなかったはずで、道中で治しながら来たのだろう。

　そこまでタートムには人材がいないのかと思いかけたが、正式な使者は別にいた。

　次の馬車から降りたのは、華か美びに着き飾かざった中年の貴族だった。戦闘になど出たことのない、明らかに文ぶん官かんとわかる細い体つきをしている。

　どうやらモーフィスは、彼の警けい護ご役やくか補ほ佐さ役やくとしてついてきたらしい。

　一通りの挨あい拶さつを終えた後で、フェリオは改めてモーフィスと会話の機会を得た。

「今回は補佐役ということですか？」

「無む理りを言って、加えてもらったのですよ。上からは休養を勧すすめられたのですが……カルバイ卿きようが戦死した今、休戦の調ちよう停ていがいかに進むかを、この眼めで見み届とどけたいと思ったのです」

　武人らしい答えが、フェリオには好このもしかった。敵ではあるし、馴なれ合あうつもりなどもないが、武官としてはおもしろい男だと思う。

　調印の前の話し合いの場は、それからすぐにもたれた。一日ぐらいは休養するかと思ったが、タートム側はその必要を認めず、早急な議論を望んでいた。

　その動きの早さに、フェリオは相手の焦あせりを見た気がした。

　ザカードの輝石セレナイトが失われた旨むねは、すでに高こう位いの神しん官かん達の間では発表されている。フェリオもその事実を把は握あくしているし、タートム側はこのことで〝アルセイフ側が足元を見てくるのではないか〟とも懸け念ねんしているはずだった。

　揉もめる前に、早々に休戦の調印を済ませたいというのが本ほん音ねだろう。

　アルセイフ側からはフェリオと補佐役の官僚達が、タートム側からは使者の貴族とモーフィス達が、到着直後の会談に臨のぞんだ。

　互たがいの国を背せ負おっての外交である。仲ちゆう介かいに入るジラーハによって、落としどころはそれぞれ決まっているとはいえ、その席は緊張感に包まれた。

　腹の探さぐり合あいにも化ばかし合あいにもなりようはないが、だからこそ切せつ実じつでもある。タートムはザカードの輝石セレナイトを失い、さらにはこの後にラトロアとの戦いも控えている。

〝踏ふんだり蹴けったり、だな〟

　同情する気は微み塵じんもないが、アルセイフに敗まけて、その直後にラトロアに攻められるとなれば、内情は苦しいに違いない。

　仲介にあたるカシナート司し教きよう達を挟はさんで、両国の特とく使し一行は、刃やいばを納めるための戦いをはじめた。
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　馬ば術じゆつの訓練を一休みして、ウルクはリセリナとシアを、神しん官かんのためのカフェに誘さそっていた。

　そこは休きゆう憩けいと交流のために用意された空間である。

　ウィータ神殿は、そこに住み暮らす神官達にとっては、一つの街まちといっていい。娯楽や休息のための施設も随ずい所しよにあり、それらの店も、やはり神官達によって運営されている。

　ウルクがリセリナを連れていったのは、広い中庭に面した区画のカフェだった。政せい務むから引いん退たいした老ろう司し教きようが趣味で店主を務めており、ウルクにとっては馴な染じみの場所である。

　丸く小さな隅すみのテーブルに、顔を寄せ合うようにして座り、ウルクは給きゆう仕じの娘に注文を出した。

「私はエステラ茶を。リセリナ様はどうなさいますか？」

「あ、同じ物でお願いします」

　しきりに周囲を気にしながら、リセリナが応じた。

　カフェには他ほかにも、数人の神官達が来ている。その中にはウルクとリセリナの取り合わせに好奇の視線を向ける者もいたが、さすがに神官だけに、露ろ骨こつに干かん渉しようを示すような無ぶ作さ法ほう者ものはいない。

　また、ウルクとリセリナ達のテーブルは、少し離れた位置から騎士達によって護まもられてもいる。ディアメルを含むアルセイフの王宮騎士が三人、ジラーハの神殿騎士が三人──それぞれが油ゆ断だんなく辺りを見回しているために、一いつ介かいの神官達からすれば、視線を向けることも躊躇ためらわれる状況ではあった。

　安心してくつろぎつつ、ウルクは膝ひざに乗せたシアの耳元にそっと囁ささやく。

「シアはミルク？　それともオレンジジュースとか──」

　給仕の若い女神官が、微笑を振りまきながら口を挟はさんだ。

「ウルク司し祭さい、季節ですので、グレープジュースが美味おいしいですよ。少し甘あまめにしてありますから、このくらいの子にも飲めると思います」

「葡ぶ萄どうだって、シア。それにする？」

　シアはこくんと頷うなずき、笑顔を見せた。

　最近、シアはようやく、少しずつ笑えるようになってきた。彼女のその変化が、ウルクにはたまらなく嬉うれしい。

　やがて注文の品が来ると、給仕の娘は、注文もしていないのにシアに焼き菓子の皿をくれた。

「かわいいから、おまけです」

「……あ……ありがとう」

　給仕の神官に、シアがか細い声で礼を言う。恥はずかしいのと嬉しいのとで、ほんのりと頰ほおを染めているところなどは、本当に可愛かわいらしかった。

　シアの今後について──ウルクは、いくつかの案を持っている。父に頼たのんで養よう子しとして引き取り、自分の妹にするか、あるいはリセリナのほうに預けるか、それともシアが自分で選択できる歳としになるまで、今のままの関係を続けるか──

　どうしたらシアにとって、一番の幸せなのか。

　まだはっきりとは方針を決められないが、ウルクはこれから、そのことも考えていくつもりでいた。

「それで、お話ってなんですか？」

　ウルクはリセリナに問いかけた。

　このカフェに誘さそったのも、リセリナが〝話したいことがある〟と言ったためである。距離を保って警備する騎士達には、小声で話せば聞こえない。

　リセリナはしばらく言いにくそうにしていたが、やがて意を決したように口を開いた。

「あの──実は私、ラトロアへ行ってみることにしたんです」

　ウルクはきょとんとして、リセリナを見つめた。

　彼女が呟つぶやいた言葉は聞き取りやすく、その意味もすぐに理解できた。だが、理解はできても納なつ得とくはいかない。

「あの、リセリナ様……？　え……ちょっと待ってください、今、なんと……」

　リセリナが眼めを伏せた。

「ごめんなさい。いきなりで驚かれたと思います。フェリオさんにも知られてしまったので、すぐにウルク様のお耳にも入ると思いましたから……実はムスカ教授とも相談したのですが、ラトロアにある〝死の神霊アービタ・スピリツト〟への対たい処しよのために、潜せん入にゆうして調査をすることにしたんです。それで、その──シアも一いつ緒しよに」

　今度こそウルクは、耳を疑った。膝ひざの上に乗せた小さな少女が、くっと身を堅かたくする気配が伝わる。

　咄とつ嗟さにウルクは、彼女を強く抱き締めた。

「……冗じよう談だん……ですよね？」

「ごめん、ウルク──ほんと」

　顔のすぐ傍そばで、シアが申もうし訳わけなげに呟いた。

　リセリナも顔を伏せたまま、上げようとしない。

「……ウルク様の言いたいこと、わかります。シアはまだ小さな子供です。一緒にラトロアへ行かせるなんてとんでもないって、ムスカ教授も言ってましたし、私もそう思いました。でも──」

　シアが琥こ珀はく色いろの眸ひとみを振り向かせ、ウルクを見つめた。

「私が行きたいって言ったの。私の能力があれば、死の神霊アービタ・スピリツトの場所を簡かん単たんに聞きだせると思うし、それに……それに、ラトロアっていう国がここに攻めてきたら、ウルクが悲しむから……それを止とめたいの」

　子供のものとは思えない決意が、その言葉に込められていた。

　ウルクは絶ぜつ句くしてしまう。停止した思し考こうが動き出すまでには、軽く一分ほどを要した。

「……どうして？　どうして、シアが……」

「私じゃないと、だめだから。私にしかできないことがあるから」

「そんな、だって……シア、貴方あなたはまだ子供でしょう？　そんなこと……」

「子供だけど……ウルクを守りたい」

　シアの眸ひとみは、怖こわいくらいに真しん剣けんだった。

「馬ば鹿かなことを言わないで！」

　ウルクは思わず声を高くした。他ほかの席の神しん官かん達が何事かと視線を向けたが、それを気にする余よ裕ゆうすらない。

「だめよ、シア！　その気持ちは嬉うれしいけれど、私のために貴方が危険に身をさらすなんて、絶対にだめ！　リセリナ様も、ちゃんと止とめてください！　いえ、そもそも貴方達が向かうことにも私は反対ですけれど……どうして、そんな……」

　ウルクは両手でシアを抱き締めた。頭を抱かかえて、背に腕をまわし、シアが動こうとしても動けないほどに強くかき抱く。
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　シアがわずかに身をよじった。

　彼女を、手放したくない──強くそう思った。

　ウルクはリセリナに涙まじりの眼めを向ける。

「シアを危険なところには行かせられません。たとえそれがこの子の意思だとしても、私は行かせたくない。シアはまだ……！」

　ウルクの胸元に抱かれたシアは、声を殺して泣いていた。

「……ありがと、ウルク──そう言ってもらえるの、すごく嬉うれしい。でも、私──もう、後こう悔かいしたくない……」

　シアのその声は、聞く者を絶ぜつ句くさせるだけの悲ひ痛つうさを持っていた。

　ウルクは戸と惑まどい、胸に抱いた彼女を見つめる。

「ウルク──私、ウルクの記憶を封ふうじたときに、何度も迷ったの──イリスの命令をこのまま聞いてていいのかなって、ずっと迷ってて……本当はやめたかったけど、でも結局、最後まで……もう、あんな思い、したくない……」

　つらい記憶を呼びさましたシアは、しきりにしゃくりあげていた。

　ウルクは必死で彼女をなだめる。しかし髪を撫なでて背をさすり、額に口付けしても、シアは泣きやまない。

「……私、後悔したくない。あのとき、本気でイリスに抵てい抗こうして、やめていればよかったのに……できなかった。今度は、ちゃんとするの。自分の意思で、私にできることをするの。そうしないと、私──」

　自分を、許せない──シアは途中で口を閉ざしたが、ウルクはそういうことなのだと理解した。

　シアはずっと贖しよく罪ざいの方法を探していたのだ。ラトロアに行き、死の神霊アービタ・スピリツトの探たん索さくに加わることは、きっと彼女にとってはウルクへの償つぐないにもなるのだろう。

　それでもウルクは、シアを行かせたくない。

　来訪者ビジター達が現地へ行く事は有ゆう効こうな策さくかもしれないと、理性では理解できる。だが感情の面では、とても頷うなずくことができない。

「せめて──せめて国境付近で待つわけにはいかないのですか？　神霊スピリツトの居場所を知る人間を連れてくるとか──」

「国境付近では小こ競ぜり合あいが続いているそうですから、それはかえって危険なんです。それに誰だれかをさらうとなると、相手にも勘かんづかれます。北方民族の方々や、ジラーハの名無しの人達とも連れん携けいできますし、シアは必ず無事に帰しますから──信じてください」

　真しん摯しなリセリナの声と、それ以上に切せつ実じつなシアの眸ひとみとに、ウルクは言葉を失った。

「……ごめんなさい、シア。それにリセリナ様──少し、待ってください。私、今は何も考えられません」

　抱き締めたシアの小さな身が、自分の傍そばから離れること自体には我が慢まんできる。だがそれには、〝シアが幸せになれるならば〟という前ぜん提ていがなければならない。

　ラトロアは遠い。

　国境こそ接しているが、感覚として、その敵地は遠すぎる。

「……いきなりでしたから、無む理りもありません。ただウルク様には、早い段階で承しよう知ちしておいて欲しかったものですから」

　リセリナが眼めを伏ふせ、卓テーブルの上で頭を下げた。

「あの……だからフェリオさんのことも、よろしくお願いします。ウルク様がお相手なら、私は……」

　その消え入りそうな声に、ウルクはまた戸と惑まどう。

「リセリナ様……？　もしラトロアに行くとしても、一年か二年もかからないうちにお戻りになりますよね？　どうしてそんなことを……」

　ウルクの心が震えた。

「まさか貴方あなたは、死ぬ気で……！」

　リセリナが慌あわてて首を横に振った。

「と、とんでもないです！　ちゃんと命は大事にしますし、いずれ戻るつもりですけれど、でも……フェリオさんのことは、また別ですから。あの──神殿での噂うわさも聞いています。神しん姫き様から、フェリオさんがウルク様の恋人として認められたって……」

　ウルクはたちまち顔を真っ赤にしながら、リセリナの前に身を乗り出した。

「ち、違います！　それは、姉ねえ様さまが勝手に……！」

　女じよ官かん達の口を経て、神殿内に噂が流れ始めていることは、ウルクももちろん知っていた。

　父のマディーンなどは寝ね込こんでしまったし、タートムとの休戦調ちよう停ていに臨のぞんでいるフェリオも困こん惑わくしているだろう。なによりウルク自身が困っている。

　アルセイフではフェリオが噂をたてられていたが、いざ自分の国で同じ目に遭あってみると、フェリオがどんな思いでいたかもよくわかった。

　フェリオもウルクも、それぞれの立場を背せ負おっている。フェリオのことが優ゆう柔じゆう不ふ断だんに見えたこともあったが、互たがいの持つ政治的な意味を考えれば、決して不用意な発言は許されない。

　そして本人達が何も言わずとも、妙みような噂が自然と立ち昇る。

　リセリナは決意を込めた眼まな差ざしで、ウルクをじっと見み据すえた。

「ウルク様、私もいろいろと考えたんです。あの──あんまり良くない噂も聞きました。フェリオさんが、私とウルク様を天てん秤びんにかけてるんじゃないかって……この神殿で、そんな噂が流れているみたいです」

　ウルクもそのことは知っていたが、特に気にはしていなかった。

「そんなの、言わせておけばいいんです。フェリオ様がそういう方かたでないことは、リセリナ様だってよく知っているはずですわ」

　リセリナは頷うなずいたものの、その眸ひとみは悲ひ痛つうだった。

「そうですね。フェリオさんは誠せい実じつな方です。でも……私はやっぱり、ウルク様とフェリオさんの間には、割り込めそうにないって……」

　リセリナの言葉に、ウルクは声を荒げそうになった。リセリナのそういった態度が、ウルクには我が慢まんならない。

「リセリナ様！　そのことはアルセイフでもお話したじゃありませんか。フェリオ様が決心されるまで、ゆっくり時間をかけて……」

「……私には、無む理りです」

　リセリナの黒い眼めに、うっすらと涙が浮いていた。

「やっぱり、無理です。ウルク様は憶おぼえていないって仰おつしやっていましたけれど……あの舞ぶ踏とう会かいの夜、お二人の姿を見て、わかっちゃったんです──」

　その言葉に、ウルクはぎくりとした。

　舞踏会の夜──酔よっ払ぱらったウルクは、フェリオにとんでもなく失礼なことをした。酔いの勢いに任せて、無理に抱きついて口付けをしてしまい──その場を、リセリナにも見られた。

　酔いが醒さめた後には、真っ赤になるよりも真まっ青さおになってしまったほどである。

　翌朝、羞しゆう恥ちと申もうし訳わけなさのために、ウルクは思わず〝酔いのせいで憶えていない〟と噓うそをついた。

　本当は、よく憶えている。抱き締めたフェリオの温ぬくもりも、その唇の柔やわらかさも、眸ひとみを閉とじればはっきりと思い返すことができる。数日間はずっと同じ夢を見てしまい、目覚めた後で胸を押さえる日々が続いた。

　そしてリセリナに対しても、まるで抜ぬけ駆がけをしてしまったようで、ずっと罪ざい悪あく感かんを感じていた。

　そのことをずばりと言われて、ウルクは言葉に詰まる。

　リセリナは気き丈じように微笑を見せていた。

「誤ご解かいしないでください、私は平気です。旅の間も、ずっと考えていたんです。アルセイフでは確かに強がっていましたけれど、今は冷静になって、きちんと考えた後ですから……ウルク様なら、フェリオさんにふさわしいと思いますし、フェリオさんもきっと、ウルク様のことが大好きなはずです。見ていればそれはわかります。私は最初から、フェリオさんの友達で、それ以上でもそれ以下でもありません。だから、どうか私のことはもう……」

　決意を込めたリセリナの言に、ウルクはあたふたと慌あわててしまう。

「で、でも、リセリナ様。リセリナ様は、それで本当に……」

　込み入った会話をする二人の傍そばに、一人の神しん官かんが歩み寄った。

「失礼を、ウルク司し祭さい──差し出がましいようですが……」

　割り入ってきたのは、枢すう機き連れん隊たいを束たばねるハイマン家の御おん曹ぞう司し、ビュセル・ハイマン司し祭さいだった。ウルクに縁えん談だんを持ちかけた当人である。

　好青年としか見えない温おん和わな顔に、今は珍しく心配げな様子を見せていた。

「ビュセル司祭……？　あの、失礼ですが、今、大切な話の最中でして……」

　ウルクは素そっ気けなく応じたが、ビュセル司祭はさらに歩み寄った。

「わかります。そうなのでしょうね。ただ、お二人がそう真しん剣けんな顔をして話し合いをされていると、どうも好こう奇きの視線というものが集まるようでして……あまりいい状況ではありません」

　そう言われてから、ウルクはやっと気づいた。

　いつの間にか、カフェの中に神しん官かん達が増えていた。ウルクが見回すと一いつ斉せいに視線が逸それたが、リセリナと一いつ緒しよだったことで、どうやら野や次じ馬うまを集めてしまったらしい。

　ビュセル司祭が嘆たん息そくした。

「神官といっても、好奇心を押さえられる者ばかりではありません。込み入った話であれば、老ろう婆ば心しんながら、妙みような噂うわさが立つ前に場所を変えられたほうがよろしいかと存ぞんじます」

　シアを抱えたまま、ウルクは慌あわてて席を立った。

「そ、そうですね……すみません。お気き遣づかいに感謝します」

　さきほどから、真剣すぎる表情でリセリナと向き合っていた。声も高くなっていたはずだが、周囲の視線を意識できなかったのは、明らかにウルクの失敗である。

「リセリナ様、場所を変えましょう。落ち着いてお話をできるところに……」

　リセリナは、席を立とうとしなかった。ビュセル司祭がウルクとリセリナを見比べ、微かすかに首を傾かしげる。

「……いいえ。わざわざ場所を変える必要はありません。すでに結論は出ていることですから。変な噂が流れるのは困りますし、はっきりさせておきたいんです」

　リセリナの視線は、ビュセル司祭にも向いていた。

「神殿の一部では、私の立場が誤ご解かいされているみたいですが──私はあくまでフェリオ様の従者であって、決してフェリオ様と噂されるような関係ではありません。フェリオ様が愛しているのは、ウルク様だけです」

　この声はやや大きく、周囲で耳を澄ませていた神官達の耳には聞こえていそうだった。

　リセリナは、ビュセル司祭を睨にらんでいる。ウルクはそのことに違い和わ感かんを覚えた。

「……リセリナ様？」

「人目がありますし、ここは失礼します、ウルク様。詳くわしくはまた後ほど──シアもおいで」

　シアがウルクから下りて、焼き菓子をとってからリセリナの手を握った。ウルクにぺこりとお辞じ儀ぎをして、彼女は涙なみだ眼めで微笑ほほえむ。

　ウルクは追いかけようとして立ち竦すくんだ。

　リセリナ達の背には、これ以上の言葉を拒きよ絶ぜつする気配が漂っていた。

　王宮騎士の数人がその背に従い、ウルクは戸と惑まどいながらビュセル司し祭さいを見る。

　温おん和わな彼は、少し鼻はな白じろんだように表情を消していた。

　その彼の不ふ機き嫌げんな理由にふと思い至り、ウルクは声を絞しぼる。

「ビュセル司祭、まさか──まさかリセリナ様に、貴方あなたが何か……」

「は？　いや、私は何も……むしろ先手を打ったのは、そちらでしょう。さすがに感づいたか、カシナート──」

　それはいつもの彼ならあり得ないほどの、冷れい徹てつそのものの口調だった。低く唸うなるビュセル・ハイマンの眼めは、若いながらも明らかに政治家のそれである。

　ウルクは彼の言葉を聞き逃さない。

　リセリナ達に続いて、すぐさま足早にカフェを出ると、ウルクは神殿内を走る馬車に乗った。

　目指す先は、神しん姫きの在ざい所しよである。

　ひどく強こわ張ばった表情のままで、彼女は姉に向けるべき言葉を考え始めていた。
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　休戦の調ちよう停ていは、カシナート司し教きようの仲ちゆう介かいの下、粛しゆく々しゆくと進んだ。

　フェリオが連れて来たアルセイフ側の文ぶん官かん達と、タートムから来た高官達は、さほど衝しよう突とつすることもなく合ごう意い事じ項こうを確認していった。

　互たがいに主張するべきことは主張し、対立する部分ではジラーハ側が折せつ衷ちゆう案あんを示し、時に両者の顔を立てながら、休戦の方向性はうまく固まっていった。

　もともと、アルセイフ側の案はラシアンがまとめたもので、無む理りのない、無ぶ難なんかつ堅けん実じつな内容となっている。タートム側も負けた自覚があるために、強いことを言える立場ではない。

　両者が無む謀ぼうな欲を持たない場合、こうした会議は話が早い。初めから結論は出ていたようなもので、会議そのものは確認のための儀ぎ式しきであるともいえた。

　調印そのものは翌日に持ち越しとなったが、これも予定の通りである。

　散さん会かいの時には、両国の代表ともに安あん堵どを隠かくしもしなかった。

「フェリオ様。少し、よろしいですかな」

　会議の後でフェリオにそう声をよこしたのは、タートムの武ぶ官かん、モーフィス・ルメイシーズだった。その声は穏おだやかで、好意すら感じられる。

「えぇ、構いません。何か？」

「はぁ。たいした用ではないのですが……少々、伺うかがいたいことがありまして。バロッサ卿きようは、お元気でしょうか」

　国境を守っていたバロッサ・アーネストとその娘のソフィアに、モーフィスは散さん々ざんに翻ほん弄ろうされたはずだった。仇きゆう敵てきともいえるが、やはりモーフィスの言葉に敵意は感じられない。

　フェリオは隣の控ひかえの間まに、モーフィスを誘さそった。文ぶん官かん達は礼を残して立ち去り、両国の護ご衛えいの者達だけが残る。

　フェリオはモーフィスと向かい合わせに、卓テーブルを挟はさんで腰を下ろした。

「バロッサ卿きようもソフィア様も、お元気ですよ。剣けん腕わんも衰おとろえるどころか、ますます冴さえているようです」

　向かいに座りながら、モーフィスは髭ひげ面づらに曖あい昧まいな笑みを乗せた。

「あのお歳としであの強さというのは、やはり驚きよう異い的てきですな。いやしかし、アルセイフ側はベルナルフォン卿の指し揮きもお見事でした。なかなかどうして、戦場では手て強ごわい相手でしたよ」

　大切な思い出を語るように、モーフィスはそう呟つぶやいた。

　敵てき将しようからの賛さん辞じを、フェリオは素直に受け止める。

「ベルナルフォン卿は内乱の折にも活躍してくれました。しかし、タートム側も──モーフィス卿の前線での指揮や、カルバイ卿の戦い振りは、それは見事なものだったと聞いています。私が見たのは、最後の一戦だけでしたが……」

　モーフィスは苦笑した。

「恐おそれ入いります。が──明らかに及びませんでしたな。玄げん鳥ちようが有利に働いていただけでしょう。カルバイ卿もそれはわかっていたようです」

　最後まで戦って死んだ相手の総指揮官については、フェリオもよく憶おぼえていた。

　最後の最後に、ほんのしばらく、言葉をかわしただけだったが──彼との会話は、忘れられない。

　これ以上の戦いを無意味とし、兵を退ひかせるようにと彼に諭さとしたが──カルバイはそれを是ぜとはせず、最後まで戦い抜いた。

　結局、被ひ害がいを拡大させながらも、戦いくさはアルセイフの勝利に終わり、その延長線上に今日という日を迎えている。

　モーフィスが深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

「今日の話し合いが無事に進んだことを、タートムの貴族として嬉うれしく思います。もしカルバイ卿が生存していれば、中央も戦力を立て直しての再戦を強行したかもしれませんが──あの勇ゆう将しようとうたわれたカルバイ卿の死が、中央の貴族達を萎い縮しゆくさせました」

　フェリオは首を傾かしげた。モーフィスが言わんとしていることが、咄とつ嗟さにはわからない。

「結果、タートムはアルセイフとの休戦に動いたわけですが……カルバイ卿は、そうなることを察さつしていたのかもしれませんな。あそこで明確に〝負けて〟おかなければ、最終的に〝勝てない〟であろう戦のために、無む為いに戦力を投入する羽は目めになりかねないと……そんなふうに考えていらしたのではないかと、今は思います」

　フェリオは驚いた。

　カルバイは武ぶ人じんとして、最後の意地を通しただけだと思っていた。両国に無用の死者を増やし、無意味な戦いで大切な命を散らしたと、そう考えていた。

　しかし今のモーフィスの言が正しいとすれば、カルバイは早期の休戦のために、自ら死ぬことでタートムの上層部を諫いさめたとも言える。

「西のラトロアが不ふ穏おんな今、アルセイフとの戦せん況きようが泥どろ沼ぬま化かする事態は避さけたかったはず。〝勝てない〟とあればなおさらです。まぁ、今となっては確かめる手段もありませんし、これは私の勘かん違ちがいかもしれませんが……ともあれ、貴き国こくは平和を手にした。喧けん嘩かを売っておいてこんなことを申し上げられる立場ではないが、どうか得た平和を大切にしていただきたい」

　モーフィスは眩まぶしそうに、フェリオを見つめていた。

　太ったいかつい猛もう将しようの眼めは、戦場を離れて見ると意外なほどに穏おだやかだった。少々、険けんの強い顔立ちではあるが、無む闇やみに人を威い圧あつする気配はない。

「ラトロアとの戦争は、避けられそうにありません。私も休養後、前線に向かうことになるでしょう。生きてお会いできるのは、これが最後やも知れませんな」

「モーフィス卿きよう……」

　彼が覚かく悟ごを決めていることは、一目で理解できた。

「フェリオ様。貴方あなたは良い為い政せい者しやになれます。国王のブラドー陛へい下かも素す晴ばらしい方かただとうかがっていますし、アルセイフには有ゆう為いの人材が多い。もちろん、我がタートムにも人材はおりますがね」

　冗じよう談だんのように言って、モーフィスはそそくさと席を立った。

「……平和というのは、いいものですよ。ただ、それに溺おぼれると乱らんを招きます。タートムとしては、アルセイフには油ゆ断だんしていて欲しいのですが……どうか、お気をつけて」

　フェリオは頷うなずいて、モーフィスを見送った。

　モーフィスの言には言げん外がいの含ふくみがあったことに、フェリオは気づいていた。

〝もしタートムが負ければ、ラトロアはアルセイフをも飲み込もうとする──〟

　そんな未来を予見させる含みである。

　事実、アルセイフは、この休戦で安あん堵どしていい状況ではない。輝石セレナイトは失われたままで、東方では混乱の火ひ種だねがくすぶっている。

　モーフィスの見せた武ぶ人じんらしい厚こう意いに感謝しつつ、フェリオはひとまず自室へと戻った。

　部屋の寝台ベツドで身を休ませながら、じっくりと考える。

　この休戦調ちよう停ていの後──自分は一体、アルセイフのために何をすべきなのか。

　リセリナやムスカ達は、ラトロアへ渡るという。おそらくはシルヴァーナ達も同行するのだろう。

　自分は王族という立場であり、ラトロアに潜せん入にゆうなどするわけにはいかない。

　だが、もし行けば戦力として、役に立てないことはないと思う。

〝俺おれは……どうすべきなんだろう〟

　フェリオはずっと、そのことで迷っていた。王族としての個人の責任と、輝石セレナイトの産出再開に尽じん力りよくしたいという願いと、自分はそのどちらを優先すべきなのか、答えが出てこない。

　このままアルセイフへ帰る選せん択たく肢しは、周囲の全員が支持するだろう。だがフェリオ自身は、それが正しい選択だとは確信できずにいる。

　アルセイフにはブラドーをはじめ、政府を支えるに充分な人材が揃そろっている。自分が戻っても、できることはほとんど何もない。

　ラトロアへ行くという選択肢は、周囲の全員が反対するはずだった。だがフェリオ自身は、それも一つの案としてはあり得ると思っている。

　自分の剣けん腕わんを過か信しんしてのことではない。今、ラトロアという国を知っておくことは、将来のアルセイフのためにも、決して無意味なことではないはずだった。

　そんな迷いが堂々巡りに陥おちいってしばらくしたところで、廊下側から扉とびらを叩たたく者がいた。

「フェリオ様、カシナート司し教きようがお見えです」

　護ご衛えいの騎士にそう告げられ、フェリオは寝台ベツドから身を起こした。

「隣にお通ししてくれ。すぐに行く」

　フェリオが隣室へ移ると同時に、ついさきほどまで調ちよう停ていの場にいたカシナート・クーガが、やけに真しん剣けんな顔をして入ってきた。

「フェリオ様。失礼します。ご相談したいことがありまして……」

　フェリオは驚いた。

　カシナートの側からフェリオに相談を持ちかけることなど、あまりあることとは思えない。

　若き司教は挨あい拶さつもそこそこに本題を切り出した。

「フェリオ様の知り合いに、〝ハーミット・エアル〟というラトロアの剣士がいましたね？　彼が今、何処どこにいるかわかりませんか」

　フェリオは首を傾かしげた。リセリナから聞き出した話によれば、ハーミットは今、この神しん域いきに来ているらしい。だが、カシナートが今にして彼を探す理由が気になった。

「彼に絡からんで、何かあったのですか？」

　答えを保ほ留りゆうして、フェリオは問いを返した。カシナートは眉み間けんに指を添そえ、声を潜ひそめた。

「これはまだ内ない密みつに願います。さきほど、当方の名無しが、〝ラトロア〟からの使者を連れて来たのです。実は数日前に連絡は先行して来ていたのですが、どうもその使者が、ハーミットという剣士の親しん戚せきらしく……確認の一助になればと思いまして」

「……ラトロアの使者……？」

　カシナートの言に瞠どう目もくしつつ、フェリオは無意識のうちに、刀の柄つかに指を添えていた。それはそのまま、ラトロアという国に対する警戒の表れだが、カシナートの顔には敵意が薄い。むしろ困こん惑わくしているようにさえ見える。

「なにせ、その使者というのが……あぁ、フェリオ様もお会いになりますか？　正直なところ、どう扱ったものか迷っているところです。本人が多くの方かたと面めん識しきを得たいと希望していますし、もしその気があれば手配しますが」

「はい。御ご迷めい惑わくでなければ、ぜひお願いします」

　フェリオはすぐさまにそう応じた。

　今の状況で訪れたというラトロアの使者とはどんな人物で、何を目的として来たのか──純粋にそれが気になった。真しん偽ぎは知れずとも、ハーミットの親しん類るいとなれば尚なお更さらである。

　シルヴァーナ達の在ざい所しよは、リセリナやムスカに確かめなければわからない。ひとまずハーミットへの連絡は後回しにして、フェリオはカシナートの後に付いて行くことにした。
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　神しん姫きノエルの部屋を訪れたウルクは、すぐに奥へと通された。

　嫣えん然ぜんと微笑ほほえむ姉に対して開口一番、ウルクは厳きびしい問いを向ける。

「姉ねえ様さま。リセリナ様とお会いになりましたね？」

　神姫ノエルは清せい楚そな表情を崩くずさぬままに瞬まばたきをした。

　小さな卓テーブルにはティーセットが載のっており、ほのかに甘あまい香かおりが漂ってくる。午後の優ゆう雅がなひとときを、ウルクが邪じや魔ますることになった。

　神姫は嫌な顔は見せず、ウルクを真まっ向こうから見つめた。

「……あら。どうして、そう思うの？」

「姉様が話したのでしょう？　私とフェリオ様のために身を引くようにと……！」

　ウルクはそのことを確信していた。

　姉の神姫ノエルは、決して清せい楚そなだけの飾かざりではない。謀ぼう略りやくというほどのことはないが、裏での糸の引き方も多少は心得ている。

　ウルクは姉の正面の椅子に座りながら、周囲をざっと見回す。

　今はこの場に女じよ官かん達がいない。隣室には控えているはずだが、声を潜ひそめれば聞かれる心配はないはずだった。

「何を言ったのですか？　リセリナ様は、フェリオ様にとっても私にとっても、命の恩おん人じんです。とても大切な方かたなんです。だから……」

　神姫ノエルは、細く溜ため息いきを吐ついた。

「勘かん違ちがいしないで、ウルク。確かにリセリナ様には会いました。こっそりとお呼びして、少しだけ話をしたわ。でも、身を引くようになんて言っていないの」

「なら、どうしてリセリナ様は……！」

　ウルクは卓テーブルに身をのりだした。

「私はただ、現状について詳くわしくお話をしただけです。ビュセル司し祭さいが何を考えているのかとか、神殿でフェリオ様がどう見られるかはリセリナ様次し第だいだということを詳くわしく──その事実をどう判断するかは、あの方自身に委ゆだねましたわ」

　穏おだやかに呟つぶやく神しん姫きノエルとは裏うら腹はらに、ウルクは泣きそうな顔になる。

「そんな……そんなことを言ったら、リセリナ様は身を引くに決まっています！　姉ねえ様さま、なんてことを……」

　口元を覆おおったウルクに、ノエルが悲ひ痛つうな眼まな差ざしを向けた。

「……私は事実を教えてあげただけなのよ。でもね、ウルク──貴方あなたも悪いわ」

　ノエルは目め許もとを歪ゆがめた。

「貴方は残ざん酷こくよ、ウルク。あの子が貴方に勝てるはずないでしょう？　神姫の妹で、容よう姿し端たん麗れいで頭脳明めい晰せき、貴族のあしらいにも馴なれていて、民衆の支持も厚い。しかもフェリオ様とは子供の頃ころからの親しん交こうがあって、もう口付けまで……リセリナ様から聞きました。貴方がアルセイフで倒れた時も、フェリオ様の落ち込み様ようは酷ひどかったそうね。そんな貴方達の姿を間ま近ぢかに見せつけられてきた、あの子の気持ちを──考えたことがあるの？」

　ウルクは言葉に詰まった。

　ノエルの口調はあくまで静かで、叱しかるような様子はない。そしてだからこそ、ウルクの胸に容よう赦しやなく突き刺さる。

「その上で、本来は競争相手のはずの貴方に同情されて励はげまされて──それはとても残酷なことよ、ウルク。貴方は善ぜん意いでやったことでも、それはあの子の心をずたずたにする行為なの。だってそうでしょう？　〝自分より明らかにふさわしい相手〟に、そんな優やさしくされたら、あの子は一体、誰だれを恨うらめばいいの？」

　ウルクは戸と惑まどった。自分がリセリナより有利な立場にいるとは思えない。フェリオは王族であると同時に剣士でもあり、そういった意味ではむしろリセリナと気が合う部分も大きいはずだった。周囲の視線がどういう形で注がれるにせよ、肝かん心じんなのはフェリオ自身の心である。

「だ、だけど姉様……フェリオ様は、リセリナ様にも好こう意いを持っています。そのことは、傍そばにいればわかりますわ。まだ淡あわい好意かもしれませんけれど……」

「じゃあ、どうしたいの？　貴方が第一夫人で、その子が第二夫人？　貴方にそれが耐たえられる？　大好きな人が、他ほかの女ひととも夜を共にするのよ」

　神姫ノエルの露ろ骨こつすぎる言葉に、ウルクはぴくりと震えた。

「──私だったら耐えられないわ。リセリナ様にしたって、今はいい娘かもしれない。でもね、ウルク。人は変わるの。歳としを重ねれば、フェリオ様の寵ちよう愛あいだってどう転ころがるかわからないわ。王族に嫁よめ入いるっていうことの重みを、貴方はまだわかっていない。優しいだけじゃだめなの。貴方はもっと利り己こ的てきになれないと──苦しむことになるわ」

　ノエルは切せつ々せつとそう説といた。

　ウルクは、胸を押さえる。フェリオがもし、リセリナを選んだら──ウルクは、祝しゆく福ふくするつもりでいた。心で泣いたとしても、表面上は祝しゆく福ふくできると思っていた。

　そしてそんなことを考えると、それこそ死にたくなるくらいに絶望的な寂さびしさを感じた。

　フェリオと、結ばれたい──

　その思いに噓うそはない。

　姉の言わんとしていることも理解できる。

　ウルクはしかし、それでも──姉の言を認めることはできなかった。

「姉ねえ様さま……お話はわかりました」

　ノエルがほっとしたように表情を緩ゆるめた。

「でもやっぱり、姉様の言うことに、私は納なつ得とくできません」

　ウルクはそう明言した。ノエルの表情も一転して曇くもる。

「私はフェリオ様のことが大好きです。本当に、悔くやしいくらいに……時々、憎にくらしくなります。こっちがこんなに好きなのに、フェリオ様のほうは自然体なんですもの。でもあの方が時とき折おり、私に見せてくれる優やさしさに触ふれるたびに、すごく幸せな気持ちになるんです。リセリナ様もきっと……そうだと思います」

　ウルクは訥とつ々とつと言葉を選んだ。ノエルは黙って聞いているが、見つめるその視線は痛いたましい。

「だから、もしフェリオ様が私を見てくださらなくなったらと想像すると、それだけで心が壊こわれそうになります。そしてそれは、リセリナ様も同じはずなんです。あの方かたは特に、この世界に誰だれも身み寄よりがいません。気き丈じように振ふる舞まっていますが、リセリナ様にとってのフェリオ様は、私にとってのフェリオ様と同じくらいに、大切な存在だと……同じ人を好きになってしまったから、私にはそれが痛いほどよくわかります」

　ウルクの眸ひとみからはいつしか、涙が溢あふれていた。

　それを拭ぬぐいもせずに、ウルクは言葉をつなぐ。

「……そして、とても困ってしまうことに……私はリセリナ様のことも、本当に〝大好き〟なんです。だから……」

　だから、リセリナがどれだけ苦しい思いをして今の選択に至ったかも、わかってしまう。

　神しん姫きが哀あわれむように嘆たん息そくした。

「貴方あなたは、本当に……優しすぎるわ」

　神姫は立ち上がり、背の側からウルクの肩を抱いた。

「──好きなようにしなさい。貴方とフェリオ様達のことには干かん渉しようしないように、お父様は私が説せつ得とくします。ビュセル司し祭さいのほうは……どう出るかわからないけれど、カシナート司し教きようがなんとかしてくれるわ、きっと」

　口調はすっかり呆あきれた様子だったが、ノエルはウルクを抱き締めて、その耳元に囁ささやいた。

　ウルクは涙を零こぼしながら、小さく頷うなずく。

　姉は昔から、ウルクにいろいろな助言をくれた。まっとうなことから過か激げきなこと、時には耳を疑うようなことも言われた。

　アルセイフへ行ったのも、元はといえばノエルの助言によるものである。ウルクが将来のことで悩んでいることを心配して、幼い頃ころの思い出があるアルセイフへと旅に出るように勧すすめられた。

　反対するマディーンを説せつ得とくしてくれたのもやはり姉で、その意味ではフェリオとの縁えんも彼女が取とり持もってくれたようなものである。

　なればこそ余よ計けいに、神しん姫きはウルクとフェリオの関係が上手うまくいくことを願っているのかもしれない。

「……姉ねえ様さま。お気き遣づかい、ありがとうございます。でも私は……大丈夫ですから」

「貴方あなたの〝大丈夫〟はあてにならないの。すぐに強がっちゃうから」

　神姫がウルクの頭を、子供扱いに撫なでようとした。

　その瞬間──

　突き上げるような轟ごう音おんと共に、神殿の全体が大きく揺れた。

　たまらずに、ウルクはノエルと共にその場に膝ひざをつく。床ゆかがうねるように波打ち、壁かべ際ぎわの書しよ棚だなが次々に倒れ始めた。

〝じ、地震……!?〟

　ウルクは驚きよう愕がくした。このウィータ神殿では、地震など滅めつ多たにないし、規模の大きなものはなおのことあり得ない。

　揺れる中で顔を上げると、石の天井が大きく傾かしいで、今にも崩くずれようとしていた。

「姉様！　危ないです！」

　ウルクは咄とつ嗟さに、姉を押し倒すようにして床に転ころがった。

　そのすぐ脇わきに石せつ塊かいが落ちる。

　揺れはさらに強まり、隣室では壁が崩れたと思おぼしき音まで聞こえた。

　その激しい揺れ方に、ウルクは嫌な記憶を呼び起こされる。

　フォルナム神殿で、御柱ピラーに異変が起きた際に──ちょうど今と同じような、突とつ発ぱつ的てきな地震があった。その後で、御柱ピラーからは大量の兵が湧わいてきたのだ。

「……ウルク！　上……！」

　神姫が不意に叫んで、ウルクを両手で突き飛ばした。

　再度、転げたウルクの耳に──石が床を叩たたくのとはまた別の、くぐもった鈍にぶい音が聞こえた。
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　神殿騎士、チェイニー・アルガレイは、その地震が起きた時、御柱ピラーに接する祭さい殿でんの警備についていた。

　この警備はフォルナムからカシナートが凶きよう報ほうを届けて以来、ずっと続いていることである。

　シャジールの民の言によれば、御柱ピラーは〝複ふく製せい〟の場合には底面から、〝転てん送そう〟の場合には側面から、それぞれ該がい当とうするものが出てくるらしい。

　量産された輝石セレナイトも、またフォルナムに現れた屍しかばねの兵達も、御柱ピラーの底面から出てきた。

　だが来訪者ビジター達は、側面から飛び出してきた。

　ラトロアの動きがわからない以上、つまりは側面に接する階上の祭殿と、底面に接する輝石セレナイトの採さい取しゆ場じようと、両方の場所を警備する必要に迫られる。

　そしてチェイニーはその時、二十人ほどの同どう僚りようと共に、祭さい殿でんの警備についていた。

　いざという時には早急に御柱ピラーを停止させるために、シャジールの民もそこには交代で詰めている。

　巡回よりもさらに退たい屈くつな任務だけに、緊張感はごく薄かったが──それも、地震が起きる直前までのことだった。

　前ぜん兆ちようの第一は、やはり御柱ピラーから訪れた。

　耳鳴りの後で、柱の表面にびっしりと人の顔が浮き──それを眼めにした見張りの誰だれかが、声を上げたのとほぼ同時に、振動が襲ってきた。

　そして、その極端に大きな揺れは、長い歴史を持つウィータ神殿の構造に、大きな損そん傷しようをもたらした。

　はじめは上から、埃ほこりのように石の粒つぶがぱらぱらと落ち、続いて石せつ塊かいが降ってきた。

　これにはチェイニーも肝きもを冷やす。フォルナムでの地震より、明らかに規模が大きい。

「ぜ、全員、退たい避ひ！」

　振動による轟ごう音おんがその場を支配する中で、誰だれかがそう叫んだ。

　チェイニーも慌あわてて、逃げ遅おくれそうなシャジールの民の一人に駆かけ寄よった。

「ひとまずは、急いで外へ……！」

　他ほかのシャジールについても神殿騎士達が腕をひき、まずは安全な場所へと走る。

　だが、祭殿の崩ほう壊かいはそれよりも早かった。

　次々に落ちる石塊が視界を遮さえぎり、揺れが足元をすくい、元から灯あかりが少ない場所であったことも影響して、その場は大混乱に陥おちいった。

　チェイニーもシャジールの民一人を庇かばって転ころんでしまい、そのまま倒れこむ。こうなると、もはや身動きが取れない。

　自分の上に石が落ちてこないことを祈りつつ、必死で揺れがおさまるのを待った。

　二十秒ほども経たって、ようやく揺れが収まった時には、そこは惨さん憺たんたる有あり様さまだった。

　天井が一部抜けて、暗かった祭殿から青空が見える。周囲には石塊がいくつも四し散さんしていたが、どうにか床ゆかは抜けずに済み、また自身にも奇き跡せき的てきに怪け我がはなかった。この瞬間、チェイニーはあまり信じてもいない神に感謝したものである。

　だが──チェイニーの下にいたシャジールの民には、この加か護ごが少し逸それてしまった。

　身を起こしたチェイニーの視界に見えたのは、白く立ち込めた埃ほこりの中で、足を石せつ塊かいに潰つぶされたシャジールの民の姿だった。

　鱗うろこ状じようの組織が傷口から剝はげて、半はん透とう明めいの体液が溢あふれ、石に染しみて黒ずんでいる。骨まで折れたらしく、あり得ない角度に曲がっていた。

　チェイニーは舌した打うちと同時に青ざめた。

「なんてこった……だ、大丈夫ですか!?」

　声をかけると、シャジールの民は温おん和わな微笑を返してきた。

「問題ありません。私達は、自らの意思で痛つう覚かくを遮しや断だんできますので……」

　声は平へい静せいそのものだった。

　周囲でも、ぼちぼちと人影が動きはじめている。

　揺れが収まってからしばらくしたところで、低く長い鐘かねの音ねが、天空高くから響いてきた。

〝空そらノ鐘かね〟──今年だけで、チェイニーがその音を聞くのは三度目である。

　一度目はフォルナムで、例年通りに。そして二度目は、〝屍しかばねの兵〟達が御柱ピラーから現れた夜に。

　たった今、鳴り響いている鐘の音は、後者と同じ原因によるものだと推すい察さつできた。

　本来なら一年に一度しか鳴らないはずの鐘の音は、ごぅん、ごぅんと不安を大きく煽あおるように、空から降ってきて祭殿に満ちていく。

　チェイニーの抱えたシャジールの民が、ひっそりと眼めを伏ふせた。

「──ラトロアの地から、御柱ピラーに新たな命令が下されたようです。今の地震もその影響ですね」

〝いずれは〟と予測していた事態である。フォルナム、ザカードという前例がある以上、このウィータで同じ事態が起きることにも不思議はない。カシナートもそのつもりで、神殿の警備を強化していたはずである。

　ただ、地震による神殿の損そん壊かいまでは、対たい処しよし切れなかった。

　抜けた天井から注ぐ陽光が、御柱ピラーの表面を照らしている。そこには、人の顔がびっしりと浮いていた。

　シャジールの民が低く呻うめく。これは痛みのためではない。

「すぐに屍の兵が、御柱ピラーの底面から出始めそうです。この石をどけて、私を柱の元へ連れていってください。他ほかの司し祭さい達とも協力して、停止の作業にあたります。これくらいの怪け我がであれば、布切れで応急処しよ置ちをしておけば大丈夫ですので──」

　シャジールの民の怪我は、人の怪我とは質が違う。チェイニーは頷うなずいたが、石塊は大きく、一人では持ち上げられそうになかった。

　ちょうどその時、御柱ピラーの側から、神殿騎士の胸当てをつけた同どう僚りようが歩いてきた。

「おい！　ちょっと手伝ってくれ！」

　チェイニーがかけた声に彼は反応せず、そのまま脇わきを通り過ぎようとした。

　聞こえなかったのかと思い、もう一度呼ぶ。

「手伝えって！　シャジールの司し祭さいが、この石の下した敷じきに……」

　男は無視して、出口のほうへと進んでしまう。チェイニーはむっとして、それが仲間の誰だれなのかを確認しようと眼めを凝こらした。地震が起きる前、自分より前にいたのは三人ほどの騎士で、いずれも見知った仲である。

　ところが──

（ん？）

　チェイニーは違い和わ感かんを覚えて、御柱ピラーのほうに視線を戻した。

　前にいた仲間の騎士達は、それぞれ無事だった。シャジールの民を庇かばった者もいたが、どうにか立ち上がり、チェイニーに気づいて駆け寄ってくる。

　そのことに、チェイニーは眼を丸くした。

「あれ？　今のは……」

　振りかえって、通り過ぎた騎士を探そうとしたが、すでにその背は何処どこにも見えなかった。

（……俺おれも頭でも打ったかな？）

　そんなことも思いつつ、チェイニーはその背が〝誰か〟に似ていたような違和感を覚え、改めて首を傾かしげた。

「チェイニー、ぼうっとしてるなよ。〝例の奴やつら〟がまた出てくるんなら、俺達も階下にまわらにゃならん」

　フォルナムで共に戦った騎士の一人が、石せつ塊かいをどかす手伝いをしながら苦にがい声を出した。

「……またあの化ばけ物ものどもと闘やり合あう羽は目めになるとはな。きっとおまえのせいだろう、チェイニー？　何か悪いもんにでも祟たたられてるんじゃないのか」

　冗じよう談だんめかしてはいたが、声には余よ裕ゆうがない。

　シャジールの民を助けてから、チェイニーも愛用の大剣を確かめた。

　その場を枢すう機き連れん隊たいの衛えい兵へい達に任せて、神殿騎士は下か層そうへと向かう。

「ここしばらくは平へい穏おんだったのにな、くそっ──！」

「いやまったく、ベリエ団長が生きていれば大喜びだったろうになぁ」

　皮ひ肉にくたっぷりな同どう僚りようの言に、チェイニーは再度、首を傾げた。

　さきほど、脇わきを通り過ぎていった男──

　ベリエ団長の名を久ひさ々びさに聞いた瞬間、その影の主ぬしについても連れん想そうが及んだ。

　副団長、リカルド・バーゼス──

　遺い体たいこそ見つかっていないものの、彼はフォルナム神殿で死んだはずである。少なくともあの夜から生死不明で、それはつまり騒そう動どうの中での死亡を意味しているはずだった。

（……まさか、な）

　幽ゆう霊れいでも見たかと一瞬だけ思ったものの、チェイニーは首を横に振って、余よ計けいな考えを振り払った。

　下層の警備は充分な人数が揃そろっているはずだったが、増ぞう援えんが不要なほどではない。シャジールの民が御柱ピラーをきっちりと停止させるまで、ひたすら敵を押さえることが、神殿騎士達の役目である。

（……ああ、昔はこんなに仕事熱心じゃなかったんだけどなぁ……）

　フォルナムでの夜以来、妙みように吹っ切れてしまった。それは仲間達も似たようなもので、もしかしたらあの土地には、悪あく辣らつな神殿騎士を更こう正せいさせてしまうような魔ま物ものが棲すんでいたのかもしれない。

　もっともその魔物も、リカルドやベリエに対しては無力だった様子ではある。

　護まもるための大剣を背せ負おって、チェイニーは階下へと急いだ。
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　御柱ピラーが起こした地震による被ひ害がいは、神殿の至るところに現れたが、もっとも深しん刻こくな事態はその中心部で起きていた。

　神しん姫きノエルと、その妹であるウルク司し祭さいが、崩くずれた室内に閉とじ込こめられた──

　フェリオがこの報を受けたのは、ラトロアの使者に会いに行く直前のことである。馬車の中で不意の地震に見舞われ、さらにはその直後に季節外れの空そらノ鐘かねが響いた。

　当然、予測されたのは、フォルナムで起きたのと同じ事態である。

　ウルク達のことについて報しらせを受けたフェリオは、まさに蒼そう白はくとなった。馬車に同乗していたカシナートも同様で、こうなるとラトロアからの使者に会うどころではない。

　駆かけつけた神姫の居室は、崩れた壁が通路を遮さえぎり、眼めもあてられない有あり様さまだった。

　神殿騎士達が集まりつつあったが、瓦が礫れきは複雑に積み重なり、簡かん単たんには手がつけられそうにない。

「くっ──何故なぜ、こんなことに……すぐに牛と馬を使って、瓦礫の撤てつ去きよを！　神姫の身に何かあれば……」

　取り乱しかけているカシナートの言に、脇わきから老ろう司し教きようのビランチャが口を挟はさんだ。

「カシナート司教、まずは落ち着くことです。通路の部分は完全に崩れていますが、室内には補ほ強きようが為なされております。おそらく中は潰つぶれていないはずです。一部の内ない装そうが落ちている可能性はありますが、よほど打うち所どころが悪くない限りは……」

　カシナートの気配が緩ゆるまぬのを察さつして、ビランチャはそこで言葉を遮った。

　目の前の光景を見つめて、フェリオも歯は嚙がみする。

　神姫の部屋は、神殿の奥深くに位置していた。警備のために、そこは通り道が極端に限られている。

　その道が崩れた天井によって、完全に塞ふさがれてしまった以上──中にいた者達を助け出すには、瓦礫をどかすか、壁を破るしかない。

　神姫の部屋の状況まではまだわからないが、楽らつ観かんできる状態でないことだけは確かだった。

　ウルクが、この瓦礫の奥に閉じ込められている──

　そう思うと、フェリオはいてもたってもいられなくなった。

「反対側から回れませんか？　他ほかの入り口とか……」

　護ご衛えいのライナスティが問うと、周囲にいた神しん官かんの一人が悔くやしげに唸うなった。

「それが……反対側でも壁が崩れており、ここより酷ひどい状態です。神姫の部屋にある中庭も、そもそも四方を壁に囲まれた、明かりとりのためだけの空間でして──その周囲の壁が完全に崩れ、ほとんど小山のようになっています。ここの瓦礫をどかすのが、距離的にも近く、一番確実です」

　その答えは、最悪の事態をも予感させた。神しん官かんも青ざめて、その肩を震わせている。

「壁を抜くという手もあるのですが……そうすると均きん衡こうが崩くずれ、無事な部分まで崩ほう壊かいしかねません。衝しよう撃げきを与えるのも避さけるべきですし──」

「──そういうことなら、我々がどうにかしよう」

　背後から聞こえた野の太ぶとい声に振り向くと、そこには来訪者ビジターの巨きよ漢かん、ムスカ・ブライトクロイツが立っていた。

　すぐ脇わきには、やけに真しん剣けんな眼まな差ざしのリセリナも控えている。二人とも、どうやら騒そう動どうを知って駆かけつけたらしい。

　ムスカは神官の衣ころもを着ていたが、体格も影響して、放つ気配はむしろ戦う者のそれである。

「ムスカ、リセリナ──！」

　二人の助力の申し出は、この場ではなにより心強かった。

　リセリナが腕輪に光を籠こもらせた。

「安心してください、フェリオさん。私の腕輪の刃やいばで、壁の石を慎しん重ちように斬きって、ムスカ教授の膂りよ力りよくでそれをゆっくり抜いていけば、あまり衝撃を与えずに通り道を作れます。人一人が通るだけの道を確保するなら、瓦が礫れきを撤てつ去きよするより、そっちの方が早いはずです」

　そう話す彼女の眸ひとみは、泣いた後のようにわずかに赤い。何かあったのかとフェリオは咄とつ嗟さに察さつしたが、今はそれを問とい質ただすべき時でもなかった。

　フェリオは二人に頷うなずきを送った。

「すまない、頼たのむ。閉とじ込こめられているのは……」

「神しん姫きとウルク司し祭さい、それに護ご衛えいのための騎士と女じよ官かん達ですが、人数が定かではありません。内部で無事かどうかも──ともあれ、急いでください」

　カシナートが、珍しく律りち儀ぎに頭を下げた。

　ムスカがその岩のような[image: 拳]こぶしを固め、神しん妙みように頷く。

「任せてくれ。もしかしたら、フォルナムの時のように屍しかばねの兵が現れるかもしれん。しっかりと後方を支えていて欲しい」

　その点に関しては、神殿騎士達も奮ふん戦せんするだろう。大国ジラーハの中心であるウィータ神殿だけに、護まもる兵の数もフォルナムなどとは比較にならない。

　この地にはベリエのような騎士団長達が十人以上はいるはずだし、その部下達も揃そろっている。シャジールの民が御柱ピラーを停止させるまでの時間ぐらいは、いくらでも支えられるはずだった。また、そうでなければ、いくら生命の輝石セレナイトのためとはいえ、こうなるまで御柱ピラーの運転を続けていられない。

　まだ無事な壁の傍そばに歩み寄り、リセリナ達は素早く作業を開始した。まずは腕輪による作業だけに、フェリオ達には見ていることしかできない。

　彼女の手から伸びた光の刃が、するするとほとんど音も立てずに、石壁の中へと滑すべり込こんでいく。

　その場に居並ぶ衛兵達や神しん官かんの間から、感かん嘆たんの声が上がった。リセリナのもつ力はこの地でも、神しん秘ぴ的てきな奇き跡せきとして神官達の眼めに映うつっていた。

　フェリオは固唾かたずを飲んで、その作業を見守る。リセリナの刃やいばは、壁を四角く扉とびらのように斬きっていき、ムスカが腕を差し込むための隙すき間まも作った。

　摑つかんだ壁にムスカが力を込めると、その線に沿って、壁が軽かる々がると手前に倒れてきた。

　ムスカが倒れた壁をゆっくりと廊下に寝かせる間に、もうリセリナは壁の向こう側へとすり抜けている。

「こっちは狭せまくなっていますから、私達だけで作業します！　フェリオさん達は、そっちで待っていてください」

　リセリナが奥から声をよこした。

　壁の向こうは別の部屋になっている。覗のぞくと、暗がりに瓦が礫れきが散っていたが、天井の一部が剝はがれただけで、完全に潰つぶれているわけではない。

　リセリナ達はさらに壁を抜いて、奥へと入っていく。フェリオも後に続きたかったが、ここは堪こらえた。

〝ウルク、無事でいてくれ──〟

　救きゆう出しゆつ活動の間、フェリオはただ、彼女の無事を願っていた。

　傍そばに立つカシナートもまた、その顔を険けわしく歪ゆがめている。

　そんな互たがいの様子に同時に気づいて、フェリオとカシナートは視線を逸そらした。心配する対象はそれぞれ違うものの、思いは似ている。

「……お二人とも、無事です！」

　リセリナの甲かん高だかい声が、奥から響いた。

　その場の神官と騎士達から、一いつ斉せいに歓かん声せいがあがる。

　びくんと肩を震わせて、カシナートが奥へ入ろうとしたが、しかしリセリナ達はすでに搬はん出しゆつをはじめていた。

　切きり拓ひらいた壁の向こうから、まず最初に出てきたのは、神しん姫きを背せ負おったリセリナだった。

　神姫の顔色は真まっ青さおで、その肩が黒く血に染まっていたが、しかしカシナートを見ると彼女は気き丈じように微笑ほほえんだ。

「カシナート様──」

「ノエル……」

　誰だれにも聞こえぬように名を呟つぶやいて、カシナートはリセリナから、神姫の身を受け取った。肩の怪け我がが痛むのか、神姫ノエルは眉まゆを寄せていたが、しかしフェリオの眼めから見ても軽傷の範囲である。

　そのすぐ後から、ウルクが自分の足で歩み出てきた。入れ替わりにリセリナはまた奥へと戻っていく。ムスカも戻ってこないところを見ると、他にも怪け我が人にんがいるらしい。

　ウルクの無事に安あん堵どして、フェリオは彼女に手を差し伸べた。

　そっと摑つかんだウルクの手は、瓦が礫れきの埃ほこりに汚れてはいたが、しっとりと柔やわらかかった。

「フェリオ様……申もうし訳わけありません、リセリナ様にもお手て間まをとらせまして……」

　フェリオは返事ができなかった。

　無事な彼女を見た瞬間に、本当に何も言えなくなってしまう。

〝俺おれは──やっぱり、ウルクのことが……〟

　改めて自覚すると、かっと頰ほおが熱くなった。

　舞ぶ踏とう会かいの夜に口付けされて以来、意識しないようにしていても、ウルクを視線で追ってしまうことが多くなった。

　ウルクは安堵の微笑を浮かべて、フェリオの傍そばに寄より添そった。

　彼女が視界にいるだけで、フェリオもほっとする。

「ウルク司し祭さい！　ご無事でしたか！」

　そこへ大おお袈げ裟さに声をあげて寄ってきたのは、ビュセル・ハイマン司祭だった。

「神しん姫きも軽傷のようで……さ、すぐに施せ療りよう院いんのほうへ参まいりましょう。馬車を用意してあります」

　いかにも好青年のような笑顔は、フェリオの眼めには張りついた笑みのように見えた。

　ウルクは愛あい想そうの微笑を返しながら、やんわりと拒きよ絶ぜつする。

「いえ、私は何処どこも怪我していませんので、このまま避ひ難なんいたします」

　神姫とウルクの後から、他ほかに閉とじ込こめられていた女じよ官かんや護ご衛えいの者達が、次々に外へ出てきた。

　中には神姫よりも重い怪我をした者もおり、たちまち場が騒がしくなってくる。

　ビュセル司祭は馴なれ馴なれしいほど露ろ骨こつに、ウルクの手をとった。

「怪我がないといっても、どのみちここは危険です。司祭も早く外へ……」

　ウルクが眉まゆをひそめた。

　──フェリオは咄とつ嗟さに、腰の刀を抜き放つ。

「う、うわっ!?　な、なにを!?」

　突然の白はく刃じんに驚いたビュセル司祭が、表情を引きつらせて数歩をあとずさった。

　周囲の騎士達も、フェリオが乱らん心しんしたかと慌あわてる。

　だが、フェリオの眼は、ビュセルではなく──

「……どうして、おまえがここにいる!?」

　そのすぐ脇わきの、一人の神殿騎士に向いていた。

　フェリオは、ウルクとビュセル司祭の間に割り込み、振り下ろされた騎士の刃やいばを刀で受け止める。

「リカルド・バーゼス！　答えろ！　何をしに来た！」
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　──その名を呼ぶと、鳶とび色いろの髪をした神殿騎士は、口の端で薄く嗤わらった。
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　御柱ピラーの底から湧わいてくる〝屍しかばねの兵〟達──

　その相手をしていたチェイニー達は、奇妙なことに気づきはじめていた。

「……おい。御柱ピラーの停止はまだなのか!?」

　肩で息をしながら退しりぞいてきた同どう僚りようの騎士が、たまりかねたように問う。御柱ピラーの底面に接するこの階では、もう至るところに敵兵の死体が転ころがっていた。負傷、あるいは死亡した騎士は前線から退いているが、その数はまださほど多くない。

　フォルナムでの教訓を生かして、乱戦を避け、きちんとした包囲を形成した上での戦いである。

　四方に出口が開いていたフォルナムとは異なり、現在のウィータでは他三方の出口を塞ふさいでいる。数でも圧倒しているだけに、現状は優勢なはずだった。

　それでも──何故なぜか、押されているような気がする。

　階上では、シャジールの民が御柱ピラーの停止を急いでいる。多少は時間がかかるとはいえ、そろそろ敵兵の量産がおさまっても然しかるべき頃ころ合あいだが、そうはなっていない。

「おかしいな……」

　後方で控えるチェイニーの呟つぶやきに、フォルナムから同時に帰き郷きようした騎士が囁ささやく。

「おまえもそう思うか。なぁ、おい──あいつら、やっぱり何か違うよな？」

「あん？」

　チェイニーは彼の言を訝いぶかしく思った。

「おかしいのは当然だろ。そもそも人間じゃねぇし、ありゃあもう、化ばけ物ものの類たぐいだ」

「いや、そうなんだけどな……その……連中、前のより強くなってないか？」

　言われてから、チェイニーはやっと気づいた。

　交代要員として後方待たい機きしていたために、まだ敵と直接に剣をかわしてはいない。だが、仲間達の戦い振りを見る限りでは、徐じよ々じよに押されはじめている。

　敵は連れん携けいすることを知らないから、神殿騎士側がうまく連携すれば、勝つには勝てる。だが、それにかかる労力が、フォルナムの時よりも大きい印象があった。

　同どう僚りようの騎士は、やや不安げな声を出した。

「フォルナムの時は、連中の装備も脆もろかったし、骨なんかスカスカだったよな。血なんかほとんど水みたいでよ。だけど、今回は……」

　ちょうどその時、負傷して戻ってきた同僚の剣からは、粘ねん着ちやく質しつな──つまりは、通常の血液に近い液体が垂たれていた。

　チェイニーは眉まゆ根ねを寄せ、同僚の騎士は剣を抜いて呟く。

「……行くか？　どうも、そろそろ交代の時間らしいぜ？」

「……ちょっと嫌な予感がしてきたよ、俺おれは」

　やや引きつった顔で、チェイニーも大剣を構える。

　前線に進もうとした彼らを止めたのは、その前線からの指し示じだった。

「おい！　少し退ひくぞ！　こっちはもう死体だらけで、足場が悪い！」

　御柱ピラーにつながる通路は、さして広くもないが、決して狭せまくはない。馬車が並んで四台は走れるほどの幅がある。

　それにも関かかわらず、敵兵の死体は足場の邪じや魔まになるほどらしい。当然、溢あふれた血も足を滑すべらせる要因になる。

　フォルナムでは出口が四つに散っていたため、戦力が散ってしまい、戦線を支えきれなかった。ウィータでは出口を一つに絞しぼっているから、敵の死体の数も四倍になっておかしくない。必然的に、後こう退たいしながらの戦いになってしまう。

「退くっていったって……」

　思わずチェイニーは舌した打うちをした。

　フォルナムとウィータでは、神殿の構造が異なっている。ここを抜けられると広場に出てしまい、つまりは敵の分散が避けられない。敵はフォルナムと同様に、神殿の上の方を目指すかもしれないが、もし地上へと散ったら厄やつ介かいなことになる。すぐ近くには、神しん姫きの居室もあるのだ。

　同どう僚りようが溜ため息いきを吐ついた。

「……こんなことなら、他の出口を開けておくんだったな」

「それじゃ戦力が分散して同じことになる。くそっ！　まだかよ、御柱ピラーの停止は……！」

　悪あく態たいをついて退ひきながら、チェイニーは前線の様子も確認する。

　騎士達が一度退き始めると、相手は勢いづいた。そこで上手うまく押し返せればよかったが、長く戦いくさから離れていた本国の騎士達は、ここで弱気を見せてしまった。

　ほんの少し、戦場を移すだけの移動のはずが、壊かい走そうに近い勢いを得てしまい、全体がそれに流される。

「おい！　なにやってんだ、馬ば鹿か野や郎ろう！」

　一いつ介かいの騎士に過ぎないチェイニーが怒ど鳴なったところで、踏ふみとどまる者はいない。あっという間に隊列は乱れ、屍しかばねの兵達は包囲を破って、神殿内に散らばりはじめた。

　せっかくの効率的な布ふ陣じんが乱れたところへ、不意の大だい音おん声じようが響いた。

「──何をしておるかっ！」

　怒りに燃えた一いつ喝かつは、それこそ付近一帯に響きわたった。離れた位置にいたチェイニーさえも、思わず耳を塞ふさぎそうになったほどである。

　神殿騎士達の壊走を一声で止めたのは、長身瘦そう軀くの男だった。歳としの頃ころは五十そこそこで、苛か烈れつなまでに眸ひとみの光が強い。その背後には、増ぞう援えんとして率ひきいてきたらしい一部隊がつき従っている。

　威い風ふう堂どう々どうたる彼の姿に、チェイニーは鳥とり肌はだを立てた。

「シュ……シュタインベック・クーガ……大だい司し教きよう？」

　カシナート・クーガの父にして、神殿随ずい一いちの有力神しん官かんであるその男は、目の前の戦場にも臆おくする様子を見せなかった。

「それでも貴き様さまらは、我がジラーハを支え、神姫を護まもる栄えい誉よある神殿騎士団の面めん々めんか！　この程度の相手に壊走とは情けない！　敵と向き合え！　己おのれを捨てろ！」

　その激しい怒ど声せいを受けて、騎士達は半なかば操あやつられるように、一いつ斉せいに屍の兵達と向き直った。

　あまりの迫力に、チェイニーは啞あ然ぜんとする。

「そうだ！　戦え！　戦え！　戦え！　ひたすら戦い抜け！　貴き様さまらの持つ神しん鋼こうの剣は、敵を斬きり伏ふせるためだけのものだ！　身を護るな！　ただ存ぞん分ぶんに相手を打ち倒せ！　貴様らの身に宿るは軟なん弱じやくな神の加か護ごではない、猛たけき鬼き神しんの合ごう力りきだ！　その激しき力をもって、視界に入る全すべての敵を粉ふん砕さいせよ！」

　神を軟弱と罵ののしり、異教の悪あく神しんまで持ち出した檄げきは、すでに神しん官かんの言葉ではない。だが、元から信心の薄い〝神殿騎士〟達にとっては、この文もん言ごんが大きな効果をもたらした。

　大だい司し教きよう、シュタインベック・クーガは自ら剣を握り、それこそ血管の切れそうな勢いで声を張る。

　左右に控えた神殿騎士団の団長格二人も、部下を率ひきいて屍しかばねの兵達へと突進した。

　ただの一瞬で、壊かい走そうしかけた部隊が持ち直す。

　シュタインベックはにこりともせずに立ち尽くし、鷹たかを思わせる眼めで戦せん況きようを睨にらみつけていた。

　この大司教を恐れる神しん官かんが多い理由に、チェイニーは初めて、実感を伴ともなって納なつ得とくした。この威い圧あつ感かんを見せられれば、大たい概がいの神官は怖気おじけづく。百戦錬れん磨まの神殿騎士でさえ、シュタインベックの前では忠実な兵と化かすしかなかった。

　そのシュタインベックの眼が、じろりとチェイニーにも向いた。

「チェイニー、貴き様さまは行かんのか！」

「……え!?　あ、はい！　す、すぐに！」

　まさか名前を憶おぼえられていたとは思わず、チェイニーは慌あわてて大剣を構えなおし、包囲が解とけて広がった戦場へと駆かけた。

　背後ではシュタインベックが、次々とただの騎士達の名前を呼び、それぞれに鼓こ舞ぶを続けている。

（あ、あのおっさん、まさか、全騎士の顔と名前が一致してるんじゃないだろうな……？）

　あり得ないとは思いつつ、しかしそうとでも考えなければ、彼がチェイニーの名を知っている理由に思い至らない。

　神殿内に屍の兵を散らす結果にはなったが、シュタインベックの指し揮きの下、騎士達の戦せん況きようはそこから好転していった。
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　リカルド・バーゼス──

　彼はフォルナム駐ちゆう留りゆうの神殿騎士団、副団長にして、フェリオにとっては因いん縁ねんのある騎士でもあった。

　その姿をビュセル司し祭さいの間ま近ぢかに見た瞬間、フェリオは背筋にひどい悪お寒かんを覚えた。

　フォルナムで死んだはずの彼が、どうしてこのウィータ神殿にいるのか──そもそも死体が見つかったわけではないが、この場で会うことになるとは予想外のことだった。

　そして気づくと同時に、リカルドの眼から放たれる淀よどんだ殺意が、フェリオにすかさず刀を抜かせた。

　抜いた刀は、ウルクを狙ねらったと思おぼしきリカルドの斬ざん撃げきを跳はね返した。だがその衝しよう撃げきは、予想以上の激しさをもってフェリオの身に響く。

（こんなに重い技を遣つかう奴やつだったか……!?）

　リカルドの剣けん筋すじの冴さえに戦せん慄りつしつつ、フェリオは立ち尽くすビュセル司し祭さいを突き飛ばし、脇わきにどかせた。

　周囲の者達は事態が飲み込めずに困こん惑わくを見せたが、それも一瞬のことである。

「この騎士は曲者くせものだ！　ウルク司祭を狙ねらった！」

　女騎士ディアメルが叫んで、脇から細剣レイピアを突き入れた。

　リカルドは死んだような眼めのまま、軽く身を捻ひねってそれをかわした。ライナスティもフェリオの前に回り、奇襲まがいの攻撃を仕し掛かけたリカルドに剣を向ける。

　リカルドの雰ふん囲い気きは、以前の彼とはまるで違っていた。

　眼つきはうつろで、あまり表情もない。フェリオが名を呼んだ時、一瞬だけ嗤わらったようにも見えたが、その表情もすぐに消えた。

　全体に気配も薄く、どことなく幽ゆう霊れいじみて感じられる。

「フェリオ……フェリオ・アルセイフ？」

　リカルドが、抑よく揚ように欠かけた声でフェリオの名を呼んだ。意識が朦もう朧ろうとしているのか、言葉は発音が怪あやしかったが、しかし剣の扱いに関しては以前のリカルドよりも速く強い。

　背後にウルクを庇かばったまま、フェリオは声をあげる。

「カシナート司し教きよう、神しん姫きを安全な場所へ！　ディアメルもウルクを頼たのむ！　こいつの狙いは多分、俺おれだ」

　またリカルドが、薄く嗤った。

　突き飛ばされて尻しり餅もちをついていたビュセル司祭が、後ずさりつつ他の騎士達に声を荒げた。

「な、何をしている！　そこの不ふ審しん者しやを押し包め！」

　神殿騎士達が、我に返ったようにリカルドに斬きりかかった。

　そしてフェリオは、信じ難い光景を見た。

　リカルドの持つ神しん鋼こうの剣が閃ひらめき、まずは飛びかかった騎士の片腕を飛ばした。

　その腕が落ちるより早く、剣はそのまま毒どく蛇じやのように跳はね、別の騎士の首筋を刎はね切る。続けざまに刃が翻ひるがえり、三人、四人──

　それでも動きは止まらず、背後にいた騎士の腹に切っ先が深ふか々ぶかと突き刺さって、ようやく一連の攻撃が小休止を得た。

　フェリオは啞あ然ぜんとした。ビュセル司祭も驚きに眼を剝むく。

　血しぶきが舞う中で、その血を浴びたリカルドが楽しげに舌したを覗のぞかせた。

　彼の実力が、以前とは段だん違ちがいになっていることを認めないわけにはいかない。

「神姫を──殺す」

　小声に呟つぶやいたリカルドが、弾はじかれたように奔はしった。

　退ひく態勢に入っていたカシナートと神姫に、その凶きよう刃じんを向けようとする。

　フェリオはその進路を阻はばみ、牽けん制せいの一太刀を浴びせた。

　リカルドはこれを器用に受け流して、無む理りな突進をやめてひとまずはフェリオと対たい峙じした。正しよう気きは失っても、戦いにおける判断力は鈍にぶっていないらしい。

　ライナスティもその傍そばに控え、慎しん重ちように剣を構える。

　フェリオは背後のカシナート達に叫んだ。

「カシナート司し教きよう、今のうちに早く！　ディアメルもウルクを連れて行け！」

　他ほかを護まもりながら戦えるほど、今のリカルドは弱くない──フェリオはそう見み極きわめをつけた。

　リカルドは完全に正気を失い、そして新たな力を得ている。神しん姫きを狙ねらっていることからして、ラトロアの関かん与よは推測できるものの、彼に何があったのかはわからない。

　カシナートが神姫を抱いたまま、足早に逃げようとした。

　ウルクを連れたディアメルもそれに続いたが、唯ゆい一いつの脱出口である廊下の入り口付近で、さらに別の騒そう動どうが起きる。

「て、敵の兵です！　こっちにも……！」

　叫んだ衛兵の言葉は、途中で血を吐く音に変わった。

　ちらりと様子を確認して、フェリオは思わず舌した打うちを漏もらす。見覚えのある〝同じ顔〟の兵達が、廊下を遡さかのぼってフェリオ達を追い詰めようとしていた。

　フォルナムにも現れた、〝屍しかばねの兵〟達──

　そのうちの一人の老人に、槍やりで胸を貫つらぬかれた兵は、血を吐きながらその場に倒れこんだ。

　すぐに周囲の衛兵達がその仇かたきを取ろうと槍を遣つかったが、彼らの動きは神殿騎士達ほど戦いには慣れていない。たちまち、屍の兵に押されがちとなる。

（御柱ピラーのほうで、騎士達の包囲が破れたのか──！）

　フェリオもこれには戸と惑まどった。

　背後は瓦が礫れきに塞ふさがれている。

　奥まった場所だけに、逃げ道は、屍の兵達がやってくる方向だけだった。

　カシナートも神姫を抱えたまま戻り、ウルクの手を引くディアメルも、強行突破は無理と判断して下がった。

〝どうする……？〟

　フェリオは素早く周囲を確認した。

　目の前ではリカルドが隙すきを窺うかがっている。

　今は衛兵達が抑おさえているが、屍の兵達も迫りつつあり、手て勢ぜいも多くはない。たった今、五人の神殿騎士がリカルドに一瞬で仕し留とめられたばかりである。逃げ遅おくれた神しん官かんなど、戦えない者達も背後にいる。

「ライナスティ、ディアメル！　屍の兵達がこっちに来ないようにしてくれ！　こいつは、俺おれがどうにかする！」

　リカルドは確実に手て強ごわくなっている。だが、一対一で勝てない相手とは思わなかった。

　二人の騎士はこの指し示じに従い、前線へと駆かけた。屍しかばねの兵達の侵しん入にゆうを許せば、神しん姫きやウルクにも害が及ぶ。

　まずはリカルドを倒す──そう決めて、フェリオは刀に意識を集中した。

　リカルドもフェリオを見み据すえ、剣をじっくりと構える。

　余よ裕ゆうの感じられる構えには、しかし油ゆ断だんはない。

　相あい対たいしたフェリオの脳のう裏りには、彼の犯おかした行為の数々が浮かんでいた。

　リカルドとの最初の因いん縁ねんは、リセリナを巡っての確かく執しつだった。神殿騎士達に捕らわれかけたリセリナを救い、その時に剣をかわしたのがはじまりである。

　フェリオが勝ったことで恨うらみを買い、その後も彼とは小さな衝しよう突とつがいくつかあった。

　フォルナムが制せい圧あつされた時や、あるいはサンクレット交こう易えきの支社でハーミットらが包囲された時などだが──フェリオがもっとも許せないのは、彼がウルクを襲おうとしたことだった。

　その窮きゆう地ちはパンプキンによって救すくわれたものの、あと一歩で彼女が亡なき者ものにされていたかと思うと、湧わき上がる怒りが抑おさえられない。

　当のリカルドは死人のような眼めでフェリオを見据え、また微かすかに嗤わらった。

「神姫か、神じん師しかを……殺せば……」

　声もうつろで、うまく聞き取れない。

（……屍の兵と近い状態なのか？）

　フェリオはそのことを察したが、人じん語ごを解かいするとは思えない他の兵達とリカルドとの間には、大きな違いがある。また、前方で戦っている他の兵達とは異なり、リカルドは一人だけだった。

　フェリオに斬ざん撃げきを加えるその動きも、以前より速く、また隙すきがない。

　二人はそのまま数すう合ごうを打ち合った。

　刃やいばを鳴らして戦いながら、リカルドの眼めは、ウルクや神姫達にも頻ひん繁ぱんに向いた。

（なんなんだ、この余よ裕ゆうは？）

　油ゆ断だんしているようにも見えるくせに、いざ隙を突くときちんと防ぼう御ぎよし、一いつ層そうの反撃を返してくる。それどころか、戦い続けるにつれて、リカルドの眼には妙みような輝きが籠こもってきた。

　なかなか仕し留とめ切れないことに、フェリオは焦あせった。

「リカルド！　何の目的があって、こんなことを──！」

「フェリオ──そうか。そういえば……おまえには、借りがあったか」

　感情を込めずにぽつりと、リカルドが呟つぶやいた。問いに答える気はないらしい。

　剣を振り下ろすのと同時に、リカルドは足あし払ばらいを仕し掛かけてきた。

　彼の性格を知らぬ者なら、あっさりと引っかかってもおかしくないほど自然な動きである。

　だが、その戦い方を読んでいたフェリオにとっては、これは好機だった。

　足払いのために浮いた足が、再び床ゆかを踏む前に──フェリオは横をすり抜けるようにして、リカルドの軸じく足あしを狙ねらった。

　振り下ろされる剣をかわしながらのこの動きは、リカルドにはかわしようがないはずだった。

　ところが、騎士はここで信じ難い動きを見せた。

　軸じく足あしだけで高く飛び上がり、フェリオの刃やいばをかわしたのである。

　驚いたフェリオが態勢を立て直そうとした次の瞬間、首筋を衝しよう撃げきが襲った。

　視界が明めい滅めつして、フェリオはその場に膝ひざをつく。

　斬きられてはいない。振り下ろされたリカルドの剣は、きちんとかわしたはずだった。

　首を襲ったのは、リカルドの肘ひじである。

　急所を打ちのめされ、フェリオは咄とつ嗟さに立てなくなる。足を狙ねらうことが読まれていたことにも驚いたが、何より軸足だけで素早く飛び上がったリカルドの身体能力が信じられなかった。

　相手は防ぼう具ぐもつけている。明らかに常じよう人じんの脚力には不可能な動きだった。

　フェリオの危機を見て、神しん姫きの傍そばにいたカシナートが細剣レイピアを突き込んだ。

　リカルドはそれを痛つう烈れつに切り払う。

　細い剣はしなって的まとを外はずれ、カシナートには重い蹴けりが見舞われた。

「ぐっ……！」

　呻うめき声と共に吹っ飛んだカシナートに、神姫が甲かん高だかい悲鳴を上げる。

　ウルクの悲鳴も同時に聞こえたが、フェリオはまだ立てない。

　頭の上で、リカルドが剣を振り上げる気配を察さつした。

「──フェリオさん！　伏せてください！」

　その声と同時に、振り下ろされた神しん鋼こうの剣は、頭の上で金属音と共に跳はね返かえされた。

「リ、リセリナ……？」

　窮きゆう地ちに割り込んだリセリナは、フェリオの上に覆おおいかぶさるようにして、腕輪の刃でリカルドの剣を弾はじいていた。

　さらに斬ざん撃げきが加えられる前に、リセリナはフェリオを抱き締めて転ころがる。

　そこへムスカが駆かけ込んだ。

「リカルド！　これ以上はやらせんぞ！」

　ムスカは手にした瓦が礫れきの塊かたまりを、勢いよく騎士に向かって投げつけた。

　これはさすがに避よけることしかできず、リカルドはわずかに間ま合あいを取る。

　下した敷じきになって動けない怪け我が人にんを助けるために、彼女達は神姫の部屋の奥にまで行っていた。戻ってきた矢先にリカルドの姿を見て、動どう転てんしたに違いない。

　フェリオの体をぎゅっと抱き締めて、リセリナは心配げに顔を覗のぞき込んできた。

　フェリオは小さく呻うめいて、ようやく四し肢しに力を取り戻す。

「フェリオさん、怪我は……！」

「……いや、問題ない。肘で殴なぐられただけだ。あいつ──以前のリカルドとは違う。リセリナ、気をつけてくれ」

「はい！」

　両手に腕輪の光を籠こもらせて、リセリナはムスカの脇わきにまわった。フェリオも反対側へと回り込み、三対一の態勢に持ち込む。

　それでもリカルドには、焦あせる様子が微み塵じんもなかった。

　ゆらりと陽炎かげろうのように立ち、その剣を横に構える。

　ライナスティやディアメルらも、屍しかばねの兵達を必死で食い止めていた。リカルドをここで仕し留とめなければ、その救援にも向かえない。

　ムスカが瓦が礫れきを投げつけると同時に、リセリナがその背を足場に跳ちよう躍やくし、リカルドの頭上を狙ねらった。

　合わせてフェリオは、下から彼を狙う。

　三方からの攻撃に、さしもの彼も戸と惑まどうかに見えた。

　リカルドにはしかし──いずれの攻撃も、届かなかった。

　フェリオは、瞠どう目もくした。

　ムスカやリセリナも、自身の眼めを疑ったに違いない。

　リカルドはただ単純に〝跳躍〟した。

　異常なのはその高さである。

　手近な柱を蹴けって、彼はそれこそ天井付近にまで飛び上がり、飛びかかったリセリナのさらに頭上をとった。

「な……！　どうして貴方あなたが、そんな動きを……！」

　動揺して叫んだリセリナに、リカルドは空中で斬ざん撃げきを放つ。

　天井付近の暗がりのせいで、どちらの刃やいばがどう動いたのかは、フェリオにも視し認にんできなかった。

　確認ができないままに、フェリオはまず降りてきたリカルドに向けて刃を薙ないだ。

　着地したリカルドは膝ひざを曲げたまま、無む造ぞう作さに剣を床ゆかに突き立ててその斬撃を防ぐ。

　剣けん聖せいウィスタルにも匹ひつ敵てきしそうな反応の速さに、フェリオはまた驚きよう愕がくさせられた。

　以前、フォルナムで屍の兵が現れた時に、ハーミットが言っていたことを思いだす。

〝動いて体が温まってくると、さらに手て強ごわくなる〟──

　それが屍の兵の特徴の一つらしい。だがそれにしても、リカルドの見せる強さは極端だった。

　刀を防がれた直後に、反対側ではリセリナが膝をつき、そのまま前のめりにうずくまった。彼女の脇わき腹ばらから血が滲にじんでいることに気づいて、フェリオは激げつ昂こうする。

「リカルド！　おまえは……」

「……戦う以上、殺す覚かく悟ごも殺される覚悟も必要だろう？　なぁ、フェリオ……」

　意味の通る言葉を小声に呟つぶやき、リカルドがゆっくりと顔を向けた。

　その口元はひきつるように嗤わらっている。

　瞳どう孔こうの開ききったやけに丸い眼めは、とても人間のものとは思えない。瞼まぶたを開きすぎて、上下左右の白目までがはっきりとわかる。

「フェリオ、フェリオ、フェリオ……！　そうだよ、おまえだ。会いたかったんだ……」

　まるで旧きゆう知ちの友を見つけたかのように、リカルドは嬉うれしそうだった。

　らんらんと見開いた眼は血走り、緩ゆるんだ口元からは涎よだれが垂たれている。

「奴やつらと結けつ託たくして、俺おれは強くなったんだ。見ろよ、俺の力を。強いだろう？　生なま意い気きなおまえよりも、偉えらそうなウィスタルよりも、うちの凶きよう悪あくなベリエ団長よりも、俺は強くなったんだ。なぁ……」

　リカルドが剣を引く。フェリオはぞっとした。

「──見てくれよ！」

　裏返りかけた声で叫んで、リカルドが下から剣を跳はね上げさせた。

　剣を持ち上げる動作にも関かかわらず、その斬ざん撃げきは極端に速い。

「どうした？　フェリオ!?　俺に怯おびえているのか？　この俺に、おまえが……この俺を虚こ仮けにしたおまえが、俺に怯えているってのか!?　なぁ、おい！」

　半はん狂きよう乱らんとなって笑いながら、リカルドの剣が縦横に踊った。

　眼で追うのがやっとの乱撃に、フェリオは防戦一方となる。とても反撃を加える余よ裕ゆうはない。剣を持たないムスカもこれには手出しができず、半なかば呆ぼう然ぜんとしている様子だった。

「リカルド！　おまえは、ラトロアに魂たましいを売ったのか!?　一応は神殿に仕える騎士のおまえが……！」

　フェリオの非難を、リカルドは舌したを出して嘲あざわらった。

「奴らはいいぜ、フェリオ！　単純だ！　俺を強くしてくれた。誰だれよりも、誰よりも強くなれるように、殺す力を与えてくれた。だから奴らも全員、いずれは殺してやるさ。だが、まずはおまえだったよ、フェリオッ！」

　文脈のおかしい言葉を狂くるったような早口で叫び、リカルドは剣を振るい続ける。その一撃一撃は極端に重く、受け流し方を間違えると神しん鋼こうの刀でさえも折れてしまいそうだった。

　押されながら打ち合うこと数すう合ごう、追い詰められたフェリオの背が、壁にあたった。

　左右のどちらかに動くかで迷った一瞬の隙すきに、リカルドの膝ひざが飛ぶ。剣に意識を集中していたフェリオは、その膝ひざ蹴げりを辛かろうじて腕で防いだ。

　だがそのために手が痺しびれ、刀の扱いもわずかに鈍にぶる。それに合わせて、リカルドが剣を大きく振り上げた。

「フェリオ様！」

「……フェリオさん!?」

　ウルクとリセリナの悲鳴が重なった。

　彼女らの声と、ほぼ同時に──フェリオの耳元で、不意の風を切る音がした。

（何か、飛んで……？）

　どすん、と、肉に刃やいばの食い込む音が続く。

　だがそれは、リカルドの剣がフェリオを襲ったためではない。

「……お？」

　リカルドが呆ぼう然ぜんとして、体を大きく揺らした。

　その太い利きき腕うでに、一本の短剣ダガーが突き刺さっている。予想もしない方角から飛んだ鋭するどい刃には、さすがの彼も反応できなかったらしい。

　少年の甲かん高だかい声が廊下に響き渡った。

「アンジェリカ！　神しん姫き達のほうは任せるよ！」

「……承うけたまわりました」

　屍しかばねの兵達の向こう側から駆かけつけた増ぞう援えんの姿に、フェリオは眼めを疑った。

　旅芸人の踊おどり子このような、やけに露ろ出しゆつの激しい装しよう束ぞくをまとった娘が、屍の兵達の間をすり抜けて駆けてくる。その左手には逆さか手てに握った短刀が閃ひらめき、右手には投とう擲てき用ようのナイフを持っていた。

　しなやかな肢し体たいと鋭い眼つきは、南方の民を思わせる。実際に肌はだの色も、ディアメルほどではないにせよ、フェリオ達よりはやや濃こい小こ麦むぎ色いろだった。

　セミロングに切り揃そろえた髪も艶あでやかで、いかにも男の眼を惹ひきそうな蠱こ惑わく的てきな魅み力りよくを振りまいてはいたが──その澄すました表情には、他者を寄せつけない冷たさばかりが目立った。
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　そして廊下の先、屍しかばねの兵達の側では、少年のかけ声とともにガラスの割れる音が響き、直後に火の手が上がった。

　おかしな助勢に勢いを得て、フェリオは態勢を立て直す。

　リカルドは腕に刺さった短剣ダガーを無む造ぞう作さに引き抜き、リセリナに向けて投げつけた。

　フェリオがぞくりとしたのも束つかの間ま、これはムスカが自らの巨体を盾たてとして防ぐ。

「貴き様さま、わざわざ動けぬ相手を狙ねらうとは……」

　分厚い胸板に短剣ダガーを受けたムスカは、怒りに面上を歪ゆがめていた。

　リカルドは鼻でせせら嗤わらう。

　その彼に向けて、フェリオは助勢の娘と足並みを揃そろえて斬きりかかった。

　リカルドはこれに素早く反応し、フェリオの刀をまず剣で防ぎ、娘に対してはその腕を直接に摑つかむことで攻撃を防いだ。

　その瞬間に娘の唇が尖とがり、口の中から光る物が飛ぶ。

　次にフェリオが確認したリカルドの眼めには、細い針が突き刺さっていた。

　それでもリカルドは、呻うめき声一つ漏もらさない。痛つう覚かくが完全に麻ま痺ひしているらしい。娘も急所への針がほとんど通じていないことに驚いたらしく、咄とつ嗟さにその眼を見開いた。

　リカルドが摑んだ娘を振り回し、フェリオにめがけて軽々とぶん投げる。

「くっ!?」

　そのすぐ傍そばにいたフェリオは、避よけられずに彼女の背を受け止める羽は目めになった。娘が呻き、フェリオは体勢を崩くずす。

　そこに生まれた隙すきを狙ねらって、リカルドが大きく踏み込み、剣を激しく突き込んだ。

「……フェリオォ！」

　歓かん喜きすら感じさせる耳みみ障ざわりな声が、辺りに響いた。
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　──不意に、乱戦の直後の静けさが訪れた。

　血の臭においが籠こもった薄暗い神殿の廊下に、金属の残ざん響きよう音おんが空うつろに響いている。

　前線では屍の兵達との戦いが続いていたが、フェリオのいるこの周囲だけでは、今、一つの戦いが終わっていた。

　リカルドが投げた娘の背を受け止めたフェリオは、一つの選択を迫られた。

　──娘の身を盾にすれば、反撃の機会が得られる。

　──庇かばおうとすれば、自らが傷つくことになる。

　その二に択たくに近い状況下で、フェリオの体は無意識のうちに動いた。

　ウィスタルとの鍛たん錬れんによって培つちかわれた、フェリオの剣術──

　それが、この場で生きた。

　金属の残ざん響きよう音おんが鳴りやんでいく。

「──フェリオ……？」

　リカルドが、呻うめくように呟つぶやいた。

　フェリオの刀が、彼の額を真正面から貫つらぬいていた。

　リカルドの剣は、フェリオの頭の真横にある。

　そして投げ飛ばされた娘は、今はフェリオの背後にいた。

　──自分がどう動いたのかは、フェリオ自身にもよくわかっていなかった。

　リカルドの突きは、神しん速そくともいっていい速さだったように思う。

　その剣を刀で弾はじいて軌き道どうを逸そらし、娘を後ろへ追いやるように半はん身みになりながら、フェリオは前へと踏み込んだ。

　前へ。

　ただ、前へと、刀を突いた。

　その攻防を知覚できた者は、フェリオ自身も含めて、その場にいなかった。

　背後に回された娘などは、半なかば呆ぼう然ぜんとしている。

　刀に額を貫かれたリカルドは、大きく見開かれた丸い眼めにフェリオの姿を映うつし、最後の力をもって剣を振り上げた。

　そして、振り上げた剣は──そのまま、リカルドの背後へと落ちていく。

「……フェリ……オ……？」

　リカルドが嗤わらうような声で、小さく呟いた。

「……俺おれ、は……強、く……もっと……強く……」

　──フェリオは眼を伏せて、刀を引き抜いた。

　頭ず蓋がいを割られ、脳を貫かれたリカルドは、そのまま前のめりに倒れこむ。

　やがて溢あふれた血が床ゆかへと流れ出して、その体がびくんと跳はねた。

　フェリオはやっと、肩の力を抜く。

　倒れたリカルドの姿を見ても──フェリオは何故なぜか、〝彼を倒した〟実感が得られずにいた。

　最後の決め手が無意識の動きだったせいもある。しかし、なによりの理由は──

（リカルドは……もしかして、戦う前から、死んでいたんじゃないのか……？）

　そんな奇妙な感かん触しよくがあった。

　戦いの最中も、ずっと死体を相手にしているような感覚が抜けなかったのだ。足元で動かなくなったリカルドが、今にも立ち上がってきそうな錯さつ覚かくさえ覚える。

〝屍しかばねの薬〟──

　その単語が脳のう裏りをよぎる。

（強さに溺おぼれるっていうのは……こういうことなのかな）

　そんなことを考えかけて、フェリオははっとした。

「リセリナ！　君の怪け我がは……！」

　彼女は床ゆかに膝ひざをついたまま、苦しげな顔に笑みを見せていた。すぐ傍そばにはムスカもいる。

「大丈夫です。私も教授も、傷はそんなに深くありません」

　リセリナは強がってみせた。来訪者ビジターの彼女にとっては、確かに軽傷なのかもしれない。だが、その痛みは酷ひどいはずだった。

　フェリオは唇を嚙かむ。

　自分の目の前で、リセリナが傷ついた──その事実が、重く感じられた。

　彼女は戦う者である。戦う以上、傷つくのはむしろ当然のことだし、致ち命めい傷しように至らなかったことをむしろ喜ぶべきかもしれない。

　それでもフェリオは、ただひたすらに悔くやしかった。

　もっと早く、自分がリカルドを仕し留とめていれば、彼女が傷を負うことなどなかったはずだとも思う。

「……ごめん、リセリナ」

　謝しや罪ざいの言葉が、つい口をついた。

　リセリナが眼めをしばたたかせる。

「え？　いえ、これはフェリオさんのせいじゃ……私が油ゆ断だんしたんです。まさかリカルド卿きようが、あんなに強くなっているなんて思わなくて……それに、この細剣レイピアが──」

　リセリナは、腰につけた細剣レイピアを指差した。

〝満月の少女〟と名づけられた神しん鋼こう製の細剣レイピアは、フェリオが彼女に贈おくったものである。

「フェリオさんがくれたこの剣の柄つかに、リカルド卿の剣が引っかかって──それで、軽傷で済んだんです。これくらいの傷なら、二、三日で塞ふさがりますし、一週間もすれば跡あとも残らないと思います。関節とかは少しかかるんですけれど、切り傷は本当に、回復が早いので……」

　細剣レイピアを撫なでてから、リセリナは血の溢あふれる傷口を押さえた。

　フェリオは歯を食いしばり、彼女の肌はだを裂さいた傷を見つめる。

　たとえリセリナがなんと言っても、彼女が傷つくことは嫌だった。

　前方では、屍しかばねの兵達の掃そう討とうもちょうど終わろうとしていた。

　ライナスティやディアメルはよほどに奮ふん戦せんしたらしく、返かえり血ちにまみれて肩で息をしている。

　敵のうちいくらかは〝燃やされた〟らしく、その煙が奥まで流れてきた。

　ムスカが疲れたように嘆たん息そくし、神しん姫きの部屋のほうを顎あごで示した。

「まだ向こうにも、怪我人がいるんだが……こっちも酷ひどいな、これは」

　周辺にはリカルドに殺された騎士達の死体が転ころがっている。屍の兵達と戦った衛兵も多くが負傷しており、辺りにはすっかり血の臭においが充満していた。

　フェリオも改めて、周囲を見回す。

　リカルドに蹴けられたカシナートの傍そばには、神しん姫きノエルとウルクが寄より添そっていた。ようやく立とうとしながら、彼はフェリオに軽く頭こうべを垂たれる。神殿騎士の不ふ始し末まつに対する、詫わびのつもりかもしれない。

　最初にフェリオが突き飛ばしたビュセル司し祭さいは、壁かべ際ぎわで眼めを見開き、かたかたと小こ刻きざみに震えていた。

　剣を持たぬ者の反応としては、仕方のないことである。

　怯おびえる彼の姿を、フェリオは笑えない。

　自分ももしウィスタルと出会わなければ、そして彼の教きよう導どうを受けてこなければ、こうした事態に際し、怯えて何もできない人間になっていたと思う。

　ほんの少しの運命の歯車が嚙かみ合うか嚙み合わないかで、人は大きく変わってしまう。

　リカルドが歪ゆがんだのも、あるいはその歯車が狂くるい続けた結果なのかもしれない。もっとも、それで他者を貶おとしめ続けた点は、周囲の云うん々ぬんより彼自身の罪つみである。

　まだ立てそうにないビュセル司祭に、衛兵達が肩を貸した。

　やがて怪け我が人にん達の搬はん出しゆつが始まり、フェリオ達の周囲でも、人々が忙せわしげに動き始めた。
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　フェリオが、怪我をしたリセリナに駆け寄った瞬間──

　ウルクは、心にずきりと痛みを覚えた。

　フェリオにしてみれば、怪我をした仲間を心配するのは当然のことのはずだし、ウルクもその点は理解している。

　だが、理性的な判断とはまた別の部分で苦しい感情が湧わいたのは、否定できない事実だった。

〝リセリナ様は……フェリオ様の傍そばで、戦えるんだ……〟

　改めて、その事実を思う。

　彼の背中を守って、また時には彼に守られながら、協力して強い敵に立ち向かうことができる──それは、ただ守られてばかりのウルクにはできない芸げい当とうだった。

　リセリナに駆かけ寄よったフェリオの背と、それを迎えたリセリナの微笑に、ウルクは二人の〝絆きずな〟を見てしまう。

　自分とフェリオの間にある絆とはまた別の、強い絆を──

　それはたとえウルクが欲しても、得られない質の絆だと思う。

　カシナートが剣を納めて立ち上がり、肩を怪我した神姫を両手に抱き上げた。

　怪け我がをしているのは脚あしではなく肩だから、歩けないはずはない。姉は上手うまく、カシナートに甘あまえているのだ。打だ算さんをもってそうした甘え方ができる姉を、ウルクは少しだけ、うらやましいと思った。

　カシナートは神しん姫きを抱えて、フェリオの傍そばに行く。ウルクもそれに続いて、フェリオの脇わきから、リセリナの傷にそっとハンカチをあてがった。

「ひどい怪我……痛みますか？」

「いえ、大丈夫です。こういうの、慣れていますから」

　笑顔で応じるリセリナの健気けなげさを、今のウルクは直視できなかった。ライナスティやディアメルも寄ってきて、それぞれに心配げな視線をリセリナに向けている。

　カシナートがリカルドの死体を見下ろし、呻うめくように呟つぶやいた。

「リカルド・バーゼス……何故なぜ、こんなことに……」

「……おそらくは、ラトロアの関係者から、〝屍しかばねの薬〟の投とう与よを受けたのだと思われます」

　助じよ勢せいに来た踊おどり子このような娘が、カシナートの傍に跪ひざまずいてそう告げた。

　誰だれともわからぬ少年から、〝アンジェリカ〟と呼ばれていた娘である。どうやらカシナートの部下らしい。

〝名無し〟の一員だろうと、ウルクは見当をつけた。

「なるほど──アンジェリカ、後で報告を受けます。シュナイク殿どのを連れて、戻っていてください」

　カシナートの指し示じに頷うなずいた娘が立ち上がるのを、フェリオが呼び止めた。

「あ、ちょっと待ってくれ……さっきはありがとう。助かった」

「いえ。こちらこそ──かえって、足あし手でまといになったかもしれません」

　逆に娘は頭を下げた。しかし、フェリオが彼女に窮きゆう地ちを救すくわれたのは、紛まぎれもない事実である。見ていたウルクも気が気ではなかったが、結果として、フェリオは無事だった。

　無ぶ愛あい想そうに応じるアンジェリカの顔は、表情がないままだった。だが屍の兵と化かしたリカルドとは異なり、生せい気きは確かに感じられる。

　冷れい静せい沈ちん着ちやくを絵に描いたような娘は、屍の兵達に対たい処しよしていた衛兵達の間をすり抜けていく。

　その傍に、一人の少年が駆け寄った。

「アンジェリカ！　怪我はない？」

「……ありません。それより、どうして約束を破ったのですか？　私は隠かくれているように言ったはずです」

　淡たん々たんと告げる名無しの娘に対し、その少年は人ひと懐なつっこく可愛かわいらしい笑みを向けている。

「ごめん。黙って見ていられなかったんだ。でも、薬を使っただけだから……」

「軽けい率そつすぎます。貴方あなたの身に何かあれば、ダルグレイ議員に恨うらまれるのは私です。無む茶ちやをするのは議員の元に帰ってからにしてください」

「非ひ常じよう時じに何もしないのは、うちの家か訓くんに反する。父上だって許してくれるよ」

　名無しの少女と親しげに話す少年は、それからウルク達のほうを見て、軽く会え釈しやくした。歳としの頃ころは十歳そこそこで、明らかにこの場では浮いている。白い外がい套とうをまとった姿はいかにも旅人らしいが、女性的なほどに温おん和わな顔立ちは、あまり世間ずれしていないように見えた。

　二人は手をつないで、この場を立ち去っていく。

　その背を見送りながら、フェリオがリセリナを抱き抱かかえた。

「きゃ!?　フェリオさん、大丈夫です！　歩けますから……」

　慌あわてるリセリナの姿に、ウルクはまた、ぎゅっと胸を摑つかまれたような息苦しさを感じた。

　フェリオは眉まゆをひそめている。

「いいから、傷口を押さえていてくれ。ところでカシナート司し教きよう、今のは……」

　カシナートはノエルを抱えて、フェリオはリセリナを抱えて、それぞれに歩き始めた。ウルクはその後ろにひっそりとついていく。

　カシナートは隠かくす素そ振ぶりも見せず、フェリオの問いに答えた。

「女のほうは、〝名無し〟に属ぞくする者です。現在の任務ではアンジェリカと名乗っています。そして少年のほうは──」

　カシナートは、細く嘆たん息そくした。

「……さっきお話したあれですよ。ラトロアの使者の──」

　カシナートの呟つぶやいた事実に、ウルクはぴくりと顔を上げた。

　彼の言葉に、聞き流せない違い和わ感かんを感じた。

「失礼します、カシナート司教。ラトロアの使者というのは……？」

「えぇ。名無しの者が、向こうで面めん識しきを得たそうなのですが……なんとも雲を摑むような話でして」

　カシナートの腕の中で、神しん姫きノエルがわずかに表情を歪ゆがめたが、ウルクからはそれが見えない。

「例のハーミットという剣士の親しん類るいらしいのですが、ラトロアの有力議員のご子し息そくだそうで……いろいろと、無む茶ちやなことを言ってきました。フェリオ様にも後でお会いいただく予定なのですが──困ったものです」

　聞く分には呆あきれた口調ながら、カシナートは決して、ただ呆れているばかりではないはずだった。考こう慮りよするにも及ばないことならば、カシナートはそもそも話題にしない。

　ラトロアからの〝使者〟──それもカシナートがこのような反応を示すということは、宣せん戦せん布ふ告こくなどの敵てき対たい的てきな報を持ってきたわけではないだろう。

　ラトロアと聞いて、フェリオに抱かれたリセリナも不思議そうな顔をした。

「あの──もしよろしければ、私にも、詳くわしく事情を教えていただけますか？」

　ウルクは自分でも理由のわからぬ胸のざわめきを覚えながら、カシナートにそう申し出た。
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　季節外れの〝空そらノ鐘かね〟を聴きいて駆かけつけたハーミット達は、事態が事態だけに、なかなか神殿に入ることができずにいた。

　警備の者達が警戒し、また上の許可を得るにも混乱が続いているとあって、ハーミット達の相手どころではなかったというのが実情である。

　無む理りにでも突破すべきかと一時は思ったが、門に届いた知らせでは〝屍しかばねの兵〟への対たい処しよは順調とのことだった。

　フェリオ達かシャジールの民との連絡がつくのを待っているうちに、騒そう動どうは無事に収まったらしく、そこでハーミット達もようやく中へ入ることを認められた。

　三人はまず、シャジールの民のいる部屋へと通された。

　一いち様ように沈んだ様子のシャジールにとっては、フォルナムと似た経過をたどった今回の事態は、やはり痛つう恨こんであったらしい。

「──我々も、あらかじめ御柱ピラーを停止させるよう、進しん言げんはしたのですが……ラトロアが死のアービタ・神霊スピリツトの操そう作さに失敗し続ける可能性もありましたし、輝石セレナイトを失うことには、神しん官かんの方々も恐怖感があったようです」

　話し合いの結果、シャジールの側が折れたものの、そのことが今回の混乱につながった。未来を予知する力もない以上、これは仕方のない面もある。

　さらには、神殿騎士〝リカルド・バーゼス〟が現れたことについては、まさに予想外のことであったらしい。

　ハーミットも彼のことは知っている。フォルナムでもゴーダを守るために、彼らと剣をかわした。

「複ふく製せいは御柱ピラーの底面から。転てん送そうは御柱ピラーの側面から──これが一つの法則なのです。つまり、複製される輝石セレナイトは御柱ピラーの底から落ちてきますよね。フォルナムやここに現れた屍の兵達も、要するに複製品です。しかしリカルド卿きようは一人で──どうも、側面から出てきたようなのです。つまりラトロアの死の神霊アービタ・スピリツトから入って、こちらに移動する形で出てきた──複製ではありませんから劣れつ化かもせず、それどころか屍の薬の効果が増ぞう幅ふくされ、強さを増していたようです。来訪者ビジターの方々も、御柱ピラーの側面から出てきたでしょう？」

　シャジールの民の説明には、よくわからない言葉もあったが、シルヴァーナやゴーダは頷うなずいていた。

「今回の場合は、ラトロアではリカルド卿をこちらに送ろうとしたのだと思います。ただ神霊スピリツトの中には、それ以前に取り込まれ、フォルナムで量産された〝屍の兵〟達の情報が残っていたはずで、そちらの量産も一いつ緒しよにおこなってしまったようで……また前回は、その指し示じからフォルナムでの実行までに時間差が大きかったようなのですが、今回は比較的、早い処しよ理りが為なされた様子です。完全に意い図としてやったこととはとても思えませんが、ラトロア側が神霊スピリツトの扱いに慣れてきているのは事実でしょう。あまりよくない兆ちよう候こうです」

　シャジールの声には強い不安が籠こもっていた。

　起きた事態について、さらに一通りの事情を説明された後で、シルヴァーナが呟つぶやいた。

「しかし、酷ひどい話だ。貴方あなた達の推すい測そくが正しければ、ラトロアはリカルドをわざわざさらって、薬の人体実験に用い、その上で神しん姫きを襲うための刺し客かくに仕立てあげたということだろう？」

　シャジールの民が頷うなずいた。

　ハーミットも暗あん澹たんたる心持ちになる。ラトロアには確かに、そうした行為を是ぜとする者達がいる。人数としては決して多くないはずだが、彼らの暴走を止める手段が今はない。

「あの男に同情する気はないが……死の神霊アービタ・スピリツト、放っておくには危険すぎる存在だ」

　シルヴァーナの言葉に、ゴーダが嘆たん息そくした。

　彼女がラトロアへ行きたがっていることを、師であるゴーダはもう理解している。本ほん音ねでは止とめたいはずだが、止めて言うことを聞く弟子でしでもないことは、傍そばで見ているハーミットにもわかった。

　ハーミットはこれから数日のうちに、シルヴァーナや来訪者ビジター達、それにシャジールの誰だれかを連れて、ラトロアへ向かうことになっている。ゴーダだけはラトロアには行かず、この地での諜ちよう報ほう活動を継けい続ぞくするとのことだった。

「ところで、ハーミット様──さきほど、カシナート司し教きようから、貴方達が来たら連絡するようにと言われたのですが──〝シュナイク・バルトゥール〟という少年を知っていますか？」

　ハーミットには一瞬、それが誰だかわからなかった。

　バルトゥールという姓せいには覚えがある。姉の結婚した相手がその姓を持つ人間で、ラトロア内では有力な政治家だった。ダルグレイ・バルトゥールといえば、保守派の若わか手てとして一定の評価を得ている。

　確かその息子むすこが、シュナイクという名前だった気がするが──剣術のことで父と喧けん嘩かして家を飛び出したハーミットは、ダルグレイ議員ともその息子とも、あまり面めん識しきがない。

　そしてなにより、シャジールの民の口からその名が出てきたことが、ハーミットには意外だった。

「私の知っているシュナイク・バルトゥールのことでしょうか？　まだ十歳ほどの子供のはずですが、どうして彼のことを貴方がたが……」

　シャジールの民が、蛇へびの顔を微笑ほほえませた。

「やはり御ご存ぞん知じでしたか。その方かたが今、〝使者〟としてこちらにおいでなのだそうですよ」

　この言に、ハーミットは呆ぼう然ぜんとさせられた。
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　ウルクは若じやつ干かんの戸と惑まどいと多分の期待をもって、その少年の前に座っていた。

「はじめまして。シュナイク・バルトゥールといいます。お会いできて光こう栄えいです」

　卓テーブルを挟はさんで手を差し出す少年は、穏おだやかに微笑ほほえんでいた。無む邪じや気きな子供っぽい様子とは裏うら腹はらに、その声は理り知ち的てきでさえある。

　まずフェリオが彼と握あく手しゆをかわし、そしてウルクもそれに倣ならった。

　会談のために用意された部屋には、他ほかにカシナート司し教きようと警備の騎士達、さらにはアンジェリカという間諜スパイの娘も同席していた。怪け我がをしたリセリナやムスカは別室で休んでいる。

　互たがいの自じ己こ紹しよう介かいを済ませた後で、シュナイクという少年は、来らい訪ほうの目的を簡かん潔けつに語った。

「私がこの地へ来たのは──ジラーハの高官の方かたをラトロアにお招まねきし、当方の議員達と会談の場を持っていただこうと思ったからです」

　この言には、カシナートの嘆たん息そくが重なった。

　シュナイクは少しもそれを気にせず、楽天的なほど明めい朗ろう闊かつ達たつに言葉をつなぐ。子供ならではの無邪気さだけではない、人を安あん堵どさせる質の明るさがあった。

「私は、父であるダルグレイ・バルトゥール議員の密みつ命めいを受けて、名無しの方と接せつ触しよくし、この地へ導いて欲しいと依い頼らいしました。紆う余よ曲きよく折せつはあったのですが、その望みも叶かない、こうして皆さんの目の前にいます。私の来た目的、そして高官の方をラトロアにお招きする目的は──手っ取り早くいえば、〝開戦〟を阻そ止しするためです」
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　ウルクの隣で、フェリオがぴくりと肩を震わせる気配が伝わった。

　彼の感じたであろう期待と、自分の感じた期待とが同質であることを察して、ウルクは少しだけ嬉うれしくなる。

　フェリオが思し案あんげに声を発した。

「シュナイク……だったね。ラトロアの政治については、こちらも少しだけ知っている。貴方あなた達の国では、政治を行う人間が選挙によって選ばれる。だから国家元げん首しゆも、大勢の意見を無視することができない──これは合っているかな？」

　シュナイクは嬉しそうに頷うなずいた。表情だけを見れば、政治的な話をしているとは思えない。

「はい、そのとおりです。ですが現状では、このジラーハを含む東方に対して、議員達の間にも根強い偏へん見けんがあり──そのために、開戦派が強い勢いを得ています。そこで私の父、ダルグレイは、東方から高こう位いの神しん官かんを招き、その人物を通じて、〝ジラーハに対する議員達の認識を改めることができないか〟と、こう考えたのです」

「……理り屈くつはわかりますが、無む茶ちやな話です」

　カシナートがばっさりと切って捨てた。

「我々にとっても、ラトロアは敵地です。敵地に単たん身しんで乗り込んで、無事に帰れるという保ほ障しようはどこにもありません。人ひと質じちにでもされれば、それこそ大問題です。なにより、彼は正式な使者ですらない。非公式に招こうというのでしょう？　常識的に考えて有効性も疑わしい上に、罠わなである可能性をまず疑うべきでしょう」

　強い疑ぎ惑わくの念ねんを示されたシュナイクは、これにも頷いた。

「カシナート司し教きようのご指し摘てきも正しいと思います。ただ、一つだけ信じていただきたいのは……ラトロアでも決して、全国民がジラーハとの戦争に積極的なわけではないのです。根こん底ていには、この東側に対する怯おびえがあります。つまり、〝東方の蛮ばん族ぞく〟が攻めてきて、自分達の文化や文明を破は壊かいし、奴ど隷れいのように使し役えきするのではないか、と──恥はずかしながら、現在のラトロアという国は、そんな疑ぎ心しん暗あん鬼きの塊かたまりです。議員達にも根強いこの誤ご解かいを解とくか、あるいはせめて〝慎しん重ちように考える必要がある〟と判断させることができれば、おそらく当面の戦乱は回かい避ひできます。互たがいの交こう渉しようの糸口も、そこから摑つかめるかもしれません。そして議員達の誤解を解くためには、どうしても理性的な方に──それも国政に影響力のある方に来ていただかなければ、説せつ得とく力りよくに欠かけるのです」

　シュナイクという少年の言っていることは、ウルクにも理解できた。

　正せい規きの手続きを踏んでいない時点で、提案としては非常識で、なおかつ曖あい昧まいすぎる話ではある。だが、シュナイクと彼を送り出した人々には、〝ジラーハと話し合いをすべきだ〟という、明確な意思が感じられた。

　そして今のラトロアでは、その意志さえもが封ふう殺さつされがちなのだろうとも推すい察さつできる。

　シュナイクが卓テーブルの上で両手を組んだ。

「この方針に沿そって、ジラーハの高こう位い神しん官かんと接せつ触しよく可能な名無しの方かたに依い頼らいし、私はアンジェリカと旅をしてきました。戦乱を望まぬという点で、私達の利り害がいは一いつ致ちしているはずです。自国の内部のことで、他国の方に危険な力ちから添ぞえを頼たのむのは心苦しいのですが……どうか、力を貸していただきたいのです」

　少年のものとは思えぬ真しん摯しな声に、フェリオが唸うなった。

　シュナイクの覚かく悟ごは、ウルクにも伝わった。カシナートは〝行けば人ひと質じちにされる可能性がある〟と言ったが、それはそのまま、シュナイク自身にも当てはまることである。彼をどう扱うかは、それこそジラーハ側の思うがままだった。

「なるほど……カシナート司し教きようが悩まれていた理由も、よくわかりました。確かにこれは容よう易いに乗っていい話ではありませんが──」

　フェリオが語ご尾びを濁にごした。

　もちろん容易に乗っていい話ではない。だが、あっさりと無視していい話ではないのもまた事実である。

　ほとんど国交のないラトロアとの貴き重ちような接せつ点てんになるし、相手側から交こう渉しようの糸口を与えてくれたことは、ジラーハにとって好機だった。

　壁かべ際ぎわに控えていた名無しの娘、アンジェリカが、無ぶ愛あい想そうなままに口を挟はさんだ。

「……シュナイク様の言に噓うそがないことは、我々が保証できます。現在のラトロアの政治において、主戦派の首しゆ魁かいは元げん首しゆのジェラルド・メイスン──シュナイク様の父君であるダルグレイ議員は、政党こそ同じですが、ジェラルドとは真まっ向こうから対立しています。暗殺されたと思おぼしき前国家元首、ルースター・エアルの流れを汲くむ政治家です。少々、非常識なところはありますが、現時点では信頼に足る人物であると判断します」

　あくまで淡たん々たんと冷静に、彼女はそう告げた。踊おどり子このような露ろ出しゆつの激しいその姿と、いかにも堅かた物ぶつそのものの口調の間には、かなりの差異がある。旅の間はまさに踊り子として偽ぎ装そうしてきたらしいが、芸人にしては眼めつきが険けわしすぎた。

　シュナイクがアンジェリカを振りかえり、にっこりと微笑ほほえむ。

「ありがとう、アンジェリカ。そう言ってもらえると嬉うれしいよ。父上も喜ぶと思う」

「……ダルグレイ議員には言わないでください。ますます調子に乗ります」

　ウルクは、二人の会話の端はし々ばしに親愛の情が籠こもっていることに気づいた。容よう姿しに似たところはないし、放つ雰ふん囲い気きに至ってはまさに正反対だが、どことなく姉と弟のような関係にも見える。

　カシナートが眉み間けんに指を添そえた。

「ともかく、これは私の一いち存ぞんで決めるわけにはいきません。大司教達とも相談する必要があります」

　シュナイクがとびきりの笑顔を見せた。

「そうしていただけると助かります。大だい司し教きよう格かくの方かたに来ていただければ、かなりの効果が──」

「い、いや、それは絶対に無む理りです」

　カシナートが慌あわてて否定した。

「誰だれを行かせるか以前に、行くべきか否いなか、そこからの話です。大司教格はまずあり得ません。私も内政に深く関かかわっている以上、そんな怪あやしい話に乗ることはできませんから……議題には上げますが、貴方あなたにとっては望まぬ結果になるかと思います」

　否ひ定てい的てきな返答だったにも関わらず、シュナイクがにっこりと微笑ほほえんだ。

「私は、そうは思いません」

　その澄すんだ声は、未来を見ているかのような確信に満ちていた。

　ウルクも含めて、一同は呆あつ気けにとられる。

「話してみてわかりました。貴方がたも戦乱を望んでいるわけではない。それを止とめ得る手段があるとしたら、たとえ多少の危険があったとしても、迷わないはずです。もちろん我々としては、それこそ命に代えても、その使者の方をお護まもりするつもりです。上手うまくいっても失敗しても、必ずジラーハへと無事に帰す覚かく悟ごです」

　シュナイクはそう断言しておいて、力強く頷うなずいた。

「こんなことを申し上げるのは僭せん越えつですが……貴方がたのことを、私は信頼できそうです」

　シュナイクの眼めが、ちらりとウルクを見た。

　ウルクは〝内心〟を見み透すかされたように感じて、ぎくりとする。

〝ラトロアからの使者〟が来たと、カシナートから聞かされた時──

　ウルクの心を騒がせたのは、このジラーハのために、自分にもできることがあるかもしれないという予感だった。

　リセリナやムスカ、それにシアまでもが、ラトロアへ行く覚悟を固めている。シルヴァーナやハーミット達も同行するのだろう。

　彼らがそこへ行くのは、このジラーハを守るためではないかもしれないが、その行為はジラーハを守ることにつながる。

　そんな中、ジラーハを故郷とする自分が、この地で平へい穏おんな日々を過ごし続けることに、ウルクは罪ざい悪あく感かんを感じた。

　だが、シュナイクの要よう請せいは──

「あ、あの……」

　ウルクは控えめに、カシナートに話しかけようとした。

　だがその直後、けたたましい声に邪じや魔まされる。

「ウルク！　ウルク、ここか！」

　不意に扉とびらをはね開けて駆かけ込こんできたのは、蒼そう白はくになった父のマディーン司し教きようだった。

　ウルクの姿を認めるなり、彼は娘に駆け寄り、その肩を摑つかむ。

「お、お父様？」

「ウルク！　無事なのか!?　悪あく辣らつな騎士に襲われたと聞いて、私は──」

　そこでマディーンは口を閉ざし眉まゆを寄せ、微かすかに首を傾かしげた。

「……ん？　ウルク、怪け我がは……？」

「いえ、私は……怪我をしたのは姉さ……神しん姫きのほうですわ。私はこのとおり、なんともありません。フェリオ様が守ってくださいましたから」

　ウルクはそう答えて、フェリオに視線を向けた。

　マディーンは眼めをしばたたかせる。

「そ、そうなのか……？　いや、神姫が、自分よりウルクのほうが心配だと言っていたものだから、私はてっきり……なんだ、無事なのか。いや、それはなによりだが……」

　ウルクの無事を知るや、マディーンは慌あわてて部屋に入ってきたことが恥はずかしくなったらしい。

　そこにカシナートもいるのを見て、彼は頰ほおを引きつらせた。

「カシナート司教、申もうし訳わけありません。お話中に、とんだご無礼を……」

　カシナートは、珍しく微笑で応じた。

「構いません。ウルク司し祭さいのことがご心配だったのでしょう？　大丈夫です。フェリオ様がお傍そばにいる限り、彼はそれこそ命がけで司祭を護まもることでしょう。そうですね、フェリオ様？」

　急に話を振られたフェリオは、一瞬だけ戸と惑まどったものの、すぐに力強く頷うなずいた。

「……ちょうどよかったです。マディーン司教、お話があります。ウルクのことです」

「は……はい」

　マディーンがいかにも複雑そうな顔をした。

　父親としては、娘を奪うばおうとする男を怒ど鳴なりつけたいのかもしれない。だが、フェリオの立場を考こう慮りよすると、それはどうにも無礼に過ぎる。

　ウルクは頰を熱くした。

　彼が何を言おうとしているのか──もう、疑う気はない。神姫の説せつ得とくで、フェリオは決意を固めたのだろうと思う。

　そのこと自体は嬉うれしい。

　だがウルクの脳のう裏りには、ついさきほど、怪我をしたリセリナを抱えていた彼の姿がある。

　そして、なにより──

　たった今、シュナイクというラトロアの使者から、聞いてしまった話がある。

「フェリオ様、お父様。私も、お話があります」

　ウルクは自然と声を高くしていた。

　フェリオもマディーンも、当事者であるウルクの声は無視できない。その言葉を聞く姿勢にはいった。

　ウルクはゆっくりと、明確に意志を示す。

「──私は、もし許されるのであれば、ラトロアへの使者として発たちたいと願っています」

　強い決心を込めたウルクの言葉に、シュナイクを除くその場の一同は、揃そろって絶ぜつ句くした。

　ウルクは忘れていた〝何か〟を、今、思いだしたような気がした。
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　肩を負傷した神しん姫きノエルは、臨時にあてがわれた部屋から、そっと星空を見上げていた。

　地震で崩ほう壊かいした自室の跡あとは、その窓からは見えない。地上ではいくつかの建物が崩くずれていたが、夜空の星々は昨日までと何も変わりなく、ただいつものように静かに瞬またたいていた。

　ごつごつとした歪いびつな形の月も、明るく夜を照らしている。

　今日は一日で、多くのことがありすぎた。

　大だい司し教きよう達は輝石セレナイトが失われたことに右う往おう左さ往おうし、夕方からずっと会議を続けているらしい。

　地震と、その後の屍しかばねの兵達の出現によって、多くの人ひと死じにも出た。こんなことになるなら、先に御柱ピラーを停止させておけばよかったはずだが──それでも神殿の人々は、輝石セレナイトを失うことを恐れた。

　一度、得たものを手放すことは、人の身には難しい。物に対する執しゆう着ちやくは、それが大事なものであればあるほど強くなる。

　たとえば、神姫にとってはカシナートの存在がそうだし、ウルクにとってはフェリオの存在がそうなのだろうと思う。

　ともあれ──輝石セレナイトが失われた今、ラトロアの脅きよう威いが身近に迫りつつあることを、否いやが応おうにも悟さとらざるを得ない。

　慣れない寝台ベツドの上に半身を起こし、神姫ノエルは、そっと溜ため息いきを吐ついた。

　──時期が悪かった。そう思う。

　あと数日、御柱ピラーからの敵が来なければ、また運命は違った音ね色いろを奏かなでていたはずだと思う。

　それがいいことなのか悪いことなのかは、ノエルにもよくわからない。

「……姉ねえ様さま、失礼いたします」

　暗い部屋を訪れたのは、彼女が溺でき愛あいする妹だった。

「……来たのね、ウルク」

　ノエルは寝台から振りかえり、扉とびらの前に立つウルクを見つめた。

　青い月明かりに照らされて、ウルクの髪が滑なめらかに光っていた。

　小さな頃ころ、ノエルはよく、ウルクに絵本を読んでやったことを思いだす。

　月にかなわぬ恋をして、追いかけ続ける少年の話で、ウルクはその話を首を傾かしげながら聞いていた。

　そんな小さな頃ころの彼女の姿が、何故なぜか今のウルクとだぶって見える。

「座って」

　ノエルの言葉を待ってから、ウルクは寝台ベツドの脇わきの椅子に腰を下ろした。

「姉ねえ様さま。私……ラトロアへ行く使者の役に、立候補いたしました」

　ウルクは申もうし訳わけなげにそう告げた。

　ノエルの耳には、カシナートとマディーンを通じて、もうその情報も届いていた。

　二人とも、ウルクを翻ほん意いさせるため、神しん姫きに説せつ得とくを依頼しにきたのだ。

　ノエルは深く──深く、溜ため息いきを吐つく。

「私の工作は、ぜんぶ無む駄だだったのね」

　ノエルは、ウルクを危険な目に遭あわせたくなかった。

　フェリオとの仲を無む理りにでも進めさせようとしたのも、ウルクにはアルセイフで、幸せな一生を過ごして欲しかったからに他ほかならない。

　このジラーハがラトロアとの間に戦せん端たんをひらけば、神姫の妹であるウルクは、どうしても政治的に無関係ではいられない。

　ジラーハが簡かん単たんに制せい圧あつされるとはさすがに思わないが、戦争が続けば、国は乱れる。心こころ根ねの優やさしいウルクにだけは、その苦労を背せ負おわせたくなかった。
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　帰き郷きようしたウルクが、フェリオを伴ともなっていたことを、ノエルはとても嬉うれしく思っていた。

　彼女が恋をしていることは、すぐにわかった。

〝恋は盲もう目もく〟という。

　盲目のまま、神しん姫きの血けつ族ぞくとしての責任や義務を全すべて捨てて、ウルクには幸せになって欲しかった。

　ウルクがフェリオへの好意で我を失っている〝今〟こそが、その好機だったのだ。

　あと少しで、ウルクはその幸せを摑つかめるはずだった。健気けなげな来訪者ビジターの少女に身を引かせ、頑がん固こ者ものの父を説せつ得とくし、鈍にぶい恋人もやっとその気にさせて、あとはウルクが気づかぬうちに、話を進めてしまえばそれでよかった。

　だが、ウルクは──

「……戻っちゃったのね。昔の貴方あなたに──」

　ノエルは三度、溜ため息いきを吐ついた。残念で、残念で、仕方がない。

「〝争いを止とめるために、神じん師しになりたい〟なんて、本気で言っていた頃ころの貴方に……戻っちゃったのよね？」

　ウルクは静かに、首を横に振った。

「……戻ったわけじゃありません。なくしていたものを見つけただけです」

「同じことです。見つけなくてよかったものなのよ、それは。せっかく、好きな人と楽しく過ごせる時間を得られるはずだったのに……どうして、気づいちゃうの？　自分の〝政治的な価値〟に」

　ノエルの言葉に、ウルクは困ったように微笑ほほえんだ。

「どうかしていましたわ、私。自分の恋愛事にかまけすぎて、他ほかのことをないがしろにしてしまうところでした。ラトロアからの使者様には、感謝しています」

「私は恨うらみます。貴方に使命感と責任感を思いださせた人達を、恨まずにはいられません」

　ノエルは非ひ難なんしながらも、もうすっかり諦あきらめていた。

　ウルクは頑固である。彼女は自分の妹であり、マディーンの娘だった。これで頑固でないはずがない。

　ウルクの微笑は、硬かたい決意に満ちていた。

「姉ねえ様さま、お願いです。お父様やカシナート司し教きよう達を説得してください。ラトロアのシュナイク様の申し出には、一考の価値があるはずです。行くのが神姫の妹の私であれば、政治的な重みも充分なはずですわ」

　ウルクの言は正しい。ノエルも、開戦を阻そ止しするためには、ラトロアという国の特殊な政治の仕組みを利用するのが、最も確実だと思っていた。

　しかし、行くのはウルクでなくともいい。

「……考え直す気はない？」

　ウルクは即そく座ざに頷うなずいた。妹の青い眸ひとみに籠こもった光の強さに、ノエルはいよいよ、諦あきらめの境きよう地ちに至る。

「私はカシナート司し教きようのように国政にとって重要な役職を得ているわけでもありませんから、ラトロアへ旅をすることにも支し障しようありません。しかも小こ娘むすめですから、先方も気を許しやすいはずです。これで戦争を止とめられる可能性が、少しでも上がるなら……私は、そのために力を尽くしたいと思います。このジラーハのために。そして──」

「……私のため、でしょう？」

　ノエルはそう思っていた。ウルクはいつも、姉であるノエルを〝護まもろう〟としてくれる。逆であるべきはずなのに、ノエルの不自由な立場を慮おもんぱかって、自分がその代わりに苦労を背せ負おおうとする。

　ノエルにしてみれば、そんな妹の姿は不ふ憫びんにさえ見えた。神しん姫きの血けつ族ぞくという特殊な境きよう遇ぐうに生まれなければ、ウルクはもっと自由に、自分のやりたいことを探せたはずだと思っている。

　だがウルクは、ノエルの言葉を笑顔で否ひ定ていした。

「いいえ。姉ねえ様さまのためではありません」

　思いがけず明確な言葉に、ノエルは寝台ベツドの上で首を傾かしげる。

　ウルクがノエルの手を握った。

「姉様と、この国と、この国の人々と──それから私と、フェリオ様と、みんなの将来のためです。そういう目的のために動けることを、私は嬉うれしく思います。ここから動けない〝姉様の分まで〟、頑がん張ばってきますから──だからどうか、笑顔で送り出してください」

　ノエルは眸を伏せた。

　妹の言葉に、涙が溢あふれそうになる。

「本当に──仕方のない子ですね。貴方あなたに本気で頼たのまれたら、嫌なんて言えないって、わかっているくせに……」

　ウルクが眼めを細めた。

　ノエルは大きく息を吸い込み、そして今日最後の溜ため息いきを吐つく。

「……カシナート司教とお父様は、私が説せつ得とくしてあげます。その代わり──絶対に、無事に帰ってきなさい。それだけは約束して」

　ウルクは頷いた。

　その頷きに根こん拠きよがないことは承しよう知ちで、それでもノエルは無む理りに自分を安あん堵どさせる。

　ウルクが席を立った。

「ありがとうございます、姉様。まだ旅立ちは先ですわ。明日、フェリオ様がタートムとの休戦調ちよう印いんを完全に済ませて……それから、大司教達の説得です。駄だ目めって言われるかもしれませんね」

　ウルクはそう言ったが、おそらく彼女は、無む理りを通してでも旅立つだろう。

　部屋を出ようとした妹の背を、ノエルは呼び止めた。

「待って、ウルク。ラトロアの使者以外で、貴方あなたのその案に賛成した人が、一人だけいたでしょう？」

　振りかえったウルクは、驚いた顔でノエルを見つめた。

「は、はい。えぇと……」

「言わなくてもいいの、わかるから──大切にしなさいね、その方かたのこと。危ない〝我わが儘まま〟に理解を示してくれる方って、そんなにいないものよ」

　ノエルはそう告げて、妹を部屋から送り出した。

　ウルクが出て行った後で、そっと涙を拭ぬぐう。

　──平和を護まもるというのは、簡かん単たんなことではない。話し合いで解決できる程度の問題なら、そもそも戦いの原因にもならないだろう。

　彼女がラトロアへ行くということは、そうした厳きびしい現実と向き合うということでもある。

　その現実に対し、ウルクがどう対たい処しよするのか──

　彼女の尊とうとい思いが叶かなうようにと、その夜、ノエルはひっそりと神に祈りを捧げた。
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　ウルクは神しん姫きの部屋を出て、厳げん重じゆうに警備された廊下を足早に戻っていった。

　神姫にあてがわれたこの館やかたの玄関では、フェリオがずっと待っていてくれた。

「……うまく話せたのか？」

　神しん妙みような顔でそう問いかけるフェリオに、ウルクは頷うなずいてみせた。

「はい。お父様とカシナート司し教きようのほうは、これで大丈夫だと思います」

「だろうね。神姫と話していると、つい納なつ得とくさせられる」

　ウルクはくすりと笑った。フェリオも神姫の言には翻ほん弄ろうされたはずである。

　二人は同じ馬車に乗った。

「でも、不思議でしたわ。姉ねえ様さまは何故なぜか、〝フェリオ様が賛成してくださったこと〟に、気づいていたみたいで……」

「え？」

　フェリオも不思議そうに首を傾かしげた。

　夕方、ラトロアの使者との会談の際に、ウルクは自分の思いを吐と露ろした。

〝ラトロアに行って、開戦を止とめるための話し合いをしたい〟──

　ほぼ全員から一いつ斉せいに反対されたが、そんな中、一人だけ擁よう護ごにまわってくれたのがフェリオだった。

　ウルク自身、今も、そのことを不思議に思っている。姉がそれを当てたことは、なおのこと奇き妙みように思えた。

「私も……失礼ながら、フェリオ様は絶対に反対されると思っていました。危ないから、駄だ目めだって……」

　揺れる馬車の中で、フェリオが頷うなずいた。

「うん──反対するつもりだった」

「え？　じゃあ、どうして……」

　わけがわからず戸と惑まどうウルクに、フェリオは真しん摯しな眼まな差ざしを向けた。

「……なんか、さ。文通していた手紙の中のウルクなら、こういうこと言うよな、って──妙に納なつ得とくしたんだ。責任感が強くて、自分が正しいと思ったことをやり遂とげる強さがある感じで──」

　フェリオはどことなく、嬉うれしそうだった。

「危ないから駄目だって、何度も言おうと思ったけれど、同時に〝止とめても無む駄だだ〟っていう気がしたから。だったら、ウルクが望みを果たせるように手伝いたいって、思ったんだ」

　ウルクは微笑ほほえんだ。

〝ウルクには、政治的にやりたいことがある〟はずだと、フェリオは思い込んでいる様子だった。

　そしてウルク自身は、その認識がフェリオの誤ご解かいだとばかり思っていた。

　自分はただ、フェリオの傍そばにいられればそれで幸せなのだと──自分でも、そう思いこもうとしていた。

　だが、実際には──

　ウルクにも、護まもりたいものがあった。神しん官かんの仲間達やこの国の民、神しん姫きである姉や、頑がん固こ者ものでも優やさしい父──ラトロアからの使者のおかげで、彼らのためにできることを、見つけてしまった。

　フェリオが懸け念ねんしていたとおりの結果になったが、今のウルクに、迷いはない。

「フェリオ様。ありがとうございます。私、ラトロアの方々と話し合ってきますね。開戦を止められるように──フェリオ様もどうか、アルセイフで吉きつ報ぽうを……」

　フェリオが眼めをしばたたかせた。

「……何を言ってるんだ、ウルク？　俺おれも行くに決まっているだろ」

　ウルクは、たちまち硬こう直ちよくした。

「君をけしかけておいて、自分だけ帰るわけがないだろう。ウルクを護るのは俺の役目だ。そう約束したし、もし同行しないつもりだったら、何が何でも絶対に反対していたよ」

　あっさりと告げるフェリオに、ウルクは慌あわてふためく。

「で、でも、フェリオ様は！　だって、アルセイフの王族なわけですし、さすがにそれは……」

　必死で翻ほん意いを促うながすと、フェリオはくすりと笑った。

「誰だれにもとめられるいわれはないよ。事情を話せば、兄上も行っていいって言うはずだ。その指し示じをわざわざ待つ時間はないけれど……ウルクを護まもるためなら、俺おれは何処どこにでも行くよ」

「そんな、無む茶ちやな……」

　ウルクは頰ほおを染めて嘆たん息そくした。

　フェリオは胸元から、〝生命の輝石セレナイト〟の首くび飾かざりを取り出して見せた。

「アルセイフでウルクと再会した時にも言っただろう。君に何かあったら、力になるって。リセリナにはきつく駄だ目めだって言われたけれど、今日、リカルドとも戦って吹ふっ切きれた。俺の知らないところで二人にもしものことがあったら、絶対に、物もの凄すごく後こう悔かいする。それにジラーハまでもがこうなった以上、ラトロアを放ほう置ちしておくわけにはいかないはずだ。これはアルセイフの問題でもある」

　いろいろとそんな理り屈くつをつけてはいるものの、彼の本心が、〝二人を護りたい〟という部分にあることは、ウルクにもはっきりと伝わった。

　ついさきほど、フェリオと共に戦えるリセリナに嫉しつ妬としたことを、ウルクは後こう悔かいした。

　戦えない自分には、リセリナとフェリオのような、共に戦う者として絆きずなは得られないと、勝手にそう思っていた。

　だが今、ラトロアに立ち向かうために、フェリオとウルクは、共に戦う覚かく悟ごを固めている。剣をもっての戦いではないが、政治や交こう渉しようという局面も、間違いなく戦いの一つだった。

　同時に、リセリナも誤ご解かいしているように思う。

　彼女は、政治的な面でウルクに及ばないことを負おい目めに感じている様子だったが、剣をもってフェリオと戦うことができる。

　そのことの意味は、決して小さくない。

　ウルクの内心など知らぬフェリオは、その眸ひとみに強い決意の色を見せていた。

「明日、タートムとの調ちよう印いんが完全に終わったら、兄上に手紙を書くよ。その後は──俺もウルクと一緒に、カシナート司し教きようやマディーン司教を説せつ得とくしよう。忙いそがしい誕生日になりそうだな」

　明日は、ウルクの誕生日である。憶おぼえていてもらえたことに、ウルクは少なからず動揺した。

「お父様たちにとっては、ちょっと困った誕生日になりそうですけれど……多分、シルヴァーナ様達も説得しないといけませんね」

　冗じよう談だんめかして言ったものの、これも難なん題だいではある。

　今いま頃ごろ、宿しゆく舎しやのほうでは、シュナイクとハーミットが親しん戚せきとしての対たい面めんを果たし、揃そろってシルヴァーナをなだめているに違いない。

　だが、〝開戦の阻そ止し〟という目的があり、なおかつ外交の目的でラトロアに向かう以上、この旅は譲ゆずれないものになるはずだった。

　危険であっても、それに見合う成果も期待できる。

　知らぬ土地への恐怖感も、ないわけではない。

　それでも隣に座る少年の存在が、ウルクには支えのように感じられた。
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　その日、アルセイフの王城は、秋晴れの空に祝しゆく福ふくされていた。

　国王ブラドー・アルセイフは、執しつ務むの合間の休きゆう憩けいに紅茶を味わいながら、窓の外をじっと眺める。

　執務室の窓からは、澄すんだ青空の下に広がる庭が一望できた。

　今、彼のすぐ傍かたわらには、ほとんど秘ひ書しよのように付き従う恋人がいる。

「ブラドー様。おかわりはいかがですか？」

「あぁ、ありがとう」

　甲斐かい甲斐がいしく仕える美しい娘は、ソフィア・アーネストである。彼女はこのほど、ブラドーの婚こん約やく者しやとしても正式に認められた。

　とても正せい妃ひに見合う家か格かくではないと反対する者も、いなかったわけではない。ことに、〝あわよくばその地位を〟と狙ねらう貴族達は、根こん気き強くブラドーを翻ほん意いさせようとした。

　だが結局は──ソフィアが舞ぶ踏とう会かいの席で、身を挺ていしてブラドーを救すくった事実が、多くの貴族達からの支持を得た。

　そうした健気けなげさがブラドーの寵ちよう愛あいにつながったのだと、まことしやかに物語る者さえいたが、これは少し違っている。ブラドーはその前から、彼女に好意をもっていた。

　一方のソフィアのほうでは、国王の寵愛を得るなどまさに予想外のことだったらしく、しばらくはぎこちない関係が続いた。

　どちらもこれまでは、異性と付き合った経験がまるでない。傍はた目めには初うい々ういしい二人で、政府の高官達からはからかわれたりもしたが、今はもうすっかりお互たがいに慣れていた。

　眼めと眼で通じ合えるほどに関係も深まり、平和で穏おだやかな日々が続いている。

　紅茶を飲みながら、ブラドーは窓の傍そばに立ち、じっと外を見つめた。

　眼下の庭では、復ふつ帰きした王宮騎士団団長のウィスタル・ベヘタシオンが、団員達を相手に剣の訓練をしていた。軍ぐん務む審しん議ぎ官かんのベルナルフォン・レスターホークが、興味深げにそれを見学している。

　騎士達の動きは目め覚ざましく、精せい鋭えいたる存在感を確かに感じさせた。

　そして、その訓練の様子を見ていると、ブラドーは剣術好きの弟のことを思いだしてしまう。

「ブラドー様、どうしたんですか？　さっきから、外ばかり見て……」

「あぁ、ごめん。ちょっとフェリオのことを考えていたんだ。そろそろジラーハに着いている頃ころだろうな、って──」

　ブラドーの言葉に、ソフィアは納なつ得とく顔がおで頷うなずいた。

「そうですね。もう調ちよう印いんも終わっているかもしれません。じきにお戻りになるでしょう」

「……うん。そうだね」

　ブラドーは小さく返事をする。声に覇は気きがないことは、自分でもわかった。

「……なにか、ご不安ですか？」

　ソフィアがブラドーの傍そばに歩み寄り、そっとその肩に手を触ふれた。

　もちろん二人きりの時でなければしないことだが、たったそれだけの触れ合いで、彼女はもう頰ほおを赤くしている。

　その様子を、ブラドーはいつも可愛かわいらしいと思ってしまう。肩を抱き寄せると、ソフィアは恥はずかしがりながらも、嬉うれしそうに身を預けてきた。

「フェリオの帰りは……少し、遅おそくなるかもしれないな」

　ソフィアが驚いて首を傾かしげた。

「何故なぜです？　ジラーハは確かに少し遠いところですけれど、現地でしばらく滞たい在ざいしたとしても、今年のうちには戻って来られるのではないでしょうか」

　ソフィアの指し摘てきは至し極ごく当然のもので、予定にも準じゆんじたものである。

　ブラドーは苦笑をもってこれに応こたえた。

「確かにそうなんだけどね。でも、フェリオは……あの子の性格なら、行くような気がするんだよ。もっと、向こうに」

　その言葉の意味するところは、一つである。

　ソフィアがたちまち、ブラドーを気き遣づかうような顔に転じた。

「それは杞き憂ゆうというものです。フェリオ様はすぐに戻りますわ。遅くとも、私と陛へい下かの結婚式までには戻っていていただかないと……フェリオ様が背中を押してくださったからこそ、私もこうして、陛下のお傍にいられるんですから……」

　ブラドーは頷うなずいて、口を閉とざす。

　ソフィアの言うとおりだと思う。フェリオはじきに帰ってくるだろう。ただ、それが予定よりも遅れることに関しては、ブラドーの予測は確信に近い。

　ラトロアという国の名を、このところよく夢に見る。

　見たことのないその地を意識する機会など、これまではほとんどなかった。だが、その国の暗あん躍やくによってアルセイフが危き機きに陥おちいり、またさらには周辺国にも影響を及ぼす事態となった今は、もっとも印象深い国名ともなっている。

　錬金術アルケミーの盛んな土地らしいが、この東方のアルセイフからは遠すぎる場所で、詳くわしい情報などは何も入ってこない。

　だから余よ計けいに、不安が募つのる。

「……早く帰ってきて欲しいな。あの子がいないと、なんだか寂さびしいよ」

　ブラドーの素直な言葉に、ソフィアも小さく頷いた。

「本当に──私も、ウルク様やリセリナ様、シアに会いたいです。きっとウィスタル卿きようも、帰りを心待ちにしているのでしょうね」

　そう呟つぶやいてから、思いついたようにソフィアはブラドーを見上げた。

「ブラドー様、フェリオ様達が帰ってきたら、また舞ぶ踏とう会かいを開いてください。その時までに、一いつ緒しよに踊おどれるように練習しておきましょう？」

「それはいいね。じゃあ、練習の前に仕事を片付けてしまおう」

　ブラドーは休きゆう憩けいを切り上げて、執しつ務む机づくえに戻った。

　ソフィアも傍そばに控えて、その手伝いをはじめる。

　輝石セレナイトこそ失われてしまったが、アルセイフは今、平和だった。

　この平和がいつまで続くものか、それはわからない。

　輝石セレナイトが早い段階で産出再開されなければ、周辺の他国は〝アルセイフは天てん罰ばつを受けている〟とでも言い出しかねないし、輝石セレナイトの喪そう失しつによって経済が混乱し、国力が衰すい退たいした頃ころ合あいを見計らって侵しん攻こうを試みる国もあるかもしれない。

　そうさせないためには、きちんと国内を安定させておく必要がある。見た目はただ平和で穏おだやかなアルセイフも、政府の内部では多た忙ぼうな日々が続いていた。

　バロッサ・アーネストは、新たな間諜スパイ達の育成に乗り出している。

　ラシアン・ロームは外交に、アゴール・カリウスは内政の調整に、それぞれ辣らつ腕わんを振るい、軍に関しては、クラウス・サンクレットとベルナルフォン・レスターホークが、きちんとした増強策を練ねっていた。

　そして現場では、ウィスタルや他ほかの武ぶ官かん達が、いざという時の危き機きに備えて訓練を続けている。

　フォルナム神殿も、輝石セレナイトはなくとも、信しん徒と達をまとめあげて、精神的な面から国内の安定に尽じん力りよくしていた。

　政府は確実に動いている。

　その功こう労ろう者しやであるフェリオの不ふ在ざいは、ブラドーにとっては寂さびしいことだった。

（フェリオ──ちゃんと無事に、帰ってきてくれ）

　山ほどの書類と向き合いながら、ブラドーは心の中で呟いた。

　フェリオ達の帰る場所は、このアルセイフにある。

　この国を護まもり続けることが、ブラドーなりの責任であり、また一つの戦いでもあった。





───続















　あとがき







　こんにちは、渡瀬です。毎度お世話になってます。

　今冬はやたらと冷え込みまして、この〝あとがき〟を書いている現在、頭から毛布をかぶって椅子に座っています。傍はたから見るとあれに似てます。えーとほら。

　……マトリョーシカ？




　……皓こう々こうと光るモニターの前で背を丸める巨大マトリョーシカは微妙にホラーちっくな構こう図ずですが、実はちょっと前から人形、あるいは造ぞう型けい系けいにはまってしまい、マトリョーシカこそないものの、部屋にはガチャガチャの人形とかプラモとかが溢あふれかえっています。ガレキはちょっと高いので控えめですが、プラモなら某ぼうザ○レロとか三機もいます。黒で統一してジェットストリームな感じに仕上げても良かったのですが、そのあたりは自じ粛しゆくしました。

　思えば小学生の頃ころはよく、『ミニ四よん駆く』とかで遊んでいたものです。当時の親友と競きそうように改造しまくって、ハイパワーの特殊な単五電池を四個搭とう載さいできる形にしてブラックモーターが焼き切れる速度を出したりとか、思えばアホな子でした。

　……いや、まじで追いつけない速さでしたよ？　あれは。ダッシュの進しん駆く郎ろうは鬼オニです。

　その後しばらく、本やゲームを買うお金でいっぱいいっぱいになってしまい、その手の模型系の趣味からは遠ざかっていたのですが、『パラサイトムーン』の五巻で〝白〟という人形師の登場人物を出すにあたり、ちょっとその分野へ久々に眼めを向けてみたら──

　忘れていました。

　子供の頃は、「経済力」といういかんともし難い壁が僕を止めてくれましたが、現在は比較的、自由になるお小こ遣づかいがあるということを──！

　結果、何かが色々と目覚めてしまい、そろそろ部屋の中が混こん沌とんとしてきました。特に最近のものは、２００円のガチャガチャでも出来が恐ろしいくらいに良いので困ります。

　もっとも時間と集中力はそれほどないので、未組立のプラモやガレキがたちまちのうちに溜たまっていったりもしてますが──それらは老後の楽しみになりそうです。




　しかし、改めて部屋を見回すと。

　現状は明らかに「少年の心を忘れない」とかの美談ではなくて「いい歳としをして……」のレベルであり、いろいろ自じ省せいしてしまうことしきりです。お酒も飲まない煙草たばこも吸わない、食い道どう楽らくや旅道楽もないため、このホビー系がほとんど唯ゆい一いつの趣味のようになってしまいました。

　さらには『ミニ四よん駆く』を思い出したついでに『ビックリマン』が懐なつかしくなり、その流れで『神しん羅ら万ばん象しよう』とかにも手を出してしまったのですが、なんだかもう今回の〝あとがき〟はとても読む人を選んでしまいそうな気がします。気になる方は、ネットとかでいろいろ検けん索さくしてみてください。

　あ、あと神羅の某ぼうカードを送ってくださった方、ありがとうございます！　大切にしています。

　──で、今巻の冒頭の某人形は、そんな自分の最近の趣味におけるささやかな願望の発はつ露ろだったりもするのですが、立体化される機会は永遠にないと思うので、このシリーズが終わって暇ひまができたら、こっそりと自分で作ってみようかとか思ってみたり。石せつ粉ぷん粘ねん土ども買いました。




　さて、『空鐘』も十巻を越え、そろそろ終幕が近づいてきました。

　ここまでのご支持に感謝しつつ、作者は最後の山場に向けて鋭えい意い執筆中です。

　それぞれの選ぶであろうそれぞれの道が、どんな生いき様ざまにつながっていくのか──最後まで見守っていただけましたら幸いです。

　それではまた、次巻にて。





２００６年　冬　渡瀬草一郎
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。庭先に猫が潜入してました。煉瓦の影に身を潜め、破壊工作の準備中らしいです。「スネーク！　スネーク！　応答しろ！」増援を呼びましたが、誰も来なかったので証拠写真をパチリ。背景の土囊が微妙に戦場っぽいそんなのどかな日々。

[image: ]




イラスト／岩いわ崎さき美み奈な子こ

新潟出身。埼玉在住。この名前にして性別は不明……らしい。５年間のゲーム会社勤務を経て、フリーのイラストレーターになり、現在あちこちで活躍中。










空そらノ鐘かねの響ひびく惑星ほしで⑩








渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう
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